






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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世界と世界を繫つなぐ黄金の箱船。

その航海を阻むは九つの災厄。

人はどちらを《悪》とする──？
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「──これが魔法を相殺した時に起こる魔力衝突現象。魔法相殺オフセツトとも呼ぶ。これは無属性の上位魔法にもよく用いられるものであり、また魔導具の細かな仕組みにも応用で……」

　名門ハーレンス王立魔法学園──１年Ｓクラス。

　特に優秀な生徒が集まる教室だけあり、全員食い入るように授業を聞いていた。

　視界の先──現在進行形でブラックボードには幾何学紋様が描かれ、力説する教師に比例するように白チョークが欠けて宙に舞う。

「であるからしてこの魔法相殺は──」

　小難しい単語が並ぶ魔法学理論が展開される。

　ただウンザリだという声が神にでも届いたのか、ここで授業の終了を告げるチャイムが鳴る──すると、呼吸の仕方を思い出したように皆が重く息を吐き出すのだった。

　この深海のように長く続いた魔法学が本日最後の授業。

　それはつまり、今日の学園が終わったことも意味する。

「──はぁ、残念だが今回はここまで。儀式の関係で明日からの週末を含め５日連続の〝休校〟になるわけだし、せっかくだから課題を出しておく。しっかり予習をしてくるように」

　ここで『ええ～！』と生徒たちがクレームの声を上げる……間もなく、分かったな？という無言のオーラを放ち教師はスタスタと去って行く。揺るがぬ決定事項らしい。

「ひでぇ、ひでぇよ！　それが人間のやることかよぉぉぉぉぉぉ！」

「うるさいスミス」

「く、クレス……でもよ課題だぞ課題!?　せっかく５日も休みだってのに！　女子たちと遊びまくろうと壮大な予定を立ててたのに！　な、なぁお前らも酷ひどいと思うよな!?」

　俺が塩対応をしたからか、性欲爆弾こと友人のスミス・アルビンは近くの２人──林間合宿でも同班だったウィリアムとケイネルに同意を求めた。

「ボクは毎日勉強してるし変わらないかなぁ……」

「ま、仕方ないだろう。そもそもスミスに休日遊ぶような淑女がいるのかい？」

「お前らもか、う、うぅ、うぅぅぅ……」

「（（（って泣いてるし）））」

　ただ３人からすればスミスの様子は『いつものこと』というのが正直な感想。

　特に言葉を掛ける必要もないだろう。どうせすぐに立ち直るは──

「ところでよ！　せっかくの休日だしバイトしないか!?」

「（（（切り替え早いなぁ……）））」

「今オレの働いてるところ人手不足でさ～」

　王族による王族のための儀式が近々行われる。当日までの準備に数日を要する……ということで、休日２日間＋平日３日間の休暇（休校）を幸運にも生徒は得たわけである。スミスはその間どうやらアルバイトに励むらしく、俺たちをどうだどうだと勧誘してくる。

「ごめん。僕は式の準備を手伝うことにしたから」

「さっすがハンサム貴族のウィリアム・コンラード君、オレのバイトを手伝ってくれると」

「随分と便利な耳を持ってるんだなスミスは」

「いや手伝ったって一銭も貰もらえないんだぞ!?　無償って理解してる!?」

「お金が全てじゃないのさ。せっかく姫様が主役の儀式、王国に住む一いつ端ぱしの貴族としては少しぐらい貢献したいんだよ」

「ぐぬぬ……ケイネルは!?　どうせ勉強してるだけだろ!?」

「ぼ、ボクは今ちょっと研究の真っ最中で……いいところなんだ、ゴメンよ」

　玉砕。粉砕。大破砕。

　見事スミスは撃沈したのだった。

「あ、俺も無理だぞ」

「クレスまで!?　お前らまじかーまじですかー……」

　落胆するスミス、どうにも俺たちがバイトを手伝うと信じて疑わなかったらしい。

「せめてちょろ……優しいクレスぐらいは協力してくれると見込んでたのにッ！」

　はいはいゴメンなと謝る。しかし俺の対応が気に入らなかったのか、

「おい、そこは『ちょ、ちょろくなんかないもん！』ってキュートにツッコミを入れるところだぜ？　どうしたよクレス、最近やけに大人しいし。なんかテンション低くね？」

「いやさ、スミスがうるさいから精神状態がね……」

「オレの声は魔ま笛てきとでも言いたいのか!?」

「……ま、案外そんな感じかも。じゃあ俺は用事あるからお先に失礼」

　このままでは話が長くなると感じて席を立つ。また来週と手を振る２人と、最後まで騒がしい１人の友人に別れを告げ、さっきの教師と同じように迅速に出口へと向かった。

「あ、クレス君、もう帰っちゃうの？」

　ただ寸前で、勇者が１人マイ・ハルカゼに声を掛けられ足を止める。彼女とは林間合宿以来よく喋しやべる間柄になった（といっても異性なので、頻繁というほど頻繁でもないが）。なんにせよマイさんはことあるごとに声を掛けてきてくれる。

「……帰ってやることもあるからさ。それじゃ」

「う、うん、また来週」

　マイさんはどうしてか名残惜しい顔で、でも引き留めるようなことはなく別れを告げる。

　そうして教室から出た後──入り口付近に立ち止まって中の話を静聴すると、

『──クレス君、もしかして体調悪いのかな？』

『──女の子の日とか？』

『──アホなこと言うなよ凛りん花か、アイツは男だぜ。ただここ数日は確かに元気はなさげだった気はする。言葉数も少ないし。なんかツンツンしてる？』

『──ツンデレ・キャラになったか、くそぅ萌もえるわぁ……。でも残念だね舞まい、今日もクレス君すぐ帰っちゃって』

『──ど、どういう意味よ？』

『──またまた～。ライバルヒロイン多そうだし、照れずにアバンギャルドに行こう！』

　俺のことを気に留めたらしいマイさんが、話題に『クレス・アリシア最近の様子事情』を周囲に持ち出す。彼女、最近は特に積極的になったと思っていたが、どうやら俺の体調を気遣っているらしい。ワケに納得すると同時に、申し訳ないなと思う。

　ただ最初に断っておくが、俺は健康優良体である。

　テンションが低いわけでも、体調が悪いわけでも、そして女の子の日でもない。

（変化は意図的──そう、仕事意識を高めただけのこと）

　林間合宿での大賢者戦といい、公爵令嬢の片棒を担いだり──監視者として、潜入者として、軽はずみな考えや行動が多かったと反省している。

　もちろん情報を手に入れるためには周りとの『関係構築』は必要不可欠だ。

　しかし必要以上に深い仲になるのはよろしくない──と、俺は考える。

　正直な話、学園の居心地はとても良い。人見知りである自分にも周りはフレンドリーに接してくれる。だから俺もコミュニケーションを活発に取れた──いや、だからこそ、こんな、こんな……

『ねぇねぇ、今度クレス君に女装してもらお！　舞だけ見たってのもズルイし！』

『凛花あなたねぇ……』

『いやいや、アイツは文化祭のミスコンに出てもらいましょうやワドウの姉貴』

『おぉ！　良い案出すわねアルビン君！』

　こんな──俺は〝なんでもあり〟ポジションになってしまったんだ。

　最初は『勉強教えて』『魔法教えて』に始まり『お金貸して』『部活の助すけっ人とやって』『見み栄え張るために彼女役やって』とか、挙げ句『使用済みの服売って』とかいう怪しいのも。

　しかも今はクラスのほぼ全員が、俺の女装について盛り上がっているらしいじゃないか。

　……監視者にあるまじきこの実態あつかい！

「俺は決めたんだ──」

　改めて、理想の監視者を目指そうと決心したのである。

　よってまずは会話から、当分はツーンとした感じで振る舞ってみようと思う。

　ただ改心に至った理由は他にもあって──

（……ボスからあんな命令も来たことだし）

　１番目の災厄ことエリザさんから、とある特異な任務が下されたのも切っ掛けの１つ。

　かくしてその内容とは──




　　　　※




「お待たせいたしました。カップが熱いのでお気をつけください」

　貴族エリアにある喫茶店。そのテラス席。

　いや喫茶店というか……サロン？と呼んだ方が相応ふさわしいのかもしれない。

　調べてみると、貴族の中でも特に地位の高い人たちが来る所のようだと分かった。

　ただ夕刻前だけあり、マダムよりも制服を着た女生徒が目立つ。

　つまり──学校終わりに来てお喋りに興じているのである。

　…………俺は１人だから、ちょっと浮いている気がしなくもない。

「あのお客様……」

「は、はい？」

　まさか『ボッチ可哀かわい想そうですね』とか言わないよな……これでも仕事の一環なんだぞ。

「も、もしよろしければこの後、お時間あるでしょうか？」

　二十代前半だろう、若い女性の店員さんは常連客化しつつある俺に話しかけてきた。

　しかも聞くと同時に、スッと一枚の紙をテーブル上にスライドさせてくる。

（っ──まさかこの店員、ボスが派遣してきた連絡役とか!?）

　つまり、何な故ぜか恥じらっているようなその表情もフェイク……機密情報伝達のため雇ったプロフェッショナルというわけだ。

　なるほどな。きっと俺をどこかに呼び出したい、場所は手紙に記載──と思ったが、

「で、でも恋人さんがいるのでしたら……」

「へ」

　モジモジとして視線を合わせない店員、その反応は……

「あ、あ～なるほど、ごめんなさい。僕には──」

「そ、そうですよね！　失礼しました！」

　と、今度は疾風の如ごとき速さで去って行く。

（ま、まぁボスは連絡役を使うなんて面倒な真ま似ねしないよな）

　も、もちろん分かっていたぞ、うん。

（貴族じゃないって伝えたのが痛手だったかも……ただ頻繁に来る以上、噓うそをついてボロは出したくなかったから……）

　この場所には監視対象に合わせて訪れている。

　ペースは週３ぐらいで、それをかれこれ３週間くらいサイクルしているだろうか。いつもテラス席を選ぶし、この銀髪では覚えるなと言われる方が無理だろう。

　まぁ庶民の客だろうと嫌な顔されないだけこの容姿？には救われてもいるが。

（で、今日は季節のフルーツを使ったケーキと東方産の紅茶か）

　机に広げたレポート用紙に彼女の注文したモノを記載する。

（今回同席している友人３人はいつもと変わらず、っと）

　円卓の４席に腰掛けるのは全員中等部の３年生、もちろん貴族と調べはついている。

　ただ俺が〝監視〟するのはその円卓の中心人物１人だけ──

「ねぇシルフィーナ様、来週の儀式はもう整いましたの？」

「う～ん、流れ自体はもう把握してますけどね、衣装や道具合わせをするのは明日ぐらいからでしょうか」

「お兄様方もみな集まるのですよね、シルフィーナ様？」

「ええ！　３、４日すれば久しぶりに家族全員が集まれそうです」

「ならシルフィーナ様、あれは──」

　会話の中心。そんな彼女の本名はシルフィーナ・ハーレンス。

　いわずと知れたここハーレンス王国の第一王女である。14歳ということを考えれば『王女様』より『お姫様』と呼んだ方がシックリくるか。

　お姫様というと学校に通わず、城で家庭教師に教えてもらっている姿を想像する。しかし彼女は協調性を養うとかどうとかいうアリキタリな理由で中等部に在籍している（理由は勝手な推測だ）。なんにせよ監視対象は周りと同じ制服を着てそこに存在していた。

（白金プラチナの髪と幼くも美しい容貌、誰にでも明るく優しい天てん真しん爛らん漫まんな性格。勉強に運動、魔法も完璧で超優秀。それで血筋が王族という……絵に描いたような最強設定だなホント）

　ボスに命じられ、お姫様もといシルフィーナを監視することはや３週間。

　なぜ優先順位が勇者から王女に変わったのか……その疑問は一旦保留としておいて。

　分かったことと言えば彼女が〝完璧〟ということである。

（クラリスさんもそうだけど、この国の女性貴族は出来すぎってほど出来すぎな人が多いよな。大本である祖先にとんでもない人がいたのかねぇ……例えば古来の勇者とか）

　千年前にも召喚されたという異世界人ゆうしやが祖先──なんてな、ただの冗談だ。

「申し訳ないですが、少々席を外しますね──あ、護衛は結構です」

　談笑に興じていたお姫様はおもむろに立ち上がる。武装した騎士もついて行こうとするが断られたらしい。彼女は１人でテラスから屋内へ入っていった。

　行き先はおそらくトイレ。２時間以上も座ってずーっと喋っていれば当たり前。

　しかしそれで４人とも疲れた様子がないあたり、流石さすがガールズといったところか。

「……一応俺も行っておくか」

　こっちだって２時間ずっと監視している。今ぐらいしかタイミングはない。

　そこでまた戻ってきますという意味も込め店員にニッコリ視線を送ったが……

（そ、そっぽを向かれた──!?）

　さっきの逆ナン？を断ったせいか、その人は両手で顔を覆い、頭や身体からだをあたりにぶつけながらアタフタと逃げるようにどこかへと放浪いく。他の客も驚いているようだ。

（……どんな品格の高い店でも店員は人間だしな）

　よっぽど俺に怒っているのだろう。申し訳ないと謝るばかりだ。




　トイレは男女で左右に分かれている。もちろん俺は男用ひだりに進む。

　そこには個室だけがズラッと設置され、よく手入れされていて汚れ１つ見当たらない。

（……こんな数いらないだろうに。金あるんだろうな、っと俺の他に利用者もいないね）

　１つ１つ念入りにチェックし、この空間に自分だけしかいないことを再確認する。

　そして一番奥──角にある個室へと入り鍵を締めた。

「……はぁ、ガールズトーク長すぎ。しかしなんでボスも王女を監視しろなんて」

　肩をどっと降ろし腕をぐっと伸ばす。ストレスが溜たまれば愚痴の１つも吐きたくなる。

　ボスから命令追加……いや命令変更が来たのはＭＫＫ作戦が終わってすぐのこと。

《最優先監視対象を王女シルフィーナ・ハーレンスに変更。その次に勇者マイ・ハルカゼ。３位以降はクレスに一任する》

《王女の性格、嗜し好こう、言葉遣い、得意不得意──私生活を監視し、逐一報告せよ》

《なお王女が敵対勢力と思われる者に襲撃された際、９番目の災厄という素性が明るみにならない範囲・手法で彼女を守護せよ》

　──という、なかなか不可思議で奇妙な命令だった。

　だって俺は異世界人ゆうしやの監視で来たんだ。なのに現地人ひめさまを監視する羽目に。しかも場合によっては王国からの脱出さえ許可されてしまった。

「これから大事が起こるのか……。それとも単純にボスに信用されていなくて仕事外された……とかもありえるんだよなぁ。だからこそ、これからはもっと……」

　疑問は多く抱えているが、自分は指令を達成し評価してもらう、それだけの──

『ガンッ！』

　……ん？

『ガンッ！』『ガンッ！』『ガンッ！』

　……な、なんだこの音？

　連続して数発。壁を隔てた女子トイレの方から鈍い音が響いてくる。

　それは力任せに壁を蹴っているような、イラついて地団駄を踏んでいるような。

『ちょうど後ろの個室にいるのは監視対象よ。異能持ちだけあってすぐ分かった』

「（シルフィーナ・ハーレンスか？　まさか誰かに襲われ──）」

『彼女の他に人の気配はない。どうやら１人で扉？を蹴っているみたい。音を消すための結界も張っているようだけどやり方が雑。ギリギリでクレスのいる所も入ってしまった』

　俺は立ち上がり一歩前へ──するとホントになにも聞こえなくなる。そこは結界外。

『クレスもクレス、いらぬ考え事してるから魔法の発動に気づけないのよ』

　エルの言う通りだ。反省しよう。だがしかし──あの天使のような人が物を蹴る？

　怒っているのか？　個室のトイレで？　さっきまであんな楽しくお喋しやべりしていたのに？

「（……加えて、なんかブツブツ言ってないか？）」

　壁に耳をあて盗聴を試みるが、もちろん正確に聞き取ることなど不可能だった。

「（……魔導具を使うか。エル、彼女が絶賛トイレタイム中ってことはないよな？）」

『流石にそこまでは。どうせ向こうにはバレないしどんな結果でもいいでしょ。クレスは魔導具準備しなさい。その間にバレないようこの結界も歪ゆがめておくから』

　……なんて頼れる相方なんだ。俺は懐から耳栓の形をした盗聴用魔導具を取り出し片耳に装着。また音が聞こえてくる壁に対し正方形の特殊紙シールを貼り付けた。
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（プライベート……ましてや用を足しているかもしれない最中に侵害こんなことして申し訳ないけど、少しでも〝おかしなこと〟を摑つかみ、調べるのが自分の役目だ）

　耳栓をした方を貼った紙に密着させ、息を潜め全神経を集中させる。これで声どころか排はい泄せつ音さえ拾うことが可能に……

『──ったく、シルフィーナ様シルフィーナ様って何度呼ぶの。うるさいっつーの』

　え？

『お兄様の話を聞かせて～って、媚こび媚びの目で言われるのもムカつくし』

　え？　え？

『しかもこんな生産性のない会話で２時間も取られて。絵本を読んでいた方がまだ有意義ね。苦痛すぎ。人間関係を維持するためとはいえ、いつまで接待みたいなことを──』

　……かなりパンチの効いた愚痴を吐かれていらっしゃる。

　しかもそれは姫様ソックリの声でだ。あの天使のような人がこんなことを言うのか？　ときおり舌打ちしながら壁か扉を蹴って鈍いメロディーを奏でてもくれるし。

『はぁ～、来週の学園での儀式も超面倒くさいし。いっそ誰かに攫さらわれるのもアリねー』

　エルの言げん質ちがあったとはいえ本人かを疑ったが……やはり本人らしい。

（シルフィーナ・ハーレンスは明るく優しく貴族の手本のような存在……なんて報告書には書いたけど。この黒い物を混ぜまくったダークマターみたいな性格。つまり俺が、俺たちが見ていた姫様は表面フエイクだったんだ。今壁の向こう側にいる腹黒そうな少女が、）

　──シルフィーナ王女の裏面ほんしよう！

「……全てが〝完璧〟だと魅せられていただけみたいだな」

　これまで俺と周囲を欺いていたその手練手管──見事だ。

　だが女子トイレに誰もいなくて愚痴ってしまったのだろう。結界も張ったようだが残念、すぐ近くで盗聴をしている男がいたんだぞ。……あ、やましい感情はないんですけどね。

　姫様ほんにんに気取られれば極刑もの。このまま何も聞かなかったようにトイレを出て……

　──パリン。

「!?」

　隣で小さくガラスの割れる音──割り方が暗殺者プロ級だ。

『──新たな魔力反応！　外から女子トイレに誰か侵入した！』

　エルに警告されるまでもない。足音もほぼ無音だが２人……いや３人いるか！

『な、なに!?　誰!?　ここがどこだか──』

　おそらく個室の扉もこじ開けられた。抵抗する声が聞こえる。

《──王女を守護せよ》

　俺は監視者だ。だが命令が下れば──どんなことでもする。




「……殺されたくなければ大人しくしろ」

「は、放して！」

「……おい、コイツの口をふさ──」

　俺は勢いよく女子トイレの扉を開けた。

　きっとこうなる可能性をボスは示唆していた、躊躇ためらいは不要。

　──そこには仮面を着け黒装束を着た３人の襲撃者、そして腕を摑まれた姫様がいた。

「た、たす……」

「目撃者だ！　ここで始末し──」

　忍ぶ者としての心構えは３つ。

　１つ、静かに行け。

　２つ、静かに去れ。

　３つ、静かに成せ──だ。

「……二流だ」

　氷魔法で１秒も掛からず小剣ナイフを作成、指に挟む形で左右の手に４本ずつ構える。

　そして即座に投とう擲てき──額、目、首、心臓、全て急所めがけての銀光が描かれる。

「「「──！」」」

　ソレはどれも〝必殺〟の攻撃、３人の襲撃者も身の危険をすぐに察知し回避行動を取る。

「来い！」

「え、ちょっと……」

　解放された女の子──やはり姫様だったその人の手を引き急いで外へ。

「っく、逃がさん──！」

　１人がすぐに体勢を立て直し、俺と同じようにナイフを投擲する。

「──っ」

　本来は避よけられるソレも、彼女を庇かばったせいで右上腕を擦過した。

　横一いつ閃せんに制服を切り裂き、すぐに鋭い痛みが響いてくる──案外深く傷を負ったらしい。

「だけど──」

「っ!?　足が凍って……！」

　姫様を強く引き寄せると同時に、すかさずトイレ全体へ凍結の波を走らせた。天井も、壁も、そして床も、全てを氷河時代アイス・エイジに落とし込むようにそのまま固定・停止させる。

「あ、あなたは……一体どうなってるの!?　なにがなんだか──」

「とりあえず店から出ます！　ここは危険だ！」

「危険って……そ、そもそも！　アナタだって味方であるという根拠が──」

「ッあーくそ！　パンチ効いた愚痴とか質問は後で聞くから！　今は走れ、速く！」

　先の曲芸まがいの投擲を見たからか、それとも襲われたからか、それとも九死に一生を得たからか、戸惑い困惑する彼女を叱しつ咤たし、半ば強引に連れ出す。

（まさか敵があの３人だけなんてことはないだろ！　俺が姫様攫おうっていうなら少なくともあと10人は用意するね……！）

　狭い店内にいたままでは不利、勢いそのままに店外へと無事に出る──が、

「……大ハズレ、15人もいたか」

　視線を端に移せば、姫様の友人たちはブルブルと震え、おつきの騎士数名は地に伏している。そして店の入り口を囲うように仮面の男たちが配置──背後にも回りこまれた。

　多数とはいえ騎士たちをこの短時間で撃破とは……厄介だな。

「……少年、王女を渡せ」

　薄暗い雲が夕暮れを隠す、雨でも降りそうな鬱屈した空間に仮面がうごめく。

　淡々と、一歩前にでた男は冷酷な声で勧告した。

「……大人しく渡せばお前の命までは取らない。さぁ」

　噓うそだ。俺だったら間違いなく渡された後に殺す。

「ね、ねぇ」

「安心しろ。お前は俺が守護まもる」

　──それが、自分の仕事だ。

「俺から離れるな」

　後々思い返せば姫様に『お前』とか、荒っぽい口調で言ってしまい後悔しかない。

　だが真の実力を出せないという状況、しかも護衛対象持ち──余裕はなかった。

　この場をどう乗り切るか、脳をフル稼働して考える。

「……っ」

　でも姫様も一ひと先まずは信じると決めたらしい、この左腕をキュッと強く摑む。

　──その行為が、彼女との初めての〝契約〟の証サインとなった。

（……どうするッ、強力な魔法は素性を悟られたくない以上使えない。しかもこのお姫さんを伴ったまま対処するとか、普通に考えれば無理難題って話だよな）

　そうこうしている間にも、15の仮面はジリジリと距離を詰めてくる。

　通りかかる人たちも慌てるなり驚くなりしているが、応援の騎士が来る気配はまだなく、

「……渡す気はないようだな、ならば──」

　ポツリと仮面が呟つぶやく、いや決断した。

　だがそれと同時──ポツポツと水滴が天から落ちてくる。

（……水？）

　それは一気に勢いを増しさんさんと降り注ぐ雨へと変わる。

　この時期の王国は雨季のど真ん中、ゲリラ的に降雨することはよくあった。

「……殺せ！」

　仮面から大粒の水が一滴落ちた時、いよいよと四方八方の刃やいばが煌きらめく。

　無数の足音は水を飛び散らせ、幻影の如ごとくユラリと迫ってきた。

「ゴメン！」

「きゃ──」

　これが本当のお姫様抱っこ──腕を摑んでいた彼女を今度は抱きかかえる。

「死ねぇぇ──！」

「stnエル stnエル stnエル──Icicle kinghtアイシクル・ドール !」

　成せと唱えること三度、紡がれる高速三節詠唱ラピツデイング・スイツチが細身の氷像を創造させる。

　タイル張りの地面に広がる水面、波紋の中から銀剣と銀盾が現れた。

「ゴーレムとは小こ癪しやく──っ！」

　これは雨が降り、氷魔法における材料みずが溢あふれていたからこそできた瞬感芸はやわざ。

　東西南北、襲撃者たちと自分を隔てるように──担った氷剣を下に振るう。

「卑ひ怯きような！」

「アンタたちだけには言われたくないね！」

　しかし水があれど彼らを瞬殺できるほど高性能な氷像は作れない。作ってはいけない。

　今はせいぜい足止めができれば十分──

「──Load of Queen mappet女王のしもべ、大地を駆けろ」

　自分を中心として円を描くように。水張りの大地を氷河へと変えてゆく。このお姫様を抱えたのはさっきと同様、彼女の足が彼らのように凍るのを防ぐため、それじゃあ、

「退散だ──ッ！」

　もうすぐ騎士が現れるだろうが待っている余裕はない。

　俺は監視対象であったはずの彼女を抱え、自分たちを救ってくれた雨に打たれながら路地へと消えた。




　　　　※




　俺は走った。彼女の手を引き走って走って走りまくった。

　──しかしどこへ逃げる？

　途中で追っ手らしき者とも数回遭遇した。脅威は未いまだ去っていない。

　王城へのルート、襲撃者たちの配置を考えれば一番難しかった。

　自宅へのルート、自分の顔を見られた以上得策ではない。

　騎士駐在所へのルート、並の騎士じゃ瞬殺されて終わりだ。

「ね、ねぇ！　ねぇってば……！」

「話は後だッ。黙って付いてきてくれ──！」

　俺と彼女は初対面ではない。手を強く引かれる少女は時折「あの」とか「その」と会話を紡ごうとするが有無を言わさず口を噤つぐんでもらう。いま説明している暇はない。

　襲われた貴族エリアから一刻も早く離脱、結局俺は平民エリア──その中で最も姿を隠せるであろう場所を選択した。それは──

「そこの旅人さん！　どう？　可愛かわいい女の子揃そろってるよー！」

「ウチの宿安くしておきまっせー！」

「らっしゃいらっしゃーい！」

　ここは平民エリアの一角──いわゆる歓楽街と呼ばれる場所だ。

　風俗店や酒場、格安宿が多く、こうして何度もキャッチに絡まれる。

「えっと……」

「無視して」

　無視して進むがベスト。困惑している姫様には無視するよう短く声を掛ける。

（……いっつ、地味に痛むか）

　雑に止血し、回復魔法を掛けた腕の掠かすり傷きずがまだ響く。

　すぐ完治しないあたり、おそらく刃に毒でも塗られてたんだろう。

　即死する類いではないものの、毒への抗体があって良かったとつくづく思う。

　それと途中でフード付きの安合羽カツパを２人とも着用、今は旅人にでも見えるだろうか。

（……荷物ないし、手ぶらな旅人ってのは逆に怪しいか）

　雨は止やんだが全身ビショビショ、とにかくまずは……

「──お、あそこが良い。付いてこ……あ、付いてきてください」

　ようやく一息つける──ところで上からの態度で話しかけていたのを思い出す。

　一応直したがもう手遅れ、いちいち丁寧語で説明するほど精神的猶予も時間もなかった。

　とにもかくにもめがねに適かなう場所を発見し──

「いらっしゃー……旅人さんかい？　ていう割にはひどい格好だけど」

　細い路地に入った所にある、こぢんまりとした安宿。

　よく軋きしむ扉を開け中に入ると、紫煙を吹かし怠だるそうな面持ちの婆ばあさんが出迎えた。

「手ぶらで旅とは変わってるねぇ」

　俺も彼女も外見に特徴がある。まさか王女様が来たと知られるわけにもいかず、顔を半分隠したまま応対。そのせいか婆さんは怪しむような目を向けてくるわけで──

「駆け落ちしてきたんだ」

「っな!?」

　口八丁で噓八百、テキトーに虚言を並べる。

「かっかっか！　面白いこと言うねー。いいよ、何泊だい？」

「とりあえず二泊、飯はいらない」

「はいよ。んじゃ最上階、３階の角部屋ね。今その階のお客さんアンタたちだけだから……っと、あんま夜はうるさくしないでおくれよ？　ヤルとしても控えめにね」

「～っ！　わ、わたしは──」

「分かった。気をつける……ほら、行こう」

　ここで二泊分の代金を支払い、軽く礼を言って鍵を受け取る。

　扉もそうだったが、傾斜のキツい階段も年季の入った音色を奏でてくれた。




「──って、やっぱりベッドは１つか」

　部屋に入ってまず一通り確認。

　木造で間取りは１Ｒルーム。入ってすぐに寝台が１つ、窓は路地に向かって１枚、錆さびた魔導具のシャワールームが併設、トイレは階に各部屋共用のものがある。

　敵に見つからない住すみ処かとして選んだ物件、受付含めだいたい望んでいた通り。

　ただ俺は床で寝ることになるかな……

「もうカッパは脱いでも大丈夫で……あの、姫様？」

「……」

「あのー」

「な、なに……なんでしょう？」

　緊張しているのか反応は鈍い。突然襲われこんな所に来させられたら戸惑いもするか。

「とりあえず着替えましょうか」

　雨に濡ぬれたこの格好のままでは風邪をひく。ゆっくり話そうにも話せないだろうし。

「き、着替えるって、まさか本当に……！」

「あ、勘違いしないでくださいよ！　このままだと風邪ひくかもしれないっていう……」

　俺の指摘が真っ当だったからか、破廉恥なことを自分が考えたという構図になりカァァと真っ赤に染まるシルフィーナ様。

「そ、そそ、そんなことわたしだって理解してます。だ、だから、懸念したのは他の……あ、服よ。代えの服はどうするかということ」

　なるほど。即興の言い訳にしては上手うまい……って、いやいや姫様が破廉恥なことを考えていたなんていうつもりも毛頭ないんだけどさ。

「分かっていると思いますが今ここを出るのは危険です。姫様を残して俺……僕だけで服を買いに行くのも危ない。なのでこの濡れた服は陰干しするとして──」

「するとして？」

「姫様はこのベッドのシーツを羽織って使う……とか？」

「……」

「悪意はないんですよ僕だって！　でもこれが最善手といいますか、そのー……」

　王族に対し、着る服がないから布を一枚羽織っておけと。

　なかなかデンジャラスな提案であり、彼女も眉間に皺しわを寄せている。

「……シャワーを浴びる」

「え」

「一度シャワーを浴びると言っているの。しっかり見張っていなさい」

「あ、はい」

　しかし彼女は不満を言うこともなく、諦めた様子でうなずく。

　俺はシャワールームの前で見張りをしつつ、これからのことに頭を悩ませるのだった。




「……さむい」

「最近ようやく暖かくなってきたとはいえ、夜はまだ涼しいですもんね。しかも土砂降りの雨に打たれれば無理もないです」

　ずびーっと鼻をすするお姫様。シーツに包くるまりベッドの上で丸まっている。

　ちなみに俺は服装そのままに床の上で三角座りである。

「……服、どれくらいで乾くかしら」

「明日の昼くらいまでは掛かるでしょう」

「……それまで全裸、か」

「っう、ば、場所が場所だけに炎魔法も使えないですから……すいません……」

　そう、シーツに包まっていると言ったがシルフィーナ様は今──全裸なのである！

　すっぽんぽん、生まれたままの姿なのだ！

　あまり見ないようにしているが、服と一緒に可愛らしいパンツが干されている。

「……」「……」

　さっきからそうだが、会話がすぐ途切れ無言となる。

　そしてジト目で睨にらまれている。

　少しでも粋なことを言いたいが浮かばず、これはもう現実的な話題を振るしかない。

（もう襲撃者について話すってのも……でもアレには触れたくないし。ここは……）

　しかも泣き出したり家に帰してと喚わめかないあたり、妙にやりづらい。

　普通の14歳なら大泣きする状況じゃないのか──？

「あ、あーそうだ！　１つ気になっていたことが、」

「なに？」

「少し言いにくいかもしれないんですけど、もう一方の下着は……」

「？」

「干してる所にぶ、ブラがないなーって。恥ずかしいのは分かるんですけど、やっぱりここは干しておいた方が……なるべく見ないようにもしますし……」

　女子はバストサイズを知られることを特に嫌がる。きっと姫様はパンツは良くてもブラだけはと恥じているのだろう。真面目な顔でそう諭したわけだが、

「……わたしは着けなくても良いサイズなの」

「あ」

　視線を下へ。全裸布一枚だというのに、彼女の言う通り胸の主張がまったくない。

「……無礼な人」

「す、すいません……」

　謝ってばかりである。しかも会話は途切れる。

「……」「……」

　どこか緊張感のある、薄氷のようにすぐ割れてしまいそうな無言の空間。

　ただ数分の後に静寂は破られる、俺ではなく彼女によって──

「……名前、クレス・アリシアであってますよね？」

「そ、そうです！　僕ももちろん姫様の名前は存じています」

　面識はある。クラリスさんの弟君の誕生パーティーで彼女には一度だけ謁見した。初対面なのに異能で身体検査なるものを受けさせられたのは新鮮な思い出だ。

　あの時の人柄とはまったく異なるので、初対面感があると言えばあるけども。

「……あなたはわたしを助けてくれた、と捉えていい？」

「な、成り行きでですけどね」

「では、改めてお礼申し上げます」

　軽くだが頭を下げられる。いえいえ仕事の一環なのでと内心で応えていたら……

「そしてまず、なによりも先に、わたしから尋ねたいことが一点あります」

「っ──なんでしょう！」

　ようやく向こうから話しかけてくれてるんだ。

　たぶん襲撃されたことについてだな。さぁどう応えようか──

「……襲われる前。わたしの独り言、聞いてましたよね？」

　しかし出鼻も出鼻、尋ねられたのはまったく予想と異なることだった。

「へ……ひ、独り言、ですか？」

「愚痴、悪口、誹ひ謗ぼう、中傷、痛罵、罵ば詈り雑ぞう言ごんなどとも呼びます」

「ん、んー、なんのことだか分からないですねぇー……」

「……うふふふ」

「……アハハハ」

　──ま、まずい。

　もう宿に来てからあの明るいお姫様オーラはなりを潜めていた感があったけど、まさかここでぶっ込んでくるとは……。なんとしてもアレは見なかったことにっ！

「そ、それに男女でトイレはしっかり分かれてま──」

「化粧室で独り言を言っていたなんて、わたし一言も発してませんが」

「っあ」

「その図星を突かれたような反応。それにあなた、あの化粧室からわたしを連れ出す際『パンチの効いた愚痴は後で聞くから』って仰おつしやってましたよね？」

「き、記憶力いいですね。凄すごいなー……」

「で、もう一度尋ねますが、聞いてしまいましたよね？」

「……はい」

　ダメだ認めるしかない。

「で、でも説明させて欲しい！」

　別に俺はやましい気持ちがあったとかじゃなくホントに偶然……

「──ヘンタイ」

「っう！」

　冷ややかな視線と言葉が上から突き刺さる。

「まさか女性、しかも王女たるわたしの排はい泄せつ音を盗み聞こうとするなんて……助けてもらったことに感謝はすれどヘンタイはヘンタイです──何度でも言います。このヘンタイ」

　白金色の瞳からハイライトが消え、蔑さげすみながら罵倒される。

　俺の首の角度はテンションに比例して下がっていくばかり。

　スミスなら１つの趣向として楽しめたんだろうが……

（というか俺の盗聴目的が排泄音のためということに集約されてしまっている──!?）

　それじゃあ本当にヘンタイじゃないか！とツッコミたいが、本当の理由こそ話せない。

「い、いやでも、姫様の音消しの結界が雑だったから……」

「なんですって？」

「僕だって故意じゃないんですよ。偶然隣接する個室だったので、結界内に入っちゃったんです。声自体もすごく小さかったですけど普通に聞こえてきました。ええ、噓うそなんかこれっぽっちもついてないですよ。あと色々愚痴ってましたけど『この畜生どもめ！』って感じがよく伝わってきましたね。やっぱり王族は苦労しているんだなと痛感するばかり」

「なんだか早口と単語の羅列で誤ご魔ま化かされているような。それと畜生とかそんな酷くは言っておりま……ン、言ってないわ。せめて『虫けらどもめ！』ってレベルだから」

「それ結局人間扱いしてないんじゃ!?」

　もうどうせ本性がバレていると分かったからだろう、口調が段々と刺とげ々とげしさ、気け怠だるさを孕はらむように──これが彼女の〝素す〟なのだ。目つきも鋭くなる。

「なんにせよ迂う闊かつだった。まさかコッチのわたしが誰かに見られる日が来るなんて。確かにさっきは特にイライラしてたから……結界のミスは認める。ホントに声は大きくて、運悪く壁が薄かったかもしれないことも否定できない。とにもかくにも驚いたでしょう？」

「もちろん。だって天てん真しん爛らん漫まんなのが元のイメージでしたし」

「……あれは外向き用なの。と言っても両親やお兄様たちに対しても表面ホワイトのわたしで対応をしているけれど。おめでとう、あなたは本当のわたしを知った初めての人よ」

　パチパチパチと手を叩たたいて祝福してくれる。

「できれば知りたくなかったです。だってもしこの秘密を──」

「過失・故意問わず漏らしてしまうようなら……ね？」

　ゾクリと背筋に冷たいモノが走る。寒さではなく悪寒がしたからだ。

「で、でも他人にこのことを言うつもりはないです！」

「本当に？」

「だって得がない。一般人の俺……僕が言ったところでそもそも誰も信じないだろうし」

「ふむ。それもそうか。……じゃあこの件は一旦もういいわ。代償としてあなたはわたしの奴隷になってもらうわけだし」

「奴隷!?」

「ええ。盗み聞きだけにあきたらず……お前って呼んだり、勝手に抱いてきたり、下着について尋ねてきたり、この罪は隷属してようやく償われるというものよ」

「この国は奴隷制度を認めてなかったんじゃ!?」

「正論ね。だから──あ・な・た・だ・け、特別に奴隷にしてあげる」

「そんな特別いらない！　あと可愛く言われても無理です！」

　もう本性知っちゃってるし、もうあざとさしか感じないし。

　ニコッてするその表情さえもはや恐ろしいぞ。

「で、でも窮地を助けたじゃないですか。九死に一生を得たということを加味すれば……」

「んー確かにそれは一理ある。自分の命より重いものはないしね……例外はあるかもだけど。なら間を取って──当分の〝従者〟としましょうか。勘違いしないで欲しいけど騎士ではなく、従者。大事なことだから二度言ったわ」

「……は、はぁー。き、騎士はいらないんですか？」

　王族には本来〝専属〟の騎士が付く。しかし監視の結果、シルフィーナ・ハーレンスにはこれまで決まった人物を近くに置いていないと判明。騎士しかり、メイドしかりだ。

「ええ、募集してないわ。天文学的確率、つまり奇跡的に採用を一考するにしても、あなたは容姿も良いし実力もある。ただスケベなのが大きなマイナス点で不採用確定よ」

「勝手にスケベ扱いされている!?」

「ま、騎士に一生を捧ささげられても面倒なだけ。わたしには生涯いらないわ」

　うーむ。もしかして人付き合い自体が苦手……というか億おつ劫くうな人なのかもしれない。

「ただ従者になったからにはよく働いてもらう。ちなみに賃金はゼロよ」

「フルタイムなのに、超ブラックですね……」

「全てが上手くいったら支払いを検討するわ。なんにせよ従者契約も当分の間だけ」

「……当分、ですか。姫様の口調は数日滞在することを予定してるみたいに聞こえます」

　14歳の少女、しかも貴族となれば豪ごう奢しやで安全な場所に帰りたいはず──普通は。

「わたしは他の、無知で頭がお花畑状態のお嬢様とは違う。愚考も愚行もしない」

　泣きわめくのは現実から逃げた者だけ、そう付け加える。

「あなたも勘づいてるでしょうけど、今回の襲撃はかなり大規模な気がする。平民区に入る時ですら怪しいのがいたし。おそらく貴族区、特に王城の周りは一層ヤツラの目が光っているはずよ。ここで城に帰るのは自殺行為──愚の骨頂とわたしは判断するわ」

「……仰る通り。しかも一人一人のレベルも高かった。並の騎士に期待はできない」

「きっと外部から傭よう兵へいなり裏も請け負う冒険者を雇っている。それに加えて──この国の貴族も何枚か嚙かんでいる可能性が高い。ヤツラの街中での立ち回りからして手引きした者がいるのは明らかだもの。そして攫うことで旨うま味みを得る人物は……って、聞いてる？」

　自分がなぜここに俺と身を潜め続ける必要があるのか。

　彼女はそれをツラツラと物語を語るように説明している。

「……ほ、ホントに14歳？」

「それを言うならあなたこそ。学園の一回生でもあれほどの魔法はなかなか使えない。年齢＝実力ではない、見た目で人を判断するのはとても愚かなことよ──違う？」

「お、仰る通りでございます」

　正論。正論。正論。正論。正論。

　説明してくれるどころか正論の百烈拳をくらい、ぐぅの音すら出なくなる。

「ただなぜこのタイミングでわたし単体を狙ってきたのかは謎」

「来週の儀式？に出席させたくなかったんじゃ？」

「あれは王族なら誰もが一度受ける式よ。周りは神様から加護をもらうとかなんとか言ってるけど──あんなのただの形式儀式。行ったところで意味なんてなーんにもないわ」

　教会で神に祈ることと同じ、形だけの自己満足だと彼女は言う。

「だからシルフィーナ・ハーレンスが不参加になったところで、具体的にわたしも王国もなにかが変わるわけではない。こんなリスクを冒してまで襲う意味はない──はず」

　形式ありきなのは知っていたが、どうやらそれは本当らしい。

　だとしたらますます謎は深まるばかりだ。

「……もしかしてだけど、姫様って無神論者？」

「見える神は信じるから半無神論者よ。自分としては〝現リ実ア主リ義ス者ト〟としての面の方が大きいと思うけど。見えるモノしかわたしは信じない」

　あ～……

「なにその納得した顔」

「いや子供……あ、まだ年端もいかない女の子なのに、妙に利口で小難しいことを並べ立てるなと思ってたから、リアリストって聞いてなんかしっくりきた」

「……随分な言い草ねクレス」

　──む。

「年齢は下であろうとわたしは王族、主従関係を考慮してクレスと呼ばせてもらうわ」

「……それはいいですけど」

「あとあなたも普段通りの喋しやべり方かたでいい。そのエセ敬語は聞くに堪たえない」

「…………りょーかい」

　仕事とはいえ助けてやったというのに最後まで大きな態度は変わらず。

　ただ現実をしっかり見ている分、そこらの王族や貴族よりは百倍マシかな。

「ところでクレス──腕の傷は大丈夫？」

　トゲトゲした態度が続いてたのに、一区切りするとそっぽを向きながらそんな質問をしてくる。また突然だな……

「ああ、傷はほぼ完治したかな」

　止血で結んだ布も解ほどいていい頃合いだろう。

「それは良かったわ。いま唯一の従者が手負いじゃ心配で夜も眠れないもの」

　なるほど、俺じゃなくて自分の心配ゆえの質問だったわけね……

（受付で２人分の宿泊費を払ったとはいえ、俺がここに泊まることも理解してるのな）

　襲ってきた奴やつらに俺の顔はバレている。自分とてここを出るに出られない。

「なら服は乾かさないの？　いざという時に風邪ひいてもらったら困るわ」

　今度はカッコについて。もちろん言いたいことは理解できるんだけど、

「だって俺の裸なんて見るの嫌だろ？」

「ン。それは……」

　俺だって水と血で濡ぬれた服は脱ぎたいが、一応の配慮ってものがある。

　加えて姫様はともかく、襲われた時に俺が装備無はだかはマズイだろう。

「こんなんでも男だからさ、身体からだはそれなりに頑丈だと思う。昔はもっと酷ひどい環境で……こうして屋根があるだけ恵まれてるさ。全然寒くないし、余裕も余裕だよ」

「……」

「ま、女の子なんだから、変なことは気にせずゆっくりしててくれ」

　妙な心配は無用と言っておく。年下に気遣われるほど柔やわではない。

「……女の子って……」

「？」

「なんでもない。あなたが嫌いだって思っただけ」

「なんでもないじゃなくない!?」

　め、面と向かってそんなストレートに言いますかね……

　とにもかくにも、王城へどうやって帰還するか──という、これからのことは明日でいいだろう。流石さすがに疲れたはずだ。実際俺がフラフラっとしてるんだから。

「そろそろ休むか」

「……床で寝るの？　掛けるものもなく？」

「ああ、座りながら寝る。でも見張りはちゃんとしてるから安心して欲しい。トイレは廊下にあるから使いたい時は必ず言ってくれ。絶対に１人では行かないように──」

　部屋の外に出る時は必ず俺に言うこと。それだけは約束させた。

　さぁこれで寝れる──と思ったら。




「もし、もしあれだったら、今日だけ特別……一緒に寝てあげてもいいわよ？」




　──え。

　余裕そう……な言い方の割に、視線は合わせてこない。

「お、お熱でもあるんですか姫様……？」

　それともなにか悪巧みでも考えているのかと勘ぐってしまう。

　しかし俺のそういう疑いを感じ取ったからか、途端に不機嫌そうな表情に変わる。

「本当に失礼ね。ご慈悲よご慈悲。一応は助けてもらったんだから」

「……で、でも同どう衾きんですよ同衾？　同衾って意味知ってます？　同衾とは男女が同じ夜具で一緒に寝ることを──」

「同衾同衾うるさい！　意味ぐらい知ってるし！……あっと、ゴホン。別に犬や猫と寝たって羞恥心は働かないでしょう？」

　子供っぽい口調になるやすぐ直す。しかし俺は犬や猫と同じ扱いなのか……

「だからそのー──」

　年齢にそぐわぬ饒じよう舌ぜつを見せていたシルフィーナ様はいずこへ。

「──ありがたい申し出だけど、遠慮しとくよ」

　だが断る。この提案にどんな意図があったとしても、彼女が多少無理をして喋っているのはこの俺にすら分かった。

（それに、こういう甘い展開にはなるべく乗らない）

　もう俺は流されない。周りに散々ラッキースケベ野郎と言われて、気にし始めてはいたんだ。だから監視兼護衛対象と必要以上に仲が深まりそうな行為は極力しない。

「別にあなたは気にし……」

「しないったらしない。俺は床で寝る」

　ここは譲らないぞと断固拒否の姿勢。ベッドだってサイズはシングル、倫理的にも２人で寝たら大変なことになる（かもしれないのは容易に想像できる）。

「そんなに否定しなくたっていいじゃない」

「非常にありがたい申し出なんですけどねーはい」

「棒読みでよく言うわ。どーせこんなツルッペタでチンチクリンな身体より、クラリスみたいなボンキュッボンなのがいいんでしょ？」

　え～……ここでクラリスさん出してくるの～……

（変に肯定したら後でチクられそうだし、いっそ従者としてお株を上げておくか）

　……よし。

「いや、俺は姫様が好きだよ」

　その時の彼女は本当に驚いているようだった。大きな目をパチクリと細かく点滅させている。まさかそんな答えが来るとはたったの１％も予想していなかったみたいな。

「っあ、そっか。あなたドのつくヘンタイだったわね……」

「なんでそんな察した風に言うの!?　しかもドン引きした感じで！」

　そこは通常『え、わ、わたしが好き!?』と照れる場面だろう。なのにそんなお約束は無視して冷徹にそう告げた。しかもヘンタイを再確認し身を若干退ひいたようにも思える。

（コイツ俺をからかって楽しんでいる？　今日はツッコミ役に徹しろっていうのか。でもダメだ、主導権を完全に渡してはいけない。苦手でも攻めろ。攻撃は最大の防御──！）

「姫様。勘違いしないで欲しいんだけど、全ての男性が巨乳好きというわけではない。つまり姫様には確かに胸がないが、胸がないことは逆に魅力的なポイント、チャームポイントとなりえるわけだ。俺はそこと……姫様のクールな物言いに好意を抱いたんだ」

「あなたそれ褒めているの？　特に胸に関して」

「あぁ褒めてるとも！　むしろ堂々とその胸を誇るべきだ！」

　貧乳というのはステータスなんだ。無条件にあれば良いわけじゃない──と、ワドウさんは熱く語っていた。つまるところ姫様に語ったほとんどが彼女の受け売りである。

「勇者たちの国では古来より『幼女体型』な女性が一番とされているらしく、ロリは最も神聖な存在らしい。なにせ触れるどころか挨拶をしただけでも捕まるとかで──」

　自信を持ってしっかり伝える。ただあまりにロリだ幼女だ貧乳だと言ったからか──

「いつまで胸の話するのよ！　このヘンタイセクハラ男ッ！　いっぺん死ね──ッ！」

「あいた!?」

　枕を飛ばされ見事に顔面にヒットする。

　勢いそのままに後転、床に仰あお向むけになってしまったわけだが──

「このロリコンっ！」

　追い打ちを掛けるが如ごとく、吐き捨てるようにロリコンと呼ばれた。

　……お姫様から放たれる言葉ではないだろソレ。

　どうやら幼女愛好家と勘違いされている──が、否定したらまた長くなりそうなのでもういい。

「……長くなったけど、そういうわけだ。俺がそんな麗しい姫様と寝たら理性が崩壊し大変なことになってしまう。だからもう大人しく１人で寝てくれ」

「あーはいはい。よく分かりました。クレスとだけは死んでも一緒に寝ないわ」

　多少は勇気を振り絞ってのお誘いだったんだろう、そこまで考えてもらう必要はない。

　ただそれを言うと『子供扱いすんな！』みたいに反論されそうなので、このまま彼女に背を向ける形で横になる。

「……喋りすぎた。そろそろ本当に寝よう」

　強引に区切りをつけるが──彼女も興奮を抑え、身体を横に倒してくれる。

　得られる情報もないのにお喋しやべりばかり……関係構築が少しでもできたと思えばいいか。

「おやすみ。外はちょっとうるさいけど」

「……まったくよ、安眠できないわ」

　歓楽街だけあり、夜になっても外ではどんちゃん騒ぎをしている。

「……本当に、そこでいいの？」

「くどい。ここで十分だって」

「…………分かった」

　渋々といった雰囲気で了承、そしてガバッと頭まで毛布を被かぶるのだった。

　了解の言葉を最後に──遂ついに会話は途絶えた。




　一刻、二刻──それなりの時間が経たち、いよいよ外の喧けん噪そうも落ち着いてきた頃合い。

　しかしシルフィーナ・ハーレンスは未いまだ眠りにつけないでいた。

（なんなのよこの男は……）

　眠れぬ原因は襲われた……ことではなく、すぐ近くで眠っているクレス・アリシアという人物のせいだ。シルフィーナは王女として様々な人間と出会ってきた。そして家族を含めその全てが自分の外側しか見ない人間だったと知っている。短くも濃い人生経験から、真に信用できるのはこの世界で自分自身だけだと理解をしていた。

（だけどクレス・アリシア──コイツはどこかおかしい）

　なにを求めるでもなく自分を助け、今も従う。揺さぶりとして試しに『一緒に寝ないか？』と色仕掛けまがいの発言をしたが、すぐにあしらわれてしまった。

（照れる演技までしてリアル感を出したってのにね。見破られていた様子もないし……）

　視線を合わせない、頰ほおを染める、身体の細かな動き、それらは全てシルフィーナの演技であった。そして彼女の思惑通り、クレスはそれらを『本物』として捉えてしまった。

（──だけど通じなかった。少なくとも身体目的ではなさそうね）

　彼女からしてみればクレスの考えがまったく読めない。それどころか王女を常に普通の女の子として扱ってくることに、むしろ助けられた彼女の方が困惑している。

（でもどうせこの男も他の連中と一緒でうわべだけ。わたしの身分か力が目的のはずよ。……信頼なんて絶対しない。どうせ裏切られる。そんなの分かってることじゃない）

　シルフィーナはクレスに今日何度も引っ張られていた右手をさする。あれほど強引に引き寄せられ、あまつさえ荒い言葉を投げかけられ、そして上から命令されたのは生まれて初めてだった。必死に逃げているというのに恐怖以外のなにかに心をかき立てられた。

　──だからこのクレス・アリシアという人間は、もしかしたら、

「……さてと、流石に姫様は寝たな」

　唐突に独り言を呟つぶやくクレス。もう何時間も経たっているだけあってシルフィーナが完全に眠りについたと確信しているらしい。

（も、もしかして──わたしを襲う気!?）

　シルフィーナは身を強こわばらせた。そして熱が冷めるみたいに心からなにかが抜けていく。やはりそういうことなのだなと。なんだかんだ言っておきながら、結局のところクレスも他の連中と同じなのだと気づく。だが──

「よし、これでやっとトイレに行け……くしゅん！」

　小さなクシャミを交え、クレスは立ち上がりそう呟いた。

（……え、と、トイレ？　わたしを襲うんじゃないの？）

　シルフィーナはといえば鳩はとが豆鉄砲をくらった状態である。拍子抜け。なんだそれはと。

「……うぅ、この時期でも流石に夜中は冷えるなぁ、」

　水のしたたった服を何時間も着ているクレスは、肩をさすりながら廊下へと出て行く。

　軋きしむ扉を慎重に開けるその様は、シルフィーナへの多大すぎる配慮が感じられた。

　そして勘違いが勘違いだと分かり、彼女の中にまた彼への熱が再発し始める。

「……本当は寒いんじゃない、クレスのバカ」




　　　　※




「──取り逃しただと？　たかが王女１人をか？」

　とある貴族邸宅のとある一室。

　豪ごう奢しやな服装に身を包んだ男は、部下からの報告を受け眉をひそめていた。

「騎士団は私が足止めをしておいたし、護衛もたいしたことはなかったはずだ」

「……そ、それが学生に邪魔を、」

「学生──？」

「っぎ、銀髪の少年でした。王立魔法学園の制服を着ていて……」

　鋭い眼光で睨にらまれ、報告する者の声が震える。

「そういえば、少し前にランドデルク家の娘が連れていた……まさかあの男……。おい、素性は調べたのか？」

「お、おそらくハーレンス王立魔法学園一回生Ｓクラス、クレス・アリシアの可能性が高いと思われます。長く続く学園の中でも逸材中の逸材らしく──」

　銀髪で銀眼、端正な顔立ち、魔法学園の制服、高レベルの氷魔法を行使。

　これだけ情報があれば正体を摑むのはたやすいことだった。

「……その男の家は調べたか？」

「はい。しかし王女はおろか、目新しい魔導具や書類はありませんでした。店で交戦した傭よう兵へいたちの話を聞くに、どうやら本当にたまたま居合わせただけのようで……」

「つまりどこかの組織の人間ではなく、偶然襲われる王女を見つけ──助けた、と？」

「その線が最も──がぁぁぁぁぁぁ！」

「馬鹿者が！　たかが学生に遅れをとりおって！　なんのために傭兵を雇った！」

　激高する男はナイフを抜き、報告者の手の甲に突き刺す。

「王城と、それから貴族区一帯は目を光らしているな？」

「……は、はい、王女とそのクレス・アリシアが、こちらに来ようものなら、すぐに捕まえられ、ます」

　同時に捜査の範囲も広げており、どちらも見つけ次第捕獲します──そう付け加える。

「もうあの者らとの約束まで日がない。必ず神降ろしの儀式までに探し出せ！」

「……か、かしこまりました、」

　空洞ができた右手を押さえながら、たどたどしく去って行く部下。

　男は苛いら立だちを抑えながらその後を目で追うのだった。




　　　　※




　……けて。

「──たす、けて」

　その声を聞き、仮初めの眠りについていた脳がすぐに起き上がる。

「……シルフィーナっ！」

　すぐさま立ち上がり彼女の元へと駆けつける。

　声はベッドからした。間違いなくした。救いを求める言葉だった。

　まさか敵が来たのか──一瞬そう考えたが、

「……なんで……いや来ないで……わたしは……知らない……」

　そこに敵はいなかった。決して見える所に彼女を苦しめるモノはいない。

　寒いと言っていたのに、苦しそうにうなされる彼女の首筋には汗が流れている。

「……止やめて……放して……行きたくない……もう来ないで……」

　視界に映るのは、ただ怯おびえて小さく丸まる１人の少女だけだ。

「シルフィーナ……」

　リアリストで、冷静で、利口で、表裏あって、年齢にそぐわない大人じみたヤツ。

　襲われたというのに弱音の一つも吐かず、なんと現状の分析すら始めた14歳。

　──俺は不思議がった。

　似たシチュエーションでマイさんの件もあったが、姫様は本当に強いのかと思っていた。

　──だけど、やっぱり怖かったよな。

「……お前も、強情で口がかなり悪いだけのお嬢様ってことか」

　潜入当初、俺は泣いているマイさんに手を差し出せなかった。

　それは任務中というのもあるし、自分自身に臆していたということもある。

　だけど今は──目の前にいる。手の届くところにいる。

（監視者は対象と必要以上に仲を深める、深める可能性のある行為をしてはいけない。そう意気込んだばかりなのにな……）

　だからクラスメイトとの会話数を少なくしたり、勇者たちから距離を取ったり、色々したけど……ま、あんまり改善はされてない気がするが。

　俺はうなされるシルフィーナのすぐ隣、ベッド上に腰を下ろした。

　ただ両足は床に、半身だけを捻ひねり彼女をのぞき込むように向ける。

「……大丈夫、ここには誰も来ない」

　絹糸シルクみたいに細く、艶つややかな白金髪ホワイト・ブロンドを優しく撫なでる。

　ゆっくり、ゆっくり、安心を得られるように何度も何度も。

（こうしてると、なんだか妹のことを思い出すな……）

　今は亡き家族のこと、２つ下の妹が泣いている時はこうして撫でてやった記憶がある。

　妹と彼女は──全然似てない。容姿も性格も能力も。

　だけどなぜか思い出した。そしてこうやって近くで見守ってしまう。

（コイツが妹、か……ま、まぁこれも任務だからだ。ボスからは彼女の身を守るように言われてるし。精神バイタルを健康に保つのも仕事の一環と言える……はずだ）

　軽はずみな行動はすべきではない。そんなことは分かってる。

　テキトーな理由をつけているだけだ。そんなことは分かってる。

　だけど、この子の呻うめきをなにもせず、そのまま横で見過ごすなんてこと──

（今の俺にはできない。きっとアウラさんだってこうしたはずだ）

　第二の生き方を教えてくれた相棒、あの人の教えはなにより〝熱く〟だ。

「ン……んん……」

「あ、ゴメン。強かったな」

　つい考え事をして力んでしまった。

　優しく撫でろと言わんばかりに、さっきとは違った緩い苦く悶もんの声を上げる。

「まったく、注文の多いお姫様だよ」

「うるさい……」

「お前──」

「……もっと」

　いや──

「はいはい。分かりましたよ」

　俺は彼女がまた眠るまでその傍そばにいた。

　眠るまで、ずっと、ずっと、ずっと──




「……朝」

「おはよう姫様、また随分とお寝坊だな」

「……クレス、おはよ」
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　まだ寝ぼけてるのか、上半身だけ起こし、目をこすりながらボヤーッとしている。

　しかしツンツンしてない状態で『おはよ』と声を掛けられると──なんだか〝萌もえ〟を感じてしまう。普通に可愛かわいい。なんだこの生き物。昨日助けたのと同一人物か？

　ちなみに『萌え』とは、感情を突き動かされた時に使える汎用性の高い言葉らしい。

　ワドウさんの話だと、異世界人は日常的に『萌え！』『萌え！』と叫ぶとか。

「顔、洗ってきな」

「……うん」

　朝に弱いのだろうか、洗顔を促すが生返事だけで１ミリも動く様子がない。

「……洗面器」

「そんなものはない。自分でシャワールームまで歩くんだ」

「……じゃあ連れてって」

「お前なぁ、いつまで寝ボケてるつもりだ？」

　メイドさんたちにやってもらいっぱなしだから、朝もダメダメなんじゃないか？

「……抱っこ」

「!?」

「……抱っこして」

　──どうやら俺を社会的に抹殺する気らしい。

　ここでイエスと言うわけにもと思って粘るが……彼女もかたくなに動かない。

「はぁ、今回だけだぞ」

「……ありがと」

「っ、そ、そんな笑顔で礼言われたって、次はもうないからな！」

　言うなれば今シルフィーナは表１００％の状態。

　あの生意気──失礼、ツンケンしていた彼女はいないのだ。

　それがここまでの破壊力を生むとは……裏を知らなかったらコロッと騙だまされるな。

「お、おい！　しっかりシーツを摑ん……摑め！　その下は裸だぞ！」

「ん～」

「めんどくさいぁ……！」

　纏まとったシーツが落ちないよう上手く彼女を持ち上げる。

　ただ摑んだ所には──ふにゅっとした感覚が。

（──こ、これは！）

　小ぶりでも確かに感じる柔らかさ。薄い布を一枚隔てているだけなのでダイレクトに感触が伝わってくる──って、おい！

　我に返りすぐさま手の位置を移す、おそるおそる彼女の顔をのぞき込むが、

「……あ、あの姫様」

　ボヤーッとした表情は変わらず。

　偶然触ったのに気づいてない……命拾いしたな。

　俺はそのまま姫様を抱きかかえ発進──そして顔を洗わせるのだった。

「……拭いて」

　すると今度は濡ぬれた顔を拭けときた。もうやらないぞ。もうやらな──

「……お願い？」

「……今回だけだぞ。今回だけ特別に…………」

　額、目と鼻根の間、頰ほお──骨こつ董とう品ひんでも磨くみたいに丁寧に水滴を拭き取っていく。

（……こうして顔だけ見ると、とんでもない美少女だよなぁ）

　瞳は大きく、鼻立ちも良い感じに高い、薄ピンク色の小さな唇もまた可愛らしくて──体型は小柄だが、それも相まってお人形さんみたいと表現できる。

（だけどタオルでフキフキしてやるという……マジで従者か俺は！）

　メイドさんとかと絶賛同じことをさせられていた。

「……ふぅ」

　そうして拭き終えた頃に彼女は一呼吸──すると、その眠たげだった瞳はあのキリッとした鋭さのあるものへ。どうやらリアリスト・シルフィーナに戻ったらしい。

「目が覚めたみたいだな」

　そう声を掛けるが姫様は俺を無視し、スタスタとベッドの方に戻っていく。

　おいおいまさか二度寝するんじゃ……

「──って、なにしてんの？」

　彼女はバタン！と勢いよく前に倒れ込み、枕に顔を埋うずめながら両足をパタパタと上下に振っている。

「……ベッドで水泳？　王族の朝にはそんなヘンテコ体操をする習慣があるのか？」

「──ッ」

「な、なんだよ」

　変な動きが一転、まくらを抱えながらウーッと俺を睨にらんでくる。

「……クレス知ってる？　ある年齢を超えた貴族の女は、寝起きの顔を夫以外に見せてはいけないって」

「なんだそれ。聞いたことないぞ」

「我が家ではそういう伝統なの」

「王族特有の伝統か、お前が一番嫌いそうな概念だな」

「ご名答。でも淑女である以上、まぁ言わんとすることは理解で──」

「淑女（笑）」

「……どうして笑うのよ」

「だってさっきまで『１人でお顔洗えなーい。手伝ってよー』って言ったの──あ、ゴメン、その手にもったペンを置こうか。はい。調子にのりました。申し訳ありません」

　無言でペン先を向けられた。ちょっと言い過ぎたらしい。

「……でも分かったでしょ、わたしは早朝にとっても弱いわ。自分で言うのもなんだけど弱すぎる。だから──明日以降も頼むわよ」

「今日のアレをか!?」

「いいじゃない。名誉なことよ」

「えぇ……」

「むー。そんな本気で嫌そうな顔しなくたっていいじゃない」

　頰を膨らませる彼女はやはり淑女というより、ホントわがままな妹みたいだ。

「もし請け負ってくれるなら、王女の名の下に名誉ロリコニストの称号を与えてあげる」

「名誉どころか悪名、恥辱だよ!?」

「そんなに声を荒らげて喜ばなくても……」

「どこか喜んでいるように見えたか!?」

　よかったよ妹に見える存在で。じゃなきゃ異性相手にこんなに文句は言えまい。

　結局は『気が向いたらな』と言ってこの場を納めた。

「それとクレス、昨日の夜のことだけど……」

　今度は身をよじり、指で頰をなぞりながら、なにか意味深なことを言い始めた。

「よ、夜に、わたしが……」

「あぁー。なんか悪い夢でも見てたんだろうけど、ちょっとうなされてたな」

　言いたいことは──だいたい分かった。

「うなされてるのかなー？って思ったんだけど、俺もすぐ寝ちゃって。ま、あんなことがあった後じゃな、流石さすがのクールお姫様も悪い夢の１つや２つ見るのは仕方ない。俺だって夢見てたぐらいだし」

「……どんな夢よ？」

「泣きじゃくってる妹をあやす夢」

「…………」

　シルフィーナはなにか言いかけたが、お互い夢でも見たんだ……と、話を終わらせる。

　昨日の夜はなにも起きてないし、なにもしていない。なにもないまま朝が来た。

　だからお前がどんな姿を晒さらしていたとしても、俺は知らないぞ。

「……やっぱり嫌いだわ」

「そんなに嫌いな従者は解雇してやってくれ」

「それはダメ。わたし──本当に嫌なことからはあえて逃げないタイプなの」

　本当に嫌なことって例えばと問うと、

「そうね、わたし自身とか？」

「……えぇ」

　てっきり『クレス』と言われるかなって思っていたのに、答えが自分ってどんなマゾヒストだよ。

　いや彼女の場合は〝負けず嫌い〟……と呼んだ方が相応ふさわしいか。

「あなたの場合は……まぁ、一生あれば克服ぐらいはできそうね」

　姫様はからかい口調でそんなことを言う。

　人の悪そうな笑みを浮かべる彼女は、言葉と裏腹にやはり楽しそうであった。
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「──それでこれが新しい服とカツラ、あと姫様には一応度なしのメガネも」

　朝が弱すぎると判明した姫様を世話？した後、俺は彼女を部屋に残し外に出た。もちろん自律式人形ゴーレムを護衛として置いてだ。そして決まったノックでしか扉を開けるなと言って。

「あの短時間で、こんなに色々買ってきたのね」

　急ぎましたから。心配でゆっくり買い物なんてできなかった。

「姫様にお小遣いももらったしな。ま、これからもし外に出るようなら変装は必須だ」

「……なんで茶髪のカツラを２つも？」

「１つは姫様用。もう１つは俺用。外に出る際は『兄妹きようだい』設定で行こうと思う」

　自分とて銀髪、敵からしたらこれ以上ない特徴となる。

　姫様が金髪寄りなのもあり、無難に茶色を選んできた次第だ。

「──で、はいコレ」

「……岩？　買い物ついでに鉱物採取でもしてきたの？」

「作った店の人に怒られるぞ。パンですよパン、小麦を主材料とした──」

「パンがどういう食べ物かは知ってる」

　阿あ呆ほうなこと抜かすなと軽くデコピンされた。

「……ただ、ちょっと固すぎやしない？　もはや武器、鈍器よこれ。人を殺せるわ」

「確かにそれで殴られたら痛いだろうけど……」

「これで相手の頭をかち割った後、食べてしまえば証拠も隠滅。完全犯罪の成立で──」

「本格的に画策!?　物騒すぎるだろ！」

　王女はいつからパンを使って殺人事件を企てる人間になったんだ？

「どうやら王女は殺人の１回や２回当たり前と知らないようね。正気に戻りなさい」

「俺の言ってることの方が正しくない!?　正気に戻るどころかよりショッキングだよ！」

　真顔で言ってくるものだから、ボケであると完全に信用できなくて胃が痛む。

「……はぁ、急いで買い物してて、パン屋の人にはなんでも良いって言ったんだ」

「あまり物の処理をさせられたんじゃないの？　昨日のやつ」

「可能性としてはある。ただ、少しでも早く姫様の元に帰りたかったからさ」

　──いくら人形を置いて、注意を促したところで、俺がいなくなるリスクは補いきれない。この間にまた大勢で襲われたりしたらと考えると……

「そんなにわたしに会いたかったと。もう会いたくて会いたくて、心臓が張り裂けて全身の穴という穴から血を噴き出して死んでしまうくらい、会いたくて仕方がなかった、と」

「そ、そうだよ……？」

「ふーん。まぁいいわ」

　姫様は謎の納得後ゴロンとベッドに寝転がり、岩と称したパンをかじり出す。

「……行儀悪いなぁ」

「机も椅子もない部屋なんだから、この体勢に落ち着くのは自然の摂理と言える」

「自然の摂理ねぇ……」

「とーもーかーく。今更クレスにお嬢様ぶっても益はない。それにこんな時までお行儀良くしてるほど脳天気な性格でもないからわたし」

　……だ、そうです。

（今までの観察と、素晴らしい王女様ですって報告書はなんだったのか。ボスに誤りでしたとすぐ謝罪したいな。緊急用の通信機を家に置きっぱなしだったのが痛い……）

　現在膠こう着ちやく状態。できればこれからの指示を仰ぎたいところ。

（……もう俺の部屋も荒らされてるだろう。相手にしっかり顔を見られてるし。任務や素性に関係するモノは念入りに隠してあるから、発見される心配はないだろうけど）

　自分とて無闇に外へは出られず、姫様と２人で孤立無援っていうこの状況……

「──あ、それと姫様が昨日襲われたって件、もう街中に広まってるみたいだ」

「ん。そっちの情報も探ってきたのね」

　ついにこの話題かと上半身を起こし、聞き入る体勢に一応入った姫様。

　未いまだにハムハムと頑張ってパンを食されているが、

「買い物する時にチョロッと聞いた程度だ。なんでも国王の命令で騎士団が昨晩から捜索を開始しているらしい。ただこの王都の規模を考えるに貴族エリアを最優先……次に平民エリア、いま俺たちがいる歓楽街に捜索が及ぶのは割と後になると思う」

「常識的に考えれば貴族区育ちの王女が、１人で此こ処こに来るとは考えないわね。お父様も騎士団も……そして謎の敵さんも。クレスのことは話に出なかった？」

「店主の話では王女が１人で逃亡……ってニュアンスだった」

「居合わせた学生クレスが介入したことが消されてる……意図的かしら？」

「そうなると色々根回しがいるけどね。ただあくまで聞いた話だから信用はできない。詳しいことは今日にでも、捜索状が出されて分かるんじゃない？」

　彼女の本性はともかくやはり聡そう明めいも聡明。僅かな情報を起点として、いくつものシチュエーションを想像し、この一件の裏へと繫つなげていく。これで14歳なのだから末恐ろしい。

「捜索状、か……」

　姫様は思い出したようにポツリと呟つぶやく。その瞳は何かを惜しむような色をしていた。

　どうしたんだろうと勘ぐる。そこで視線の先を追うと鈍器と称したアレがあった。

（あ。もしかして、文句言ってたけどそのパン……結局気に入ったのかな？）




　姫様は多大な時間と咀そ嚼しやく筋を浪費し、どうにか食事を済ませた。

　そして改めて〝これからのこと〟を話し合う。

　本来は昨日の時点でしなくてはいけなかったのだろうが、彼女が既に大方を理解していたこと。それからバイタルやストレスの疲労を加味しあえて今日へと見送った。

　後者を口に出せば『そんな心配しなくて結構。従者のくせに生意気よ』などと可愛くない罵倒が飛んで来るのでしっかり口を噤つぐんでおく。

「まずは置かれた現状を整理する。クレス──書記やって」

「ハイハイ」

「気の抜けた返事しない。ハイは一度。ピシッとしなさい」

「……自分だってさっき寝転がって食べて──」

「わたしの言うこと聞いてよー。お仕置きしちゃいますよー？」

「はい！　誠心誠意をつくします！」

　いつもの天てん真しん爛らん漫まんな、表面ホワイトの姫様が可愛く注意してくる。

　本心はきっと『言うこと聞かねぇとブチ殺すぞテメェ』とかだろう。

「ま、おふざけはこれぐらいにして、さっそく現状確認に入りましょう。まずわたしは昨日の夕刻に十数人に襲われた。仮面は被かぶっていたけど種族は全員人間だった」

「どうして人間と判断できる？」

「この眼めがそう判断したからよ」

　彼女の瞳には異能の副産物として『見抜く』能力が備わっているので、納得はできる。

「クレスは戦ってみてどう？　なにか気づいたことはある？」

「……うーん、ボチボチ強いなって思ったぐらいかな」

「素晴らしい情報の提供どうもありがとう。大変参考になったわ」

「もう素直に使えないって言って！」

　しかも満面の笑みで口にするからなお怖い。

「なら襲撃者の正体は一旦置いておきましょう。次は奴やつらの目的……これはクレスが初日にも言ってたけど『儀式』が関係している可能性が高い」

「このタイミングで襲うっていったら、それぐらいだもんな」

「単純に寝首を搔かくつもり……だったにしては、手が込みすぎているし、」

「必死すぎた。なにか急がなくちゃいけない理由があるみたいに」

「ええ、ずっとクレスに担がれていたけど、彼らからは〝焦り〟が視みえた気がする」

　そして──

「一度目の襲撃が失敗した以上、彼らがこれから取る選択肢は２つに絞れる。１つは大人しく諦めること。もう１つは──」

「一度目以上に〝本気〟で襲ってくる、か」

「ご名答。クレスは話が早くて助かるわ」

　それはコッチの台詞せりふなんですけどね。もはや助けた俺が相づち役である。

「おそらく彼らはまた来る……というかもう動いている。儀式に関係する理由でね。だからわたしが今取るべき最善の選択は──儀式が終わるまで潜んでいることよ」

　どうやら彼女は俺が何かを言うまでもなく〝これからのこと〟を決めているらしい。

「でも捜索もされてるんだ。ここは騎士団に保護してもらうという選択も……」

「あいにくだけど騎士団は特に信用してない」

「……理由は？」

「１つは騎士団の一部が件くだんの襲撃者とツルんでいる可能性があるから。昨日の手回しからして十分ありえる。飛んで火に入る夏の虫とまで言わずとも、全員が味方とは限らない」

　味方も敵も混ざった場所より、俺１人という味方しかいない場所の方が今は安全と考えているわけだ。しかも敵は時間に追われている、表に出ればどんな強硬手段を取られるか。

「もう１つは単純に騎士たちが弱いから。騎士団長に保護されるならまだしも、彼はお父様に付きっきりだろうし。戦闘力を鑑みてもクレスと一緒にいた方が生存確率は高いの」

「……俺も高く買われたもんだ」

「事実よ。だってあの時、護衛だった騎士は見事にしてやられた。でもその状況を打破し、こうして寝床と食事、安全を与えてくれたのはクレス──他の誰でもないあなただけ」

　確かにソレは事実。現実主義者と自負するだけあり論理的な言い分だ。

「敵の正体も明確な目的も分からず、目下あなた以外頼れない今、わたしは儀式に欠席となるにしても、事が終わるまではここで大人しく身を隠しているつもり」

　──それが、自分を守ることができる最善手。

「……てか、俺のこと信頼してたんだ」

　てっきり『あなたも本当に味方かなんて分からないけれど』とか言われるとばかり。

　加えて何度も俺のこと嫌い嫌いって……

「信頼ではなく信用しているだけ。この２つの意味は違う。まぁ……ロリコンでラッキースケベな変態のくせに、昨晩わたしに手を出さなかったから。これが信用の決め手ね」

「すぐに破綻しそうな信用の仕方だなソレ！」

　フフンと得意そうに鼻をならす姫様。未だに変態ポジションに俺はいるらしい。

「それと今日の夜は外食にしましょう」

「外食!?」

「ここは歓楽街、夜になればとてつもない数の人が行き交う。宿を出てすぐの店でならリスクは抑えられる──それにほら、クレスが買ってきてくれた変装道具？もあるし」

　大人しくしていると口にした矢先にコレである。ただ俺が渋っていると──

「クレスに食事を頼んだら『岩』を買ってきたんだもの。どうせ今日の夜だって『は、早くシルフィーナ様に会いたいよ～』って焦って、ロクなもの買ってこないんでしょうが」

「……俺のイメージそんなんなの」

「だから一緒に行く。庶民の食に興味もあるし。それに──護まもってくれるんでしょ？」

「……まぁ」

　俺だって襲撃者に同じく狙われ、ボスとも連絡できず、有益な情報もなく、仲間もおらず、護れと命じられた監視対象シルフイーナに引っ付いて護衛仕事するしかない状況。

　儀式まであと４日もあり、長い軟禁は彼女の暴走の発端にもなりかねない。

　──ここはヘタに拒むより、あえて一時的な満足を与えた方が良さそうだ。

「分かった。ただし１時間以内で帰るからな」

「１時間半よ」

「……オーケーだ」

「クレスだーい好き」

「お、俺は騙だまされないぞ！」

　外出時間にタイムリミットを設け合意。まさか王族と変装して飯とは──

（待て。なんか俺の買い物がイマイチとかどうとかって言ってたけど）

　さっきあのパンを凄すごく名残惜しそうに食べてたような──

「岩、美味うまかったんじゃないの？」

「は？」

「いやだって──」

「クレス、あなた本当に変わってるわね。特に舌と性癖」

「性癖は誤解だ！」

「どうだか。それとも……いや、鈍感なだけか」

　呆あきれているらしい、残念なものを見るような視線が飛んでくる。

　コッチが悪いということは──多分ないはず、だけど。

　……はぁ、この人の専属になる騎士なり従者は大変だろうな。

　俺だったらきっと過労（主にパワハラ）で死んでしまうことだろう。




　　　　※




「──そうですか。逃げられてしまいましたか」

　ゆったりとした、どこか気品のある口調で女は言う。

「前回も前々回も、我らは痛手を負ってばかりですね」

　墨染め髪はすらりと流れ、白磁に似た白肌を黒こく布ふと赤い緋ひ袴ばかまがよく引き立てる。

　女の装いは、いわゆる──巫み女こ、というやつだ。

「此こ度たびも続くこの不遇の運命。理ことわりと外れた因果の変化、これを勇者だけで成しているとは考えにくい……黒い災厄、きっと貴女あなたが裏で手を引いているのでしょう」

　彼女の脳裏に浮かぶのは〝災厄〟と呼ばれるとある人物。

　その強い眼光で他者を屈す。力強だけは『世界最強』であると誰もが認める──

「ただ我々としても、これ以上遅れを取ることはできません」

　女は穏やかな表情で語る──というのに、どこか底の知れぬ闇を感じてしまう。

「だからこそ、まずはあの王女様を頂きましょう。もう時間がないことですし」

　すっと立ち上がる女──するとまるで待っていたかのように、

「黒くろ姫ひめ様！　準備が整いました！」

「ありがとう。すぐに向かいます」

　お待たせしました、と元気よく知らせてくれた少女に頷うなずきを返す。

　巫女装束を纏まとった女は、仲間から『黒姫』と呼ばれている。

「──もう、後手に回るのは飽きました」

　彼女こそ、クレスたちが『正体不明アンノウン』と呼ぶ組織の頂点。異世界人を束ねる者。

　ある野望のために世界に波乱と戦争をもたらす──真の〝災い〟である。




　　　　※




　──災厄の数字ナンバーズ、拠点本部アジト。

「エリザさん、そろそろ煙草たばこ吸いすぎですって」

　ここは１番目の災厄、エリザの仕事部屋。

　壁も床も天井も、重厚なデスクも椅子も、全てが黒一色。

　灰皿に山のように刺さる白い紙巻煙草だけが、この世界観と相反していた。

「だからなセローナ、私の健康状態は気にし──」

「誰も気にしてなんかいません。単純にク・サ・イ・ん・で・す」

　そして部屋の主の傍かたわらには、２番目の災厄ことセローナ・レントナー。

　主にエリザの作業補佐──そして小言を呟くポジションにいる。

「今はみんな出払ってますけど、皆さんもクサイって思ってますよきっと」

「……クレスはそんなこと思わないもん」

「もんって……少しは自分の年齢を考えてください」

　何度このやり取りをしたことかと感じつつ、エリザはまた新しく火をつけた。

「さて、今回も間に合ったが、いよいよ笑えん状況になってきたな」
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　拠点には各地から様々な情報が寄せられる。デスクに広げられた数多あまたの資料、それをエリザが睨にらみ付つけるだけで場に緊張感が走り、一気に空気が強こわばる。

　セローナと、ゆらりと昇る紫煙だけが自由に動くことができていた。

「黒姫のヤツ、本腰を入れてきたなー」

「他の地域でも《宝具》回収で動いていたようですが、どうやらそれはブラフ──ここで一気に王都に向かうとは……。クレス君が駐在してくれて助かりましたね」

　２人の会話の中心には『黒姫』の名が上がる。彼女はエリザと因縁のある人物であり、セローナはエリザの補佐として、災厄の中で唯一黒姫のことを前々から聞かされていた。

「クレスの報告書で『儀式』があることは知っていたがな、まさかあんな──あんなお粗末な式で、神降ろしの印が結べるとは。いやしかし……やっぱ無理じゃないか？」

「でも儀式関係は黒姫の得意分野です。絶対はなくとも可能ではあるんでしょう」

　てっきり王女には《宝具》としての器がない、そう黒姫が判断したと踏んでいた。

　それは勇者や、まさかの公爵令嬢を優先して狙うあたりで予想していたこと。

「しかし最近になって王女の母親の血に疑いが浮上しましたからね」

「それにお前が気づけただけでも僥ぎよう倖こう。やはりクレスに命令をしておいて正解だった」

「ただ早くも一ひと悶もん着ちやくあったようで、今は王女と共に身を隠しているはずです」

「……通信ができないのが痛いな。災厄ヤツは？」

「彼……いえ、彼女も既に王都に入り潜伏しています。クレス君とはすれ違いになってしまったようですが。作戦の第一段階はなんとか間に合ったと報告を受けています」

「……一応順調ではある、か」

「ですがやはり、クレス君にも全てを説明しておくべきだったのでは？」

　エリザはクレスに《王女の監視・守護》を命じた。

　しかし彼が王女に付く裏で、数人の災厄による秘密作戦が行われようとしていた。

　きっと当人は、なぜ異世界人ゆうしやから現地人おうじよに監視が移ったか疑問に感じているだろう。

　実際のところは対象が変わっただけ──本質的な意味ではやっていることは変わらない。

「新たに潜入した彼女と連携をするかは置いておいて、クレス君も現状把握がハッキリできていないでしょうし。連絡も取れない。きっと困ってますよ？」

「……自分でも、中途半端なことをしたと思っている」

　吐露するようにまた煙を吐く。彼女らしくない浮き足立った選択であった。

「おそらく動くに動けない状況に置かれています」

「……だがソレは今、私がクレスに求める一番の状況だ」

　──この件には、まだ関わって欲しくないから。

「最強の災厄と呼ばれる私が心配するのもおかしいが……クレスは未熟。周りより少し力があるだけ。この時期に出会うモノによって様々な成長をすることだろう」

　だが、




「私のような──復ふく讐しゆう者になって欲しくはない」




「……エリザさん」

「甘っちょろい考えさ。うだうだしている内に敵は迫り、クレスにはロクな指示を与えられなかった。ボス失格だ。後で責められても文句は言えまい」

　──だが考える時間があったとしても、正しい答えを導き出せていたとは思えない。

「……彼もいつか、出会うことに……向き合うことになります」

「分かっている。早ければ儀式の時にでもな」

　だからこそ、今回の作戦は成功させ敵の思惑を阻止する。

　黒姫を倒すためにこの『災厄の数字ナンバーズ』を組織したのだから。

「──急ごう。ナニカが出てきてからでは、もう手遅れだ」




　　　　※




「うわぁ……」

　赤・黄・燈だいだいと暖色を中心に色づくストリート。隙間などほとんどなく建ち並ぶ店の数々。

　冒険者、傭よう兵へい、職人、旅人、酔っ払い──行き交う人もまた様々で、こうして傍そばから見る大通りの人波と情景は圧巻の一言だ。もはや混こん沌とんとしてすらいる。

「舞踏会が可愛く見えてくるわね……」

　自分と同じく、茶髪となり伊達だてメガネも掛けた姫様がボソッと口にする。

「そんな所に今から飛び込むわけだけど、悪人も多くいるから手は放さないように」

「子供扱いしないで。それと悪人なら貴族たちの腹黒さも負けず劣らずで──」

「あーあーあー。ブラックな内輪話するの止やめてくれ。俺は知りたくない」

　ソレを知って暗殺に怯おびえる毎日になるのは嫌なんだ。

　俺はまだなにか口走ろうとする彼女の手を引き、人混みの中へと飛び込んだ。




「２名様ご案内！　手前の席へどうぞ！」

　潜伏場所から歩いてすぐ、俺たちは活気のある居酒屋に入った。

　テーブル席がそれなりに設けられ、カウンター席がキッチンを直角に囲む構図。

（……出入り口は今入ってきた所、それから裏口が１つか。窓はあるものの大通りに向かって数枚あるだけ。テーブル席が多いだけあってなかなか狭いな）

　俺が手前に、姫様は壁側に座る。視線だけ動かしすぐさまエスケープ・ルートを把握。

　直角配置のカウンター席のせいで、死角となった一番奥だけは見えないが……ここにいる他の客にとりあえず怪しい者はいないようだった。

「てっきり普通の店に入ると思ってた」

「普通？がどんなのかは知らないけど、こういう場所は飲み屋ばっかりだよ。すいませーん、水割りと……彼女にはテキトーにジュースお願いします」

「はいよー！」

　あんまり時間もないので、ひとまず飲み物だけ注文する。

「（ちょっと、なんでわたしだけジュースなの）」

「（だってまだ飲める年齢じゃないだろ？）」

「（それはクレスだって一緒じゃない）」

「（……２人ともジュースじゃ変に勘ぐられる気がしてね。だから──）」

「はいお待ち！」

「あーどうも」

　学生２人が夜にこんな所へ来てるってのは不自然極まりない。あくまで見せかけである。

「……というかイケる口だったのね」

「強い方だとは思う。ただ今回は一応水割りにしといたから」

　薄まった琥こ珀はく色いろのアルコール、久しぶりに飲むソレは……正直まぁまぁだった。

　それからメニューを見ていくつか注文、駄だ弁べっている内にすぐ出そろった。

「こういう大衆的な料理……とっても良いわ。なんかこう大おお雑ざつ把ぱというかダイナミックというか──言葉で説明するのも無粋ね。頂くとしましょう」

　どうやら早く食べたいらしい。いつもの長文説明は珍しく途中で打ち切られた。

　腹が減っては戦はできぬという言葉に従うように手を進め出す。

「……んん……美味美味！」

「まったく、そこまで急いで食べる必要はないだろうに──」

　予想と反し、がっついて食べているので笑ってしまう。

　ただ部分部分に気品が漂うあたり、やはり貴族なんだとも思う。

「……それ、食べないなら頂戴」

「いや食べます」

「わたしが切実にお願いしてるのよ？」

「どこかにお願いしてる要素があった!?　悪いけど──」

「あ」

「んー美味美味！」

「あなたって人はもう……。つくづく命知らずな人、あと言い方真ま似ねしないで」

　クスクスと面白そうに笑う、なんだ、そういう風にも笑えるんだな。

　それからは偶たまに一言二言交わしながら黙々と食事を続ける。

　……が、それも30分もすれば満たされる。お互いペースは鈍くなり駄弁ることに時間を割きながら手を動かすことになった。

「──しっかし、ひ……シルフィがある程度お金持っていてくれて正直助かった」

　姫様と呼びそうになるが、外では『兄妹きようだい』という設定……なので、今だけは俺も彼女を愛称シルフイと呼ぶことに。ただ呼び方変更を提案したのは姫様の方、周りにバレる可能性を生むぐらいだったら愛称で呼びなさいと──ちょっと男らしい感じで言われた。

「自分の手持ちだけじゃ心細かったところだ」

「たーくさん感謝して。あ、でも後で倍づけで返してもらうから」

「……」

「っくくく。じょーだん。そんな絶望した顔しないでよ」

　肝っ玉も財布も小さいわね、と追い打ちをかけられる。

　……メンタルがやられそうだ。

「お前、せっかく可愛かわいいのになぁ」

「っごほごほ……きゅ、急になに言い出すのよ……」

　不意打ちだったからか珍しく素でリアクションをするシルフィ。でも──

「その口の悪さじゃモテないだろー」

　はっはっはと笑い飛ばす……あ、でも普段は隠してるから関係ないのか。

「……へぇ、このわたしに言うにことかいて恋愛のアドバイスとは、面白いじゃない」

「な、なんで、急にそんなダークな笑顔を？」

「ん？　いつも通りだけど？　さぁ続けて」

「……だ、だけど実際シルフィって誰かと付き合ったことないでしょ？」

「そう軽々しくできる立場でもないっての。それに……わたしは色恋をする気ないし。というか他人には興味がない」

「……最後カッコよく言ってるけど、ホントは相手がいないだけじゃ？」

「～うっさい！」

　身を乗り出してゴツンと拳を下ろしてくる……案外痛いぞ。

「お、俺はシルフィに釣り合う人がいないっていう意味で言ったんだけど……」

「どーだか。クレスは鈍感だからこういう話だとイマイチ信用に欠けるのよね」

　頰ほお杖づえをつきながら、溜ため息いきまじりに諭された。

　それからシルフィと他た愛あいもない会話をしている──その時だった。

「ホントに無事で良かったよー！」

「おれらただの平民が心配しても意味ねーけどな、一時はどうなることかと思ったぜ！」

　左隣──良い感じに酒が入ったおっちゃんたちの楽しそうな会話が耳に入る。

　入るというか……その声の大きさは入らざるを得ないものだった。

「よっぽど良いことがあったんでしょうね……」

「羨ましい限りだよな。俺たちなんて……」

　こうしてどうすることもできず、見つからないようヒソヒソと隠れてるだけ。

　ま、どうせ此こ処こにいるおっちゃんたちの良いことと言えばギャンブルくらいで──

「──いやぁホントに良かった。無事に王女様が保護されて！」

　…………は？

「「王女が見つかったぁ──ッ!?」」

　俺とシルフィはまったく同じタイミングで立ち上がり、そして声を張り上げそう言った。

　勢いよく立ったもんだからテーブルのジョッキも大きく揺れる。

「なんだ兄ちゃんたち、知らんかったのかー？」

　俺たちがとんでもなく驚くと、男たちはそうだぜと嬉うれしそうに語る。

　ええええええ、だ、だって俺の目の前に姫様いるんだよ!?

「ま、待って。最初に尋ねるけれど、その保護されたって人は、この国の第一王女、シルフィーナ・ハーレンスで間違いないのよね？」

「あったり前だろーお嬢ちゃん。うちの国の姫様は１人だけだ」

「そうそう！　一輪しかない美しい花！　唯一無二！　はーっはっはっは！」

　……その唯一無二の花は、あなたのすぐ横にいる人なんですが。

「いつ姫様は保護されたんだ!?　場所はどこで!?」

　とにもかくにも情報が欲しい。俺は男たちに食いつくように尋ねた。

「オレたちもさっき知ったばかりなんだが、なんでも今日、夕刻になる頃に貴族エリアの……南東区？アマースト侯爵家の近く？で発見されたとかなんとか」

　アマースト、その名は聞いたことがある。確か……

「（昔に比べ勢いは落ちているけど力のある侯爵家ね。位で言えば四大公爵の１つ下）」

「（……結構立派な貴族か）」

「（ええ、ただ現当主のグレイグ・アマーストの評判はあまり良くない）」

「（なんかきな臭い感じになってきたな……）」

　小声で簡単に説明をしてくれる。その地区で他に怪しい家は？と聞くが……

　シルフィ曰いわく、南東区で目立つのはやはりアマーストという家のようだ。

　しかしこのおっちゃんが家の名を挙げたのも、あくまで分かりやすく説明するための目印として使った、またはそういう風に聞いた……という可能性もまだ捨てきれない。

「保護された当時って、どういう状況だったんです？」

「なんでも捜索隊の騎士が発見……したらしい。ポツンと１人で彷徨さまよう姫様をな」

「……ひとり。襲ったとされる人物は？」

「見つかってないってよ。ったく許せん!!　オレたちの可愛い可愛い天使のような姫様を襲いやがって！　もし出会ったのならこうよこう！　なぁ!?」

「応とも！　コテンパンにしてやるぜ！」

　真剣な顔で腕を鳴らす中年のデュオ……一応本気のようである。

「ま、襲った連中は『姫様捜索隊』がそのまま『犯人捜索隊』となって追うだろーよ」

「あ──」

「保護はできたんだからな。当然騎士団のお仕事は終わって……次の仕事へって」

「だがこんな場所にでもこの朗報が来たんだ。今日はどこもお祭りだろうさ」

　祝いだと言う男たち。だが話を解釈すると──捜索は打ち切られた、と。

　じゃあ本当の姫様を探す者は誰もいなくなった……？

　おいおい、これやば……

「──落ち着きなさいクレス」

　冷静な、されど隠しきれない怒気を纏まとった言葉が突き刺さる。

「……っ」

「わたしは今とても苛いら立だっているけれど、焦ったら敵の思うつぼよ──まずはこの状況を冷静に受け止めるべき。そして整理し、最善を導き出す」

　自分の存在が消えるかもしれない──俺はシルフィがショックを受けたんじゃないかと焦燥感に駆られて振り向いた。

　だけど彼女の心境がどうであれ、焦りを表に出してしまったのは俺の方。

　彼女は神妙な顔つきであるものの、慌てることもなく顎に手をあて思案を巡らせている。

　そうだ、冷静に、冷静に考えよう──

「──店主！　おかわりをくれ！」

　まず姫様は襲われた。そして姿を隠さざるを得なくなった。

　時期を考えると、襲撃者たちの目的は『儀式』に姫様シルフイを出さないことだと予想する。

「──店主！　もっとおかわり！」

　そしていま見事に空いてしまった王女の席──そこにもし、誰かが本物ソックリの『ニセ王女』をポンッと差し出したら？

　きっとそのニセ王女が本物として扱われ、儀式にも出ることとなる。

　長い期間騙だますことは不可能かもしれないが、１週間程度なら十分可能の範囲だろう。

　精神的に余裕がないと言えば他人との接触も最小限に抑えられる。

「──店主！　もういっちょおかわりだぞ！」

　つまり敵の計画はシルフィを殺す等ではなく、シルフィの代わりに儀式に出たかった。出たい理由がなにかあるんだ──そして見事、ニセ王女のすり替えに成功した。

　なら偽者を使ってまで、形式ばかりとされる儀式でなにがしたい？

　そしてそれを画策した人物は一体──

「またまたおかわりだぞ──っ！」

　……って、さっきから「おかわりおかわり」うるさいな。どれだけ大食漢なんだよ。

　まったく、アウラさんじゃあるまい──し？

「ん？」

「え？」

　俺が立って、向こうも立っているので、死角となっていた最奥のカウンター席──そこに座る人物をようやく目にすることができた。

　そして、目が合う。

　相手の容姿は色白で金髪、身長は自分と大差ない、口にスプーンを銜くわえたままなので、だいぶマヌケに見えるが……それでも美人だということは一発で分かる。

　しかし一番にこの目を引いたのは──真っ赤な炎を宿したような『赤眼』だった。

「ちょっとクレス、どうしたの？」

　シルフィが俺に声を掛けているようだが──上手うまく聞こえない。

　目の前にいる彼女に全神経が向いている。それは相手も同じだったらしい。あんぐりと口を開けたせいで銜くわえていたスプーンは落下、喧けん噪そうの中でカツンっと落下音が響く。

　お互い変装をしていようと見間違うはずもない。だって俺たちは──

「……く」

　視線が交わったまま固まること数十秒、最初に口を開いたのは彼女の方だった。




「クレスだぁぁぁぁぁぁ──ッ！」




　火山が大爆発したぐらいの勢いで名を叫ぶ──周りも突然声を張り上げられたのに驚いている。そして彼女はそのまま直進、ダンダンダンと力強いステップで飛んで来て……

「──ひっさしぶりだなぁ！」

　スピードを緩ませることなく、ガシッとそのまま飛び込んでくる。

　いつも感じていたパワフルなパワー、たじろぎながらもどうにか受け止めた。

　──この人のこの匂い、久しぶりだ。

　まるで太陽みたいに、ホントにあったかい匂いがするんだ。

「く、クレス、この人は一体どちら様……？」

　突発的に発生した再会イベント。喧噪も静まりかえる。

　そして客全員の声を代弁するように、シルフィがおそるおそる尋ねた。

　あぁ、この人は──

「私はクレスの相棒だ！」

　俺が答えるより先、抱擁をパッと離し彼女が得意げに応える。

　この堂々とした感じ本当に懐かし──って、いやちょっと待て！

（なに感動の再会でした……みたいな気持ちになってるの俺！　これニセ姫様の登場以上にヤバいことだぞ！　しかもこのままだと自分の名前を言って──）

　彼女の場合、顔付きの指名手配されていることよりもアホなところが恐ろしい。

「相棒？」

「そうとも！　苦楽を共にし、熱き絆きずなを紡いだ！　そう私こそが──」

　いますぐにその口を塞がなくてはいけない。その名を言わせてはいけない。

　ただ俺が遮るよりも早く、彼女は〝災厄〟として名乗りを上げようとする。

「情熱の真っ赤な太陽こと、相棒のア……」

「うわあああああああああああああ!?　ちょぉぉぉぉぉっと待った！」

　自分でも信じられないぐらい大きな声がでる。だってこんな場所で真名出す気なんだもん。

「急になによクレス、そんなに慌てて。それで相棒さんのお名前はア──」

「アホ！　彼女はアホって名乗ろうとしたんだよシルフィ！　だってアホなんだから！」

「アホは貴方あなたよクレス。それこそアホアホしい。アホなんて名前あるわけないじゃない」

　そりゃそうだ。そりゃそうなんだけども……！

「アルカだ！」

「え？」

　シルフィと言い争う中で彼女は告げた。違う意味での驚きでつい聞き返してしまう。

「クレスの相棒。我が名はアルカという！」

　俺の確認に答えるように、力強くやはり彼女はソレを告げた。

　……あ、アルカ？　アウラじゃなくて？　……いいや俺は侮っていただけ。

（まさかアウラさん、自分の名前すら間違えるアホだったのか──っ!?）




　　　　※




「──つまりアルカさんはクレスの元パーティー仲間……というわけね？」

　宿に戻った俺は今──正座をしていた。

　ベッドには笑顔で腰掛け一見上品に、だが辛辣に質問をする姫様がそこに。

「ま、まぁ、そういう感じでございますね、はい」

「んー？　私とクレスは二人組タツグだぞー？　パーティーというわけでは……」

「ほ、ほーらアルカさん、まだまだジャーキー買ってきてあるから！」

「おぉー！」

「これあげるからちょっと黙ってようか」

「あかったふぉ（分かったぞ）！」

　キラキラと瞳を輝かせジャーキーを口いっぱいにして頷うなずく。もちろん人間用だ。

（……これは由ゆ々ゆしき事態だぞ）

　この『アルカ』と名乗った女性、その本名は『アウラ・サンスクリット』。

　俺の相棒であり──５番目の災厄『太陽殺し』とも恐れられる人物だ。

　アウラさんがこの王国に独断で向かってきていると小耳に挟んではいた。

（でもだぞ、よりにもよってこのタイミングで遭遇するか普通!?）

　今回は運良くまだ熱暴走オーバーヒートはしていない。されたらここら一帯がドカーンだ。それに珍しく頭を使って〝変装〟となんと〝偽名〟を考えてくれて一時の命拾いはした。

　一瞬、自分の名前を間違えるアホなどと思ってしまい、申し訳ない気持ちで一杯である。

「随分と仲が良いんですねー、クレスとアルカさん」

「……え、ええ、そりゃもう」

　その場に置いてくることもできず、こうして部屋へと連れてきてしまった。

　姫様は怒り心頭なのは誰が見ても明らかである。考えるにその理由は２つ。


①他人が入ってきたことで、自分の王女しようたいを出せなくなった。

②そして本性も出せなくなった。



　ただアウラさんはやはりアホなので、俺たちのこの状況に目もくれずモグモグと食事？をしている。そうは言っても、姫様は変装を解けず正体を隠し続けなければいけない。

　彼女からしたら「せっかく情報が得られたのに、部外者がいるせいで会議できない」というわけである。

「（クレス、あなた無関係の人をここに連れて来てどうするつもり？）」

「（でもアウ……アルカさんほっとけないし、付いてくってきかなかったし……）」

「（この人は冒険者か傭よう兵へいあたりなんでしょ？　子供じゃあるまいし──）」

　アウラさんはチューブトップにショートパンツ、そして赤い上着一枚という……かなりワイルドな服装をしていた。それから荷物入れにしてはコンパクトなリュックと、布でグルグル巻きにした縦長のブツ──成人男性より少し大きいぐらいのソレが『得物』であることは、姫様も察している。

（でも俺にとって無関係な人かってのはまだ分からない。もしかしたらボスから伝言・命令を預かってきた可能性も万に一つは──）

　で、すがるように相棒を見たが……

「なんだ、クレスも食べたいのか？」

「……大丈夫です」

　絶対なにも知らないねコレ。ホントにただ来たくて来たって感じだ。

　おそらくこの王国で起きている異変、もっと言えば王女様の名前すら知らないだろう。

　──なにせ興味がないのだから。

　俺はどうするか考えた。アウラさんという不確定要素が襲来し、ニセ王女が出現し、そして隣にいるシルフィーナはなにを思うのかを。これからどうしたいのかを──

「アルカさん」

「あんふぁ（なんだ）？」

「まだ紹介してなかったと思って。この女の子の名前はシルフィーナ・ハーレンス」

「……っクレス！」

　なんで言うの！と鋭いガンが飛ばされる。

　そこまで心配しなくていいって。なにせ──

「私の名はアルカだ！　よろしくシルフィーナ！」

「え」

「……？　この国では握手をしないのか？」

「そんなことはないけれど……うわっ」

「じゃあよろしく！」

　呆ぼう然ぜんとする姫様の手を摑つかみ、ブンブンと上下に揺らす。

　なにも臆するものはない──そう感じさせる笑みを浮かべて。

「く、クレス、この人……」

「知らないんだよ、お前が何者かなんて。というかこの国のことなんて多分なーんにも知らない。アルカさん、ハーレンス王国……もしくはこの都市について知ってることある？」

「すごくおっきい!!」

「…………と、いう感じの人だ」

　ハーレンス王国はこの大陸でも一、二を争う大国だ。

　他の大陸出身であろうと、この歳としでここまでアホな解答をするやつはいまい。

「アルカさん、シルフィーナはこの国の王女様なんだ」

「ほーすごいなー」

　そのまま流れるように身分も明かすが、まったく驚かないしどうでもよさそう。

「（流石さすがに反応薄すぎじゃない!?）」

「（平常運転だ）」

「（……世の中には変わった人がいるのね。でも無関係な人物だったのに、わざわざ私たちに巻き込む必要はなくないかしら？）」

　それはもちろん考えがあって身分を明かした。ただ理由を伝える前に──

「むー２人でコソコソは感心しないぞ。仲間はずれは嫌いだ」

「な、仲間外れなんてそんな、わたしは──」

　年相応の女みたいに一応愛想いい表情を作る姫様。だが──

「あとシルフィーナ、私にそのよそよそしい態度はいらないぞ」

「──！」

「それは熱くない。ストレートに来てくれ」

　脳天的な風体ではありつつも、アウラさんの眼まな差ざしには炎が宿る。

　おそらく姫様に会った瞬間から、野性的本能で感じ取っていたのだろう。

　──相手が欺きの仮面を着けている、と。

　このやり取りを経て、姫様も顔つきが変わる──コイツは〝特別〟だと。

「……出会って早々、わたしに気づいた人はあなたが初めてよ」

　アウラさんが冗談で発言したわけではないことくらい、彼女も感じ取っていた。

　だからこそ隠すことは止やめ、いつものふてぶてしさを出していく。

「参考までに、どうして気づいたのかご教授願える？　精神干渉魔法の類いを使った痕跡もなかったけれど。かといってこれまで会ったことすらない。どうやったの？」

「勘だ」

「……真面目に答えてもらえる？」

「だから勘だ」

「…………クレス」

「アルカさんの言ってることは本当。昔から直感がありえないぐらい的中するし」

　彼女は正直に答えているよ。だから俺にまでそんな目を向けられても……

　そんな気持ちが伝わったのか、姫様はすぐアウラさんの方に再び振り向いた。

「──っ！」

　しかしだ、アウラさんと目を合わせたと思ったら急に上半身を倒れ込ませた。

「ど、どうした!?　アウ……アルカさんなんかした!?」

「いや私はなにもしてないが……」

　姫様はベッドの上、両手で目の辺りを押さえながらも俺に「大丈夫」と言う。

「……視みたわ」

「な、なにを？」

　ふらふらしながら面を上げたその額には汗が浮き出ていた。

「わたしの異能で──目の前の女をよ」

　──ッ。

　シルフィーナ・ハーレンスの異能は多様的マルチで、目を使って『解析』のようなものができる。それでアウラさんの〝真価〟を計り切れたとすれば──

「……凄すごいわね。というかちょっと凄すぎるわね。なるほど、クレスが信用して私の名を出すだけある──」

　不敵な笑みを浮かべて語り出す──まさか本当に見破ったのか？

　だとしたら俺たちは王国を去るか、もしくは彼女を殺さなくてはいけない。

「──でも残念、全部を視る前に目をとじちゃった」

　肩を落とし、大きく溜ため息いきをつきながら天を仰ぐ。

「とじちゃった……？」

「いやね、熱すぎて視てられなかったの。彼女の背景には──大きな炎、いえ太陽があったから。漠然としたイメージだし、クレスには伝わらないかもだけど」

　肩でゆっくり息をしながら、数秒間の出来事を教えてくれる。

　言いたいことは分かるよ。なにせアウラさんは『神殺しの罪』を背負っているんだから。

　太陽神の『死』は『権能』となって彼女に巻き付いている。

　背後に神がいるそれは確かに『氷神』を視ようとした時とも被かぶる構図だった。

「なんかよく分からんけど、大丈夫かシルフィーナ？」

「ええ、心配は無用よ……アルカさん。もう力も落ち着いてきたし」

　──な、なに？

「姫様が人をさん付けで呼んでるだと……」

「目上や年長者になら何でも敬意を払うって理論は嫌いだけど、こういう……わたしが凄いって感じた人には、惜しみなく敬意を払うわ」

「……じゃあ俺は、」

「クレスも……まぁ凄いといえば凄いけど従者だからまた別枠」

　どうやら例外らしい。特別扱いしてくれてるのに全然嬉うれしくないのは何な故ぜだろう。

「……」

「な、なんだよ？」

　急に無口になり、姫様はじっとコチラを見てくる。

　それは小さくて見えない文字を読み取ろうとしている学者みたいな──

「……クレスは視えない、か。なんでもないわ。で、どうしてわたしの正体を教えたの？　まさかこの人と『友達になってあげてください』なんて言わないわよね？」

「わ、私と友達は嫌か……」

「あ。こ、言葉の綾あやよ、アルカさん！　そんなに落ち込まれると……」

　要望通りストレートに言葉をぶつけられ、しょげだすアウラさん。

　その落ち込み様に姫様もアタフタしてる……慌てるなんて珍しいな。

「ごほん。まぁそれでだ、俺がなんでアルカさんに教えたかと言うと、きっと──」

「わたしが反撃の狼煙のろしを上げる、そう思ったんでしょ？」

「……あ、ああ」

　シルフィーナ・ハーレンスは現実主義者だ。昨日も『自分がなにより大事』的なことを言っていた──ただ例外もあると。

　それは彼女はプライドが高く──誰よりも負けず嫌いな性格であることに起因する。

「わたしは主役だけど儀式を欠席するぐらいなんともなかった。むしろ中止になったっていい。というか、わたしが姿を隠し続ければ儀式は執り行われないと──」

「考えていた。だが相手はその上──まさかの替え玉をこしらえてきた」

「……ええ、ひっさしぶりに頭にきた。まさかわたしを騙かたろうだなんて。これまで緻密に作り上げてきた虚像を、よりにもよってこの儀式の時にパクろうとか──」

　今まで『儀式』という単語が出てきたが、内容には詳しく触れていなかった。

　そこでもう少し掘り下げると３日後の儀式は『神降ろし』とも呼ぶ。これは『王族が15歳になった（もうすぐなる）年』だけ行われる行事で、伝統的にこの雨季にやるのが決まりである。今年中に姫様も15歳になるからこそ催されるわけだ。

　そして15歳になった王族は『王国の守護神』から祝福の加護を受ける……らしい。

　ただその加護というのは姫様曰いわく『形式』、伝統としてやるだけで直接的な意味はない。

「わたしは既に偽物だったっていうのに、まさか更にその偽物とか──」

　白金の瞳が深く濁り、普段は決して出さない本当の〝本音〟を紡ぐ。

「成果を目前にして奪われるほど──嫌なこともない」

　神降ろしを行うことは15歳になった１つの証明、それを授かる時だけ急に別人が現れ何食わぬ顔で奪われる──虚像は虚像によって貶おとしめられた。

「ムカつく。ムカつく。ムカつく。ムカつく。ムカつく。ムカつく。ムカつく。ムカつくムカつくムカつくムカつくムカつく──」

　目を血走らせるシルフィーナ、それは異様な光景だった。

　俺は彼女が『赤の他人に自分を騙られた』ということに激怒していると考えていたし、それは間違いじゃないだろう──だから反撃を画策するんじゃないかと。

　でも目の前の『本音』は、そんな一時の怒りだけでは生まれない。

（……やはり姫様にはまだ隠された事情や背景がある？）

　短くも共に過ごしたからこそ、俺は彼女に違和感を感じている。

　裏の面相がこれだけブラックというのも、単純に性格だからと決めつけていいのか？　それとも貴族の世界に揉もまれたからと考えていいのか？

　本当は家庭環境や異能に隠されたなにかがあるんじゃないのか？

　ボスは彼女にまだ〝秘密〟があると知り、だから俺を差し向けたんじゃないのか──？「……でも、」

　憤る彼女はポツリと、黙る俺とアウラさんに呟いた。

「一番ムカついてるのはそれでお父様たちが騙だまされたことよ」

　怒気を含みながら、悲ひ愴そうを孕はらませながら──

「結局あの人たちが見ていたのは上っ面のわたしだけ。やっぱり気づいてるなんてことはなかった。儀式で証明しようとしていたことが、もうこの時点で確定してしまった」

　──自分の成果たのしみを奪われた。小さく笑いながらそう言う。

「だからこそ一発で見つけてくれたアルカさんは──信用に足る」

　……なら、

「色々苛いら立だつことはあるけど……でもそもそもの発端は、襲ってきた奴やつら、その黒幕のせいよね。もしわたしを儀式に出させたくないだけだったらまだ許容したけど、このやり方は最高にイラッとくる」

　黒一色だった表情に光が差し込む。狂気は薄れ一流勝負師ギヤンブラーのような冷たい覇気を纏まとう。

　その剛のオーラは勝負をひっくり返し、相手を粉砕しどん底に叩たたき落おとすもの。

　そして最後には自分が勝利する──

「ふっふっふ。奴らは自ら尻尾を出した、ニセ王女っていうね。どうせわたしが反撃に出るとは思ってないからこそできる大胆な手法──その傲おごり、ぶち壊してやるわ」

　……そんな台詞せりふを言うと思ったよ。もう一国の姫がするような人相じゃないけど。

（だがそれもまた良し。どうせこのまま隠れていても護まもれはするがⅨおれとして収穫はない。ボスの期待に応えるためにも──お前の仮面、その更に裏を暴かせてもらう）

　自分にも思惑があるからこそ、姫様が行動を起こすことは一ひと先まず止めない。

　反撃という手段はきっと当初からあった──ただ問題は守りが手薄になること。

　行動を起こせば隙もまた増える。これは大きなネックの１つで、姫様が当初『隠れ続ける』ことを選択したのもきっと守りを考えて。しかし──

「「……」」

「な、なんだ２人して私の方を見て？」

　俺と姫様はじっとアウラさんを見つめる。

　そう──強大な戦力がここにいるではないか、と。

（アウラさんはまだ力を見せてないけど、姫様はもう視て知った。この人がアホでもなんでも力だけはあると理解している。普通に考えれば協力を仰ぐだろう）

　俺がここにいる以上、アウラさんが国を出ることはない。

　しかも誰の入れ知恵か、偽装して偽名まで名乗ってくれている。

　どうせ姫様がアウラさんを利用しようとする、だとしたらちゃんと俺の視界に入るところでだ。だから俺は進んで相棒を関係ある者にすべくシルフィの名を告げた。

「アルカさん。お願いがあります」

「なんだー？」

「わたしの……いえ、わたしたちに……」

　言うまでもなく俺は頭数に入ってた。もう是非すら問われずに。

　酷ひどい姫様だよ、現実主義者のくせに横暴がすぎる。

「──協力をして欲しい」

　これ以上ない戦力の補強、敬意を払うというだけあって真摯なお願いだった。

　きっとアウラさんも──

「んーいやだ！」

　ところがどっこい、アウラさんは明るく申し出を断るのだった。




「（……ふ、普通に断られたんだけど、クレスっ！）」

「（お、俺も驚いてる……）」

「（あの流れはどう考えても協力するムーブでしょ!?　アホなの!?）」

「（……だからアホなんだって。異世界風に言えばＫＹってやつだ）」

　まさかの即お断りで困惑する俺たち２人。一体なぜだと勘ぐったが──

「ふふん！　仲間になら、なってやってもいいぞ！」

　エッヘンと腰に手をあて理由？を教えられた。

「な、仲間になる……？　協力するとは違うの……？」

「なんとなく違う！　仲間とは金や名誉でなく、熱さで繫つながることだぞ！」

　……なるほど。

「（かぁ～、また面倒だし暑苦しいこと言うわねぇ……！）」

「（そういうの苦手そうだもんな姫様。でも……根っからそういう人なんだよ）」

　──だからこそ、俺は救われた。

「……じゃあ逆に聞くけど、終わった後に報酬はいらないの？」

「いらん！」

「……そ、それだとタダ働きよ？　命の危険もあるのに？」

「いらないものはいらない！　それにもともと私はクレスに会いに来ただけだ。こうして一緒にいられれば何でもいい」

「…………」

「相棒クレスがシルフィーナを手伝うと言うなら、私も手伝う。たったそれだけのことだ」

　なにをそんなに気にする、アウラさんは姫様の疑問を理解できていないようだった。

　それは逆もしかり。姫様もアウラさんの言動にあっけにとられていた。

　だが彼女は目を瞑つぶり一刻二刻と、ぶつけられた『感性』を咀そ嚼しやくし解釈し吸収しようとする。そして数分すぎた時、ゆっくりと目を開け──

「分かった。私とお仲間になりましょう、アルカさん」

　また真摯に、されどニヤッとした顔で右手を差し出した。

「ああ！　改めてシクヨロだ！」

　──と、ガシッと手を交わす２人。

「というかシクヨロって……」

「いやな、よく言われたものだから覚えてしまった。ストレ──」

「あぁ！　なるほどなるほど！　良いと思いますシクヨロ！　シクヨロって最高！」

「突然なによ、アルカさんと会ってから本当に落ち着きないわねクレス」

　……危ない、今〝ストレガ〟って言おうとしたぞ。

　彼女もアウラさん同様、顔も名前も『指名手配』された災厄である。

「というか、私も仲間になったのなら真名を──」

「ストップ！　ストップストップ！　その件は後で……あぁ、アルカさんには物騒な二つ名が付いてるんですよ、ねぇ!?　ホントそれだけです！」

　本名を名乗っていないことを『熱くない』と思ったらしい、しかしここだけは譲れない──そう視線で訴えかけると、アウラさんは渋々頷いた。

「そ、それで姫様、まずはなにを……」

「シルフィ」

「はい？」

「シルフィと呼びなさい──わたしたち、仲間なんでしょ？」

　唐突。しかしこのファースト・ネーム呼びシチュエーションは既に２回経験、いずれも流されてしまっている。だが今回の相手は王女様だ、迷いなく断ろうとする──が、

「……アルカさん、クレスがわたしのこと名前で呼んでくれないの」

「ふむ、確かに聞いていたら姫様姫様と呼んでるな」

「……わたしだけ名前で呼んでもらえないの悲しい、しくしく」

「ちょ、なんで急にキャラ変える!?　しかもしくしくって言って……」

「──クレス」

「な、なんですか？」

「仲間になろうというのに、堅苦しい呼び方は相応ふさわしくない。ただ同性の私からしてもシルフィーナは可愛かわいいからな、男として照れるという気持ちも分からなくないが──」

「別に照れてないですけど!?」

　まったく別方向の心配をされてしまう。ただ……ああーくそ、参ったな。

「了解、了解だよ。全てが終わるまでの間は〝シルフィ〟って呼ぶ」

「……ッチ、予防線を張ったか」

「あ、いま舌打ちしたよね!?　ねぇ!?」

「じゃあいよいよ反撃の計画を練っていくとしましょうか」

「戦いか!?　熱いのがいいぞ！」

「２人ともガン無視!?」

　……俺、この女性陣と上手うまくやっていけるだろうか。




　そして始まったブリーフィング。

　主軸となるテーマは『敵の正体を暴き血祭りに上げる』……と、シルフィは言った。

　もはやコッチがダークサイドなんじゃと疑うくらい物騒だ。

「ニセ王女が保護されて数時間だけど、きっと正体が明るみになることはないだろうな」

「わたしの仕草や癖、交友関係は完璧に調べてきているんでしょうね。自分で言うのもなんだけどきっと『素晴らしい王女様』を演じていると思うわ」

　全てが完璧だからこそ、真ま似ねをしやすいというのがあるかもしれない。

「……まだ確定とは言えないけど、黒幕候補としてある貴族がわたしの中には描かれている。クレスも同じでしょう？」

　──たぶんな、と頷うなずく。

「きっとその身分を活いかして間者を城に入れ、わたしを観察させた──シルフィーナ・ハーレンスという人間の完璧な模造を作るために」

　となると準備期間があったわけだが……観察している時は襲わなかったんだな、と疑問を抱く。向こうにもやんごとなき事情があったのかもしれない。

　あとアウラさんはちんぷんかんぷんで、さっきからボヤーッとしている。

「手っ取り早いのは、儀式当日に『本物』であるわたしが登壇し『コイツはニセ王女よ！』と大衆の前で宣言すること──でも、」

「不安要素や不確定要素が多すぎる……だな」


①ニセ王女を生み出した黒幕は誰なのか？

②結局敵の目的はなんなのか？

③そしてこいつらが黒幕だ……と決めつける『証拠』はあるか？



「警備もかーなり厳しいだろう。王女が一回襲われてるんだ」

「しかも少し前にクラリスの一件があったばかり、あの時はあなたが上手くやったようだけど。これ以上の失態は国としての威信に関わる……もしかしたら警備を外部から誰か雇ってくるかもしれないわね」

　検問だって設置されるはずだ、登壇するといっても変装での潜入も難しい。

　素直に『王女です』と伝えても、捕まるか笑われるか、すくなくとも一発で信じてもらえるようなことはない。確認するのにも相応の時間が掛かるはずだ。

　──となると、その間にきっと敵は察知し逃げてしまう。

　テーマにある反撃の血祭りはできなくなるわけだ。

「当日のことはひとまず置いておきましょう。まずは敵の『正体』を摑むこと、それからソイツが本当に黒幕であるという『証拠』を摑むこと──当面はこの２つね」

「あと３日……儀式当日を抜いたらあと２日でそれをやらなくちゃいけないのか、」

　シルフィの理想としては『証拠』を儀式の時に突き出すことらしい。ようは紋所だ。

「でも一番クサイ貴族、黒幕候補は既に出ている」

「侯爵家の１つ、アマースト家。王女が保護されたって場所にある家だな」

　発見場所もそうだが、シルフィにはまだ気になるところがあるとかで、

「当主のグレイグ・アマースト、少し前から怪しい……ってほどでもないけど、雑な仕事をしていたのよね。そのことはお兄様たちの話を盗み聞きをして知って──」

　アマースト家は『貿易』をなりわいにする家らしい。

　つまり外と繫がり、物を売買し、その差額で儲もうけるという商売だ。

「だけど最近、規制される物品を王都に輸入したり、積み荷を守るためといって許可証のない傭よう兵へいを入国させたり。指摘されると『気づかなかった』っと毎回弁解をするそうよ」

「……ふーむ」

「指摘されるとすぐに直したから、たいしたお咎とがめもなし、困ったもんだと言われるぐらいで済んでいたらしいけど……どう思うクレス？」

　杜ず撰さんな仕事をする貴族は多い。その点で言えばアマーストは氷山の一角だ。

　だが、外との繫がりを持つ──か。

「……誰かと手を組んで計画している可能性もありそうだよな」

「組んでるでしょうね。１つの家だけじゃ儲けがでなくてやる意味ないもの」

　私情の恨みだったら話は別だけど──と、付け加える。

「……クレス」

「ん？」

「単刀直入に言う──アマースト家に潜入して来て欲しい」

　まっすぐな視線でシルフィはそうお願いしてきた。

　そういう役を頼まれるかなと予想はついていたが──さてどうしよう。

　ここで二つ返事をするのは軽率な気がする。だって外面は少し優秀というだけの学生が、貴族の家にスパイとして潜りこむんだ。しかも一流に匹敵する働きを求められている。これを余よ裕ゆう綽しやく々しやく、軽く了解するのは不自然だろう。

（ここは表面上だけ渋っておいて、いつもの仕方ないなぁって感じで引き受けるか）

　これが最善と思案し、俺はわざと泣き言を吐くことにした。

「やっぱ潜入が必須だよな……でも、俺はそんな凄すご腕うでスパイみたいなこと……」

「なにを言ってるの。あなたなら余裕でできるでしょ」

　泣き言にかぶせる形で一刀両断される。

「ちょっと買いかぶりすぎてないかシルフィ？　俺は──」

「買いかぶりでなく確信よ。あなたにできないのなら、他のどんな人間にもできない」

「……どういう意味だ？」

「あら、全部言わなきゃ分からない？」

　冷たく微笑ほほえむシルフィに、アウラさんまでもが注目する。

「たかが侯爵宅への潜入、まさかあのクレス・アリシアが──いいえ、災厄の数字ナンバーズの９番目『絶氷エターナル』が、この程度の仕事できないはずがないと言っているの」




　シルフィのその言葉に場が凍り付いた。俺は耳を疑うことしかできない。

　しかし張りつめた雰囲気を、発言したシルフィ自身が打ち破る。

「はぁ、クレスあなたねぇ。そこは固まるんじゃなくて『なにバカなこと言ってんの？』くらい言い訳したらどうなの？　思考停止は降伏と一緒。せめて逃げなさい」

「え、いや、えっと……」

「そしてアルカさ……いえ、そっちのあなたは５番目の災厄、アウラ・サンスクリットでしょう？」

「なんと……よく分かったな！」

「ちょ、アウラさんなに感心して……あ！」

　俺も相棒の真名を口にしてしまい、もはや退路は完全に断たれたことになる。

「もういいだろクレス。シルフィーナは完全に看破している。騙だますのは不可能だ」

　アウラさんは片手でポンッと金髪カツラを投げ捨てる。

　そして紅ぐ蓮れんの如ごとき『赤髪』がフワッと、されど颯さつ爽そうとして宙に流れた。

「いかにも！　私こそ５番目のさい──ん、んん。んー！　な、なんだクレス！」

「シルフィにバレたからってわざわざ大声で名乗る必要ないでしょうが！　下の階の人にまで自己紹介する気ですか！　……それと炎が出はじめてます、気持ちを落ち着けて」

　アウラさんの髪からピョコピョコと小さな火花が飛んでいる。一見可愛い情景だが放置しておくと木造の家なんかすぐ火事になる……今いる宿なんかその典型的獲物例だ。

「取り込み中悪いけどそういうことよ。諦めなさいクレス」

　彼女の言うとおり今更アタフタしても後の祭り。

　しかし一体シルフィはどこで気づいたんだ──？

「あなたたちが災厄だと気づいたのはさっきもさっき。アウラさんをこの眼めで視みた時よ」

「でも全部視る前に閉じたって……」

「ええ、全部は視れなかったけど一部は視れた。例えばそう……アウラさんの右手の甲に刻まれた特殊な魔法刻印ルーンとかね」

「「──！」」

「わたしの眼を侮ってもらっては困る。ただクレスのは未いまだに視えなかったけど」

　そういえば、アウラさんを視た後で急に俺の方をじっと見つめてきた。

　あの時はなんでもないと言われたが、もう既に足跡は付けられていたわけだ。

「でもアウラさんの相棒という時点で、クレスが災厄ナンバーズという可能性は相当高い。そして９番目といえば世界最強と目される氷魔法の使い手。容姿や性別まで不明の災厄だけれど、あなたのこれまでの行動を鑑みればすぐに合致した。案の定ふっかけてみたら硬直するし」

　シルフィはそれからと小さく呟き、

「わたしをなんで助けるのかも──少し分かった気がする」

　彼女は悲ひ愴そうの色を薄く瞳に宿し、最後にそう言って推理を打ち切った。




　　　　※




「……流石さすがに寝たな」

　ベッドには一定の寝息をたて、スヤスヤと横になっているシルフィ。

　俺はそれを見下ろす形ですぐ傍そばに立っていた。

「……一応、魔法も掛けておくか」

　絶対に起きないように、氷魔法で精神に干渉する。

（……悪いなシルフィ）

　静かに放つ魔力が薄暗い部屋を照らし、その眠りを解けぬものとする。

　部屋全体にも魔力を走らせ、盗聴ジヤミングや使い魔サーヴアントにも対策をした。

「アウラさん、そっちは？」

「この周辺に変なやつはいなそうだ。私の勘がそう言ってる」

　敵影もなし。これでこの部屋は一時的に〝密室〟となったわけで──

「クーレス！」

「～っ、いきなり抱きつかないでくださいよ」

　人の視線を気にしなくなり、アウラさんが飛びかかってくる……失礼、抱擁してくる。

「はぁぁ～クレスだぁ～」

「……せめてもうちょい腕の力弱めてもらって、アバラが……」

「んん～クレスの匂い～」

「……全然聞いてないし」

　ガッチリとホールドされ、骨も軋きしんでるが……許容はできる。

　結局は呼応するように俺も腕を回した。

「久しぶり、アウラさん」

「ン、久しぶりだ」

　感情一直線なアウラさんも、特に言葉を発することなく抱擁のまま止まる。

　俺も強く抱きしめているはずなのに、触れるものは温かく柔らかで、それでいて自分以上に力強く──

　時が止まったみたいに錯覚、この瞬間を待ちわびていてようやく。

『──あのさ～、もうそろそろ神わたし出ていいかしら？』

　抱擁が長く長く続いた時、しびれを切らして内から実体を持って彼女が出てくる。

「っお！　エルレブンか！　久しいなぁ！」

　名残惜しそうにはしつつも、アウラさんは身体からだから離れ具現化した彼女へ挨拶をする。

『……こっちからしたら、アナタとはもう一生会いたくなかったけどね』

「どうした浮かない顔して？　空腹なのか？」

『そういうところがイラつくのよねぇ！　このアホ！　熱血！　ボンバーウーマン！』

　久々の再会に喜んで近づこうとするが、エルは暑苦しいから来んなと遠ざける。

　それでもアウラさんは寄ろうとするんだから、エルとしては面倒極まりないのだろう。

『じゃあ再会の抱擁もしたわけだし、そろそろ反省会でもしたら？』

「だな……」「ああ……」

　反省会──それはシルフィに自分たちの正体がバレてしまったことについて。

「賢いヤツだとは思っていたけど……」

「本当にごめんクレス。まさかこの少女が特別な眼を持つとはつゆ知らず……不覚を取ってしまった。私がもっと魔力を高めておけばよかったのに」
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「いやシルフィはアウラさんの件抜きに、俺のことをずっと探っているようでしたから。案外時間の問題だったかもしれません。……実際何度もあの眼を弾はじいてたんだろエル？」

『ええ。朝も昼も夜も、隙あれば何回もサーチしてきたわよこの小娘』

　どうやらシルフィは俺を完全に信用しているようで……していない。

　共に過ごして何十時間か、俺が監視するのと同じように彼女も俺を監視していたのだ。

『でもそれもアナタが来たせいでおじゃんよ。おーじゃーん』

「……すまない。本当にすまない。エルレブンの言うとおり私が一番の原因だ」

『ちょ、ガチで謝らないでよ！　無意識なんだろうけどアナタの防壁はちゃんと作動してたわ。ただ越えられただけで……い、言うほど落ち度は、ないんじゃない？』

　本気で頭を下げるアウラさんに、エルも言い過ぎてしまったという感じだ。

「大丈夫ですよ。シルフィも協力をしてくれれば俺たちの正体を黙っているって約束してくれましたし。彼女が反ほ故ごにしない人だっていうのはアウラさんも分かってるでしょ？」

『く、クレスの言うとおりね！　アナタがしーっかり働けば丸く収まるわ！』

「私が、しっかり働けば……うん、そうか、そうだな！　よし働くぞ！」

　いつまでもへこたれている人ではない。汚名返上のため気合いを入れ直す。

『すぐ切り替えられて羨ましいわ……で、アナタ本当にクレスに会いに来ただけなの？』

　ここで俺からも一応聞きたかったことを、エルが尋ねてくれる。

「応とも。ボスたちの目を盗み見事アジトを脱出してきた。凄すごいだろ!?」

『「……」』

　一転自慢げに言う彼女に、俺もエルも「やっぱそうだよな」と腑ふに落ちる。

　ちなみに『緊急連絡用の魔導具』も置いてきたらしい（逆探知される可能性を考えて）。

　あればボスと連絡が取れたのだが、どうやらその望みも消えた。

「といってもストレガの手引きがあってこそだがな。加えてアイツが色々なものをくれた。このカツラもそうだし剣巻の布や偽名も……あとこの本？冊子？をくれたんだ！」

　７番目の災厄の助けがあったらしい。今回はストレガさんの入れ知恵があってこそ。

　それと渡されたという本も見せてくれる。

「えっと……『思い立ったが大陸横断～最低限度編～』です、か」

『これ作るあの魔女も大概アホよね』

　ペラリと表紙をめくって読んでみる。

「最初のページ、『目的地の名はハーレンス王国である』っておい！」

　最低限度すぎるだろう、お使いに行く子供じゃあるまいし。

　地図の添付はなく、東へ進めと一言添えてあるだけだった。

「つ、次のページは……『良さそうな人にしか付いていかない』っておーい！」

　そもそも知らない人について行っちゃダメだろ。

　そりゃアウラさんは人の良よし悪あしを見分けられるけど、かなりお粗末な冊子である。

　他のページも見てみたが、これらと大差なかった。

「……よくこれでたどり着けましたね」

「まぁな。それに久々の一人旅も楽しかった。クレスがいないせいで料理は自分でやらなくちゃいけないのが手間だったけど」

「……料理って、ただの丸焼きでしょ？」

「味付けをした」

「それこそ塩振っただけじゃないですか……」

「よく分かったな！」

　それぐらい余裕で分かりますから。どれだけ一緒にすごしたと──

「しっかしクレスも成長したなぁ……」

　つむじから足の先まで、まじまじと観察してくる。

「まだ２ヶ月くらいしか任務してませんよ？　そんなすぐに──」

「いいや、変わったぞ。この相棒わたしが言うんだから確かだ。前より明るくなったし、たくましくもなった──ただ、身長は相変わらず伸びてないっぽいけどな」

「し、身長は、きっと伸びます……」

「はっはー！　私としては今が丁度いいんだけどな。見上げる見下げるよりも、こうして同じ目線であった方が。振り向いた時にすぐクレスと目が合える！」

　……そう言われると悪い気はしないが、もう少しだけ欲はかきたいかな。

『でも出会って早々クレスの成長うんぬん、アナタってクレス好きすぎじゃない？』

「だからこそ変化は会って一番で気づいたのだ。雰囲気が違ってたからな」

　でも、と言って、アウラさんは続ける。

「明確に感じ取れたのは、シルフィーナの提案をお前が吞のんだ時だ」

　先ほどシルフィに『正体を秘密にする代わりに協力して』と頼まれた。命令ではなく頼まれたというのは、俺たちの方が立場が上と考えたのだろう。彼女は自分が相対しているのが人間ではなく災厄であると重々承知しているようだった。

「それは、まぁ俺は潜入任務中ですし、バラさないでくれるというのなら協力の１つや２つしますよ。か、彼女についてまだまだ情報が欲しいですし……」

　あそこまで性格が黒くなるのは、未だ隠される〝秘密〟があるからかもしれない。

　だからあくまで任務続行および新情報入手のために──

「直接の原因となった私が言うのも申し訳ないけど、それは通らないんじゃないか？　……バラされたくないのであれば殺すか脅迫をすればいい。情報が欲しいのなら自白剤を作って飲ませるなり拷問をすればいい──災厄としてはこれが正しい選択だと思う」

　アウラさんの言うとおり〝実力行使〟を用いれば現状をすぐ改善できるし、俺の目的も大抵達成できる。都合が悪いようならシルフィを拉致して国外へ、その間に記憶を緻密に操作できる道具を手配したり仲間を呼ぶという手だってある。必要な情報だけ抜き取り、これまでのシルフィの記憶を消して──はい、元の日常へというわけだ。

「ましてや彼女は私情で私たちと手を組み、反撃をしようと言うんだ。今までのお前だったら絶対に乗らなかった。なぜなら、それはⅨクレスとして最善ではないからだ」

　お前は組んでいる時もこういうことに関しては特にクールなやつだった、と言われる。

「どんな相手でも、どんな状況でも冷徹に対処するのがお前のやり方……だった。でも今回、危険を冒してでもシルフィーナを助けたい、お前はそう思ったんじゃないか──？」

「ち……」

　違いますよ！という言葉はすぐには出なかった。

　それを言ったら、彼女とのこれまでを否定するようで。

　私情は持つな。理想の監視者たれ。数日前にそう戒めたばかりなのに。

　違うと言わなければいけない。でなければ俺は──

「私は好きだぜ、クレスのそういうとこ」

　──。

「お前は生っちょろいだ甘い考えだって思うかもしれないけど、これまで届かなかった部分に持ち前の〝優しさ〟が流れて行ってる。これはすんげぇ良いことだ」

　学園で出会った者のお陰か？と笑って聞いてくれる。

「任務続行のため、更なる情報のためってのもホントなんだろうけど──私はきっとあるだろう、その甘さを肯定する。人間クレスとしての選択は正しい。誰がなんと言おうとな。だからたとえボスが文句言ってきたとしても、私はお前の味方だ」

　アウラさん……

「心配すんな相棒。私はずっとお前の傍そばにいるからさ」

　──っ、

　なんでそういうこと、気軽に言えるかなぁ……

「ん、どうした、涙目だぞクレス？」

「……ホコリが目に入りました」

「そっか。だけどあんまり擦こすりすぎるなよ、眼球傷つくから」

「……ふふ、なんですか、眼球傷つくって」

　アホっぽい注意でつい笑ってしまう。

「いやーでも短期間でこうも成長されると……なんだか少し寂しいな」

「寂しい？」

　今度はトーンを低めて、落ち着いた風体でアウラさんは言う。

「そりゃ会わない内に、自分の記憶と違うクレスがいたんだ。私と一緒にいるだけじゃきっとそうはならなかっただろうし、横暴な話だが自分抜きで進化されたのがなぁ」

　純粋に傍で見届けられなかったのも相棒として悔しい──そう告げた。

「お前の傍に私がいることは当たり前、逆もしかり」

「俺はいっつも引きずり回されてますけどね」

　──それは、あなたが頼らせてくれるから。

「最終的には私がいっつもセローナに説教をくらったけど」

「怒られるまでがテンプレですね。懐かしいです。……なんだかんだ、アウラさんと一緒にいるのは楽しくて仕方なかった」

「私も一緒だ。だが今日のお前を見てると、それも……」

　言葉通り本当に寂しそうに微笑ほほえむアウラさん。しかし変わったと言ってくれるが──

（進化、してるのか？）

　俺は本当に前に進んでいるんだろうか、相棒に言われてなお自身は疑っている。

「……心配は無用だったのかもな……それどころか……」

「アウラさん？　なんか言いました？」

「いや、大したことじゃない。正体も明るみになったことだし、いっそこの国を落としてしまおうかと考えていた」

「めちゃくちゃ物騒なこと言いますね!?」

　どうせ考えなく力技で突っ込んで終わりだろうけど。

　アウラさんは数字ナンバーズの中でも特にパワー型、実際に国の１つや２つ落とすのは楽勝だ。そうしないのは自由気ままで世俗に興味がないからだろう。

　──いや、ご飯関係だけには唯一敏感なんだけどね。

「だが改めて、お前の足を引っ張ってしまったこと、ホントにごめん！」

　最後だと言って真面目に謝罪するアウラさん。柄にもなく失敗を気にしているらしい。

「もう大丈夫ですって、らしくないですよ？　これまで俺の方が助けてもらって来てるんです。ミスの１つや２つじゃむしろお釣りがくるくらいですから」

「ふふ、そうか。……良し！　ならこの失敗は成果をもって取り返すぞー！」

　そうそう。アウラさんはそれぐらい熱い気概で……

「ってホントに熱いし！　身体からだ燃えてますよ！　あぁ床が、あと服もッ──エル！」

　すぐさま消火活動。燃え広がる前に床の燃焼箇所を凍結させる。

「す、すまんすまん。ついやる気になってしまって……」

「勘弁してくださいよー……。それで何回も建物燃やしちゃってるんですから」

　燃えて半裸状態になったアウラさん、照れることもなくまた言葉を紡ぐ。

「クレス、明日の夜になんたら貴族って家に潜入するらしいが──気をつけろ」

　今度は朗らかさが消え、真剣な顔つきでアウラさんは忠告する。

　話題は数時間前に決まった『潜入』について。

「気をつけろって、どういうことです？」

　証拠を摑つかみに潜入する予定のアマースト家は、まだ黒幕候補というだけ。

　物的証拠はなにもない。そしてアウラさんなんて途中で寝ててなにも聞いていない。

　だというのに、その声音は真剣味しか帯びていない──

「具体的な理由はない。ただ嫌な予勘がする、それだけだ」

「……そっか、アウラさんの勘がそう告げるんですね」

　となればこれはいよいよ、奴やつらはまだ候補でしかないという考えを払拭すべきか。

　──なにせ相棒の勘は、よく当たる。

「クレス。こうは言ったんだが……そこまで重く心配はするな。お前なら大丈夫」

「……はぁ、でもその大丈夫という根拠は？」




「──それはな、相棒わたしの勘だ」

　最後に最高の表情で、アウラさんはそう言い切った。
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「──あそこだな」

　月が曇天に隠れ、暗い闇夜に細かい雨が降りそそぐ。

　外灯の光を見れば流れる雨の線が鮮明に、土砂降りとまではいかずとも、それなりの降水量。

　俺は購入したばかりの合羽カツパと仮面を濡ぬらしながら、先にある巨大な邸宅を見つめていた。

「──グレイグ・アマースト、確かめさせてもらうぞ」




　　　　※




　──場面は変わって数時間前、３人でのブリーフィングの時に遡る。

「改めて『アマースト家潜入計画』の内容を振り返るわ」

　いるのは床に座った自分、壁にもたれたアウラさん、そしてベッドに腰かけるシルフィ。進行役の姫様が言葉を発す。

「目的は２つ。１つ目はアマースト家が黒幕かどうか確かめること。２つ目は、もし黒幕だったとしたら黒幕と決定づける証拠品を押収してくること」

「……なかなか難しい潜入だよなぁ。押収っていうのが特に」

「もしかしたら本当に無関係の可能性もあるけれどね。証拠物の発見＝黒幕と断定になるわけだし、もはや目的は０か２つと言える」

　どちらにしてもシビアな仕事になりそうだ。

「でも９番目たるクレスなら余裕でしょ？」

「簡単に言ってくれるけど、俺だって隠おん密みつが得意ってわけじゃないんだぞ」

　シルフィは俺たちの正体を知っても、臆すことなくいつも通りの会話をする。

「あ。確かに隠密系向いてないのかも。実際あなた学園で目立ちまくってるし」

「うっ、痛いところを……」

　それからメンタルをぶっ刺してくるキツい舌ぜつ鋒ぽうも健在のままだ。

「心細いのならアウラさんを連れて行く？」

「……そ、それはダメだ。シルフィの護衛役がいなくなる。俺１人で十分だとも」

　俺がいなくなる間の護衛はアウラさんに頼む──そういう決まりだ。

「シルフィーナの護衛は任せろ！　たとえ魔王が来ても追い返す！」

　と、心機一転やる気に満ちあふれるアウラさんが高らかに宣言する。

「……これが冗談じゃないから笑えないのよね」

「……頼もしい限りだろ？」

「……頼もしすぎて逆に不安になってくるわ」

　巻き添えをくらわないか心配らしい。アウラさんはいつ暴走するか分からない。

「だけどクレス」

「？」

「いい？　本当に危ないと感じたらすぐに撤退すること。正体がバレそうになっても同じ。目の前に証拠やら真実があったとしても無視して構わない。全力で逃げて」

　それは完全なる気遣い、この災厄に対してだ。シルフィは身も力も案じてくれている。

「昨日この程度の仕事はなんて言った割に……結構心配してくれるんだな」

「あ、当たり前じゃない。従者が死んだとか、実は災厄でしたとか……ど、どちらにしても今後の私生活が暗くなりそうだもの。そんなの嫌よ」

「……あははは」

　そっか、じゃあ五体満足で帰ってこないとな。

「無事に帰ってくる。これだけは約束」

「ああ、約束するよ──」




　　　　※




（……それぞれの入り口に警備は４人ずつ、庭に巡回が数人、どれも重武装か）

　俺は近隣の邸宅、その屋根から全体図の把握を試みていた。

（王都に来た当初、王城に潜入した時を思い出すね）

　しかし城の造りを丸暗記していたあの時と違い、俺に事前情報は一切ない。

　ゼロの状態から、目的を果たさなくてはいけないのだ。

（──正門から入った場合、庭の遊歩道を越えた先に館がある。裏口から入れば……すぐに建物に入れる、いわゆる別館ってとこかな？　本館っぽいのとも繫つながってるし）

　正直言って、警備の人も体制も割とレベルが高い。

（──しかも敷地は全て鉄柵で囲われて、高さもだいぶある。これを瞬時に越えるには強化魔法を使わないと無理だな……）

　深夜の雨降り、当然通行人はいないがもっとスマートに──

「……ん？」

　すると裏口に一台の貨物用馬車が現れた。縦長の馬車だけあってよく目立つ。

（こんな遅い時間に？　貴族が乗ってるって馬車でもなし……あきらかに貿易用）

　しかし入場チェックが厳しいらしく、結構な時間を要している。

　この時１つの閃ひらめき──そして、それを思いついた時には静かに走り出していた。

（──凍結フリーズ）

　裏口の警備、彼らの後ろでパリンと小さく氷を爆はぜさせる。

「──な、なんだ!?」「──近くからしたぞ！」「──おい、確認しろ！」

　突然の異音にザワつく一帯、御者に待てと命じ音源を確認しようとしている。

　その隙に俺は停とまっている馬車──その荷台の下へと無音で滑り込む。

（──部分凍結）

　自分の身体と荷台の底とを氷で接着させる──平衡状態で俺は浮いていた。

（雨の時期は本当に助かる、そこら中に水があって氷魔法がはかどるのなんの）

　アウラさんは雨季が嫌いって言ってたけど、仕事する分には雨は最高だ。

「……うーむこの時期に雹ひようなんぞ降るか？」

「ただ不審な点もなし、荷物をいつまでも外に晒さらしておくのもな──まぁいいだろう、ひとまず馬車を進める。入ってくれ」

　転がっている氷片を見つけたんだろう。しかし結局ソレが何か分からず馬車を進ませる。

　俺も底に張り付いたまま、自分でも驚くぐらいスムーズに建物の中へと潜入した。




「──よし、ここで止まれ」

　別館らしき建物に入ると、そこには４人の警備？が待ち構えていた。

　どうやら積み荷を再度確認、もっと綿密にするらしい。

（そういえばでかい馬車だけど、こんな時間に一体なにを運んでるんだ？）

　はたして自分がくっついた代物はなんなのか。

　だが彼らの確認でソレはすぐに判明した──

「１箱、２箱、３箱、４箱…………９箱。よし、火薬は全て揃そろってるな」

　上でガタガタと足音を鳴らしながら確認が終わる。

（──か、火薬!?）

　しかも聞くにとんでもない量だぞ。火薬ってことは……爆弾にでも使うのか？

　素人の俺ですら、この量は貿易でも『規定違反』だと察せられる。

「たーくさん仕入れましたなぁ。当主様は一体なにに使うおつもりで？」

「運び屋が荷を詮索するのはルール違反だ」

「へっへっへ、それでも気に──あれ？」

　会話は急に途切れ、ドサリと御者らしき男が横に倒れる。

　すると地面には内から零こぼれた赤い液体がつーっと流れ出す。

（……殺されたか）

　最初からそうするつもりだったか、それともアドリブか、なんにせよこの数秒で『殺人』が行われた。黒幕云うん々ぬんは抜きに、これだけでも十分犯罪だ。

「お前たちは積み荷を奥へ運べ。オレは死体の処理をしておく」

「「「了解」」」

　おそらく御者を殺した男、彼が他３人に指示を下す。

　俺が動けるのはそれらが全て終わってから。

（久しぶりに緊張感のある潜入になりそうだな、これは──）




　…………もういいか。

「（エル、氷を分解してくれ）」

　荷台と自分を接着していた氷を、元の魔力に戻す。

　これは魔法の原則から外れる行為だが、エルであればその例外となる。

　そして音もなくゆっくりと、すぐ下の地面へ着地した。

（……積み荷置き場ってとこか）

　馬は早々に出され、ここには物言わぬ木箱たちが積み重なっているのみ。

　灯あかりがなかろうと、夜目はしっかり働き辺りを見通していた。

「（……エル、周囲の状況を教えてくれ）」

『ここに沢山荷物はあるけれど全て無機物ね。魔導具もあるようだけど大した代物じゃないわ。それからこの倉庫？の四方に敵影はなし、どうやら施錠だけしてあるみたい』

「……じゃあ声は出しても大丈夫ってことか」

　俺はまず積み出されたばかりの物の方へ──

「これが火薬か……うわぁ、ビッシリだな」

　９箱あるという内の１箱を開封。中には黒い粉末が所狭しと詰め込まれていた。

　これを爆弾に作り替えるとなると、かなり大きいサイズになるだろう。

「……奥から硫い黄おう？みたいな匂いもするし」

『ま、クレスも予想した通り爆弾を作るんでしょう』

「……材料は揃っているっぽいよな」

　しかし爆弾、もしくは爆弾キット……として貿易で売るのかもしれない。

　市場でこれらがどう扱われるのか、シルフィにでも聞かないと判断がつかなかった。

　だがもしも私的に使おうとしているのなら──

『証拠の１つにはなるんじゃない、撮っておけば？』

「……だな、灯あかりを頼む」

　暖色の灯りとは違い、氷の魔力反射による青い光が辺りを照らす。

　俺は懐から『水晶』を１つ取り出した。サイズは握りこぶしより少し大きいぐらい。

　これの正式名称は『静止画投影水晶プロジエクシヨン・クオーツ』──情景を絵として保存する魔導具である。

「……学園にあるのと比べてだいぶ安物だけど」

　あの所持金じゃジャンク物を買うのが精々、魔力の導入が難しいが──

「……よし」

　水晶の中に火薬と背景を記録することに成功する。

　本来は学術的発表の際に用いられるが、きたる日が来ればでっかく投影してやろう。

『その水晶、実際あとどれぐらい保存できそう？』

「せいぜい２回ってとこかな。画質はかなり悪い」

『私の見解は当たっていたと。なら同じく買った音声録音用の水晶も──』

「質はお察しだ。録音できるのは１分が限界、しかもかなり近づかないとダメ」

『……ソッチはもう使う機会ないんじゃない？』

「ま、まだ分かんないだろ」

　物的証拠を手に入れるのは難しい。しかも手に入れるということは、そこにあった物がなくなるということ。そこで俺はシルフィとお金を出し合い（アウラさんに所持金がいくらあったかは聞くまでもない）、なんとか安い水晶を見つけ出し２種類買ったわけだ。

『それとこの建物の魔力探知スキヤンもだいたい終わったわ』

「気になることはあった？」

『クレスが本館と呼んでる建物、その地下に──不思議な魔力の反応がした』

「不思議？　魔導具か？」

『魔導具……というかは、もっと神聖な、祀まつりで使うような聖遺物レリツクに近い』

　──気持ちのいい物じゃない、そうエルは言った。

　しかし貴重とされる聖遺物を、侯爵程度の貴族が持っているのはおかしな話だ。

　ただ〝家宝〟と言われたら、まぁ一応納得はできるけど──

「他には？」

『特になし。気になるのはソレだけ』

「ならこれからの行動は──」

　その地下を目指して移動かな。

「まずはここを出ないと……」

　館へと通じる出入り口の前へ。外に警備はいない。

　ただし、この大変立派な錠前を突破しなければいけないが──

『はいクレス』

「ありがとエル」

　鍵穴に合う鍵を氷で生成、破壊することなく扉を開ける。

　俺たちはまたしても、難なくセキュリティを突破した。




「（──あっちの奥から来るかっ）」

『クレス、左に進むのはいいけど探知の罠わなが張られてる。魔力は使わないで』

「（りょーかい）」

　俺は人の察知、エルには魔力の察知を頼み、慎重に移動をする。

　既に別館は突破、ようやく本館らしき建物への侵入に成功したところだ。

『にしてもウザいくらい人が巡回してるわね』

「（四大公爵であるクラリスさんの家ですら、こんなに警備厳しくなかったのに……）」

『それだけ隠したい物があるんじゃない？』

「（どうだろうね……っと）」

　危ない。先に人の気配を感じ死角に隠れる。

　巡回する彼らはメイドや執事といった風体ではなく、全員が武装をしている。

　不審者がいればすぐに武力制圧を行うためだろう。

（武装の仕方だけで言えば、王城の守り以上かもなこれ──）

　嘆くどころかもはや笑ってしまうような厳重体制である。

『もうすぐ地下の入り口よ、私が感知した限りだと出入り口は１つだけみたい』

「（……一方通行か。もしかして今の俺、誘い込まれてる可能性ある？）」

『ゼロとは言えないけどその線は薄いと思う。なにせ私が補佐してるんだから』

「（……なるほど。それもそうか）」

　なら迅速かつ一気に地下へと潜ろう。

　俺は巡回と巡回の間をついたタイミングで移動、地下へと続く扉に辿たどり着く。

「（……警備がいない？）」

『その代わり強力な魔法鍵ロツクがされてる。私たちレベルでなければ解除は不可能ね』

「（俺が全力で鍵を開ける。エルは魔力と人間の気配に注意を傾けてくれ）」

　間髪入れずすぐに解除へ。全神経を集中させ高速作業を開始する。

（──っくそ、面倒な六重魔力認証シツクスシステム……六ろく芒ぼう星せいをモチーフにするとか作った奴やつは良いセンスしてるよ。で、四大属性を主軸に派生を２つ、それから外枠として原初魔法オリジンのプロトタイプが必要……鬼畜設定すぎるぞ！）

　何を言っているのかほとんどの人には分からないだろう。難しくて俺だって嫌になってくる。

『──クレス！　人が来る！』

「（このタイミングでかっ……！）」

　確かに、耳を澄ませば足音と……それから剣が床にすれる音も聞こえる。

　やばい！　もう近くに……




「──ん、なにか音がしたか？」

　角を曲がってすぐにある地下への扉、通りかかった男が声を発す。

「……気のせいか？」

　ただそこには誰もいない。閑散とした通路が続くだけだ。

「……つかここ寒、ふぅ～オレも疲れてんのかねぇ」

　そう言いながら男はまた巡回へと戻る。段々と背中が小さくなり、ついには角を曲がって見えなくなる──のを天井に張り付いた俺は見ていた。

（あ、危な～……）

　天井にまたも氷で接着、身体からだを☆のように広げ忍び堪たえていた。

『もう心配はなさそうよ。降りて大丈夫』

「（はぁ～……）」

『良かったわね角から出てきた人で。直進してこられてたらバレてたわ』

「（だな。心臓に悪いよ……）」

　しかし弱音を吐いてばかりもいられない。俺はまたすぐに扉の前で解錠を試みる。

（さっきでだいぶ進めたからな。あとはこうして、ああして……）

　間もなくしてガチャリと気持ちいい音がする。どうやら無事に開いてくれたらしい。

「（──罠は？）」

『──無し』

　エルの言葉を聞いて静かに突入──

「（……階段？）」

　そこにはすぐ部屋……があるわけでなく、階段で更に下へと続いているようだった。

「（うわぁ～……）」

『ふふ、クレスこういうパターン苦手よね』

「（だって怖いじゃん）」

　ダンジョンの造りとか特に、難しいの開けたんだからすぐに目的地に着かせてくれ。

　そう願いつつ忍び足で降下──でついに、目指していた地下空間へと辿り着く。

（……灯りがついてる？）

　隔てる立派な扉、僅かに開いた隙間からオレンジの光が微かすかに漏れていた。

　ただ人の気配はなく、エルも異常なしと告げている。

「…………」

　俺は細心の注意を払いつつ、静かに開けた。

　視界に現れたのは──倉庫、のような部屋だった。

　正確には教室＋倉庫とでも呼ぼうか、周囲は大小様々な木箱が山積み。ただ正面奥は狭くだがポッカリ空いていて、ブリーフィングでもするのか黒板と椅子が幾つか置いてある。

『──クレス、黒板の下』

「（下？）」

『すごく小さな空間がある、しかも魔法で施錠されてるわ』

「（──！）」

『普通は気づかない。もし私だったらそこに大事な物を隠す』

　エルの魔法関係における索敵能力は凄すさまじい、近ければ近いほど微かすかな魔力の気配を探知してくれる。彼女に言われた場所に行くと、一見なんの変哲もないただの床。

　しかし触ってみると──なるほど、確かに魔力で守られた空間がある。

　ただし地下への扉ほど難しくはない、迅速に解錠、俺は蓋となっている床を持ち上げた。

「……紙？」

　入っていたのは数枚のペーパー、サイズは学園で使うノートと大差ない。

　ビッシリと記述されてはいるが、暗号文というわけではなさそうだ。

　それと……自分の手より大きいぐらいの小さな箱が入っている。

『……これ、私が感じた聖遺物に似た代物ってのは』

「じゃあ中身を──いや、まずは……」

　小箱にもロックがかかっている、先にこの文書から拝見しよう。

「……王女襲撃計画について……」

　最初の見出しがこれだ──誰でも理解する、これは計画書だと。

（ツイてるぞシルフィ──！）

　まず最初の項には、先日に相対した『店での襲撃』について書かれていた。

「……とりあえず、アマースト家は〝クロ〟確定だ」

　予想はしていたのでそこまで驚きはない。

　問題はこの先だ、一体ニセ王女を立てなにをしようというのか。

「……強襲後は王女の身柄を拘留の後……すぐ黒姫たちに引き渡す……？」

　黒姫──誰かのコードネームだろうか？

　しかしこの時点で計画はズレている、だって姫様は今アウラさんが保護してるし。

「……引き渡した……その後は……儀式会場に爆弾を──仕掛ける!?」

　どうやらさっき目にした爆弾、あれは貿易用なんかじゃないらしい。

　しかも会場って──『学園』のことだぞ。

「……爆弾を仕掛けるのは儀式開始の直前……爆破は黒姫の合図で……王女に加護を与え終わってから……」

　つまりメインイベント──ニセ王女が加護を授かったところで爆破か。

　それと爆弾の詳細も載っている。『魔法操作式爆弾マギガ・アーム・ボム』だとさ、魔法を組み込むことで好きなタイミングで爆破が可能になるやつだ。最近のテロリストに流行の代物。

（でもなんでそのタイミングで爆破？　根本的に偽物に加護を与えても意味ないだろ？）

　それから黒姫とやらは姫様を預かってなにがしたかった？

　まさか身代金の要求でもするのか？

　もしくは──シルフィの異能を利用したいとか？

「……なお黒姫が王女を……偶然を装って騎士団に発見させ……一旦元の環境に戻す……記憶は操作してあるため……アマースト家は知らぬふりを……」

　ん？　記憶を操作してって……ニセ王女をか？

　ちぐはぐな説明だけど、おっちゃんたちの話で『たまたま騎士団が発見した』──って言ってたし、一応は計画通りには動いてることになるのか……？

『なんだか可お笑かしな計画ね』

「ああ。せっかく計画書を見つけたのに謎が深まるって……」

　もう１枚見てない紙があるが、アマースト家が『クロ』であることは確定。

　それから『爆弾を使った大規模テロ』を起こそうとしていることは分かった。

　もし実現すれば多くの犠牲者が出る──間違いなく壇上にいる王族は死ぬだろう。

　とりあえず、まだ読んでいないラスト１枚を……

『──クレス！　人が来る！　数は２人！』

「（──ッ！）」

　珍しくエルの反応が遅かった、俺自身も周りへの警戒が薄れていた。

　急いで隠れようとするが……

「──どうやらネズミが入り込んだようだな」

　カツカツと革靴を鳴らしながら降りてくる。

　そして男の台詞せりふは、まるでこちらを見破っているかのようなもので……

（まさか──バレてる!?）




　　　　※




　──場所は変わって寂れた宿の一室、シルフィーナとアウラが潜伏している所。

「はぁ……」

　重く溜ため息いきをついたのはシルフィーナ・ハーレンス。

　落ち着かないのか、部屋の中を行ったり来たりしている。

　原因は護衛として傍そばにいるアウラがうるさい、などではなく……

「そんなにクレスが心配か？」

　笑いながら壁にもたれたアウラがそう指摘する。

「ひ、人並みにね」

「はっはっは。その割にはもう何十回も溜息ついてるぞ？」

「……そ、そんなについてた？」

「ついてた」

「…………訂正、人並みよりちょっぴり多くは心配してる」

　なにせクレスはいま敵陣（黒幕候補）に単身乗り込んでいるのだ。

　彼がいくら凄すご腕うでだとしても、捕まって拷問でもされている可能性はゼロではない──と考えると、落ち着いて待っていることなど到底できなかった。

「アウラさんは余裕そうね……」

「私はアイツを信じてるから」

「……すこーし、少しぐらいは心配なんじゃない？」

「皆無だ」

　凜り々りしい顔つきでの物言いに、シルフィーナもそっかと納得する。

　本当にこの人は信じて疑わないんだ、と。

「強いのね、あなたもクレスも」

　──逃げているわたしとは違って。

　シルフィーナは隔たりを感じていた。それは力量によるものではなく心の強度という意味で。現実逃避したからといって一概に泣くわけでない、泣く涙なく泣く者もいるのだ。

「くっくっく」

「どうしたの……？」

「それがなぁ、別にそう強くもないんだ──クレスと私」

　噓うそでしょと思いじっとアウラを見つめるシルフィーナ。苦笑を浮かべつつ彼女は語る。

「まずクレスだけど、アイツ……私と組んだ当初は特に弱虫というか卑屈でな。ネガティブだし、根暗だし、飯食わないし、そんでもって私のこと嫌いって言うし」

「嫌い!?　アウラさんのことを!?　あんなにベタベタくっついてたのに!?」

　嫌悪していた時期があるとは驚きである。

「……アイツの生い立ちは、まぁ結構過酷だったから。力はあったんだけど心が幼かった。人が信用できない。なんでも１人でやろうとする──きっと傷つくのが嫌で、誰とも関わりたくないと思って生きていた」

　──もう失うのは嫌だから。

（……人が信用できない。……なんでも１人でやろうとする）

　アウラが語るクレスの過去の数々を、シルフィーナは今の自分と重ねた。そしてそんなことをおくびにも出さなかった彼に、どうしてだろう、胸が熱くなってしまった。

「──で、ご存じの通り、私もクレスも組織ナンバーズに所属してるんだけど、そこのボスに『貴様には新入りの面倒をみてもらう！』って最初に振られてさ……正直すんげぇ嬉うれしかった。クレスが生まれて初めての相方になるからな。私はバカだしできないことも多いけど、それでも色んなこといっぱい教えてあげようって。ここにいる時間を少しでも楽しんでもらおうって。一緒に人生を謳おう歌かするんだ！と、そういう風に思ってたよ」

　彼女の意気込みはハツラツで、新人に辛辣に接するなどという考えは一切なかった。

「でも会って早々に拒絶されて……流石さすがの私もちょっとへコんだ。やっぱ私みたいなバカより、他の頭いい連中の方がいいのかなーって」

「そんなことない。アウラさん良い人だもの。クレスの見る目がないだけよ」

「はっはー。……だけど柄にもなく勉強も始めたんだ。アイツに秘密でな。クレスが使う魔法や故郷を知れば、もう少しは仲良くなれるかなー……と」

　だが全然覚えられなくて結局惨敗したとオチがつく。

「で、もうガンガン行くしかない！って思ってガンガン行った！　喧けん嘩かする時もあったけど、最終的にはこうして仲良くなれた……というわけだ！」

「仲良すぎる気もするけどね。部外者からしたら相棒というか夫婦に見えるもの。でもそっか、独りだったクレスもあなたと出会えたから変われたのか……」

　──わたしももっと早くアウラさんと出会えていたら、同じく変われたかもしれない。

　しかしシルフィーナが内心でそう望み、かつての幼少期にアウラが参上したとしても、彼女との出会いは出遭いでしかなかっただろう。なにせ人と災い、隔たりは最初からある。

「夫婦かー。それを言ったらクレスは露骨に嫌な顔しそうだなー……」

　対してアウラの言葉はのんきなもの、バカは御免だと言われる構図が目に浮かぶ。

「クレスは私のことをだいぶ頼ってくれるけど、アイツが思うほど自分は強くないって思うんだよな」

「めちゃくちゃ強いわよ……？」

「いや、腕っ節の話じゃなくて。違うところの強さ弱さを実感し始めている」

「クレスが心配で様子を見に来たって聞いたけど」

「私もそのつもりだった。よーし慰めに行ってやろうって。ただ……久しぶりに会ったクレスは少なからず男前になっててな。自分の気遣いが恥ずかしくなったと同時に──」

　少しだけ言いよどみ、照れくさそうに被かぶった金髪を搔かく。

「……会ってすぐさ、嬉しくて嬉しくて仕方なかったんだ。心配とか、気遣いとか、そんなんどうでもよくなって。本当はただ自分が寂しがってただけなんだって気づいた」

　頼られるのが当然だったのに、いつのまにか逆になっていた。

「当たり前が当たり前じゃなくなる。すると大切だと思っていたものがもっと大切になる。他人がどうかは知らないが、私はそれを──この時に初めて知った」

　20年近く生きてようやく気づいた、１つの答え。

　言葉で『ありがとう』と伝えるのは簡単だ。行動として『抱擁する』のは簡単だ。だけど、その言動だけじゃ足りないぐらいの『気持ち』を抱いたらどうすればいいのか？

　伝えたいことを伝えたい、でも伝えきれない。

　燃ゆる大炎もまた、吹き付ける風に寒さを感じる。

　大切な人から離れ大きな切なさを味わい、生きながらにして自分の本懐を１つ見いだす。

「って、なに言ってるかよく分からないだろ？　私はバカで話すの下手だし。自分の中でも未いまだまとまりがついてないことだ」

「……ううん、やっぱりアウラさんはカッコイイわ」

「そうか？」

「クレスの１００倍カッコイイ」

「あっはっは。そりゃまだクレスに負けるわけにはいかないとも！」

　無む理り矢や理りにでも面倒を見てやる──そう宣言する。

「しかしシルフィーナも肝が据わっているな。私たちを災厄と知った上でこうして気軽に接してくれる。大抵の輩やからは正体を知っただけで尻込みをし、逃げていくというものだ」

「わたしだって災厄に対して恐怖が皆無と言えば噓になるわよ？　だけどアウラさんはこの仮面を一発で見抜いた。そしてクレスは──この手を引いてくれた。彼から損得勘定抜きに助けてやるっていう意志を少なからず……あの時わたしとこの眼めは感じ取った。貴族だろうと災厄だろうと関係ない。初めてこの人の傍にはいてもいいな、と思ったの」

　それを信頼と呼ぶかは分からない。信頼という一方通行を信頼してはいけない。

　だから生存本能か、それとも現実主義かが、シルフィーナの奥にこれまでになかった何かを芽生えさせたと仮定する。災厄と知ったところで〝ソレ〟は微み塵じんも揺るがなかった。

「信頼とは違う、か……不思議な感情だなソレは。熱い魂とは違うのか？」

「どうでしょう。魂なんて物体はどこにあるのか分からないわけで、証明は難しいわ」

　数学みたいに正解があればいいのにね──シルフィーナはそう言った。

「あ、それとだ、私が今言ったことは秘密だぞ!?　過去の話は特に！」

　クレスに怒られそうだからとアウラは小声で告げる。

「分かった。乙女同士の秘密ね──ただ、フェアじゃない」

「ふぇあ？」

「ええ。だってアウラさんが色々教えてくれたのに、わたしはなにも教えてないもの」

「……いやぁ私は勝手に喋っただけだし」

　気にしなくていいんじゃないか？とアウラは言う。

　しかしシルフィーナは聞くと決めたのは自分、と反応した。

「だからわたしからも１つ、今に続く過去の話をする」

「ほほう。面白い話か？」

「ぜーんぜん。もしこのお話にタイトルを付けるとすると……」

　短く一考、これだと決め口を開く。

「『みにくい王家の子』──とかどうかしら？」
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「──どうやらネズミが入り込んだようだな」

　この言葉を聞き、俺は戦うか隠れるかを悩んだ。悩んだ末に──

『結局隠れるのね』

「（……荷物があって隠れる場所はたくさんあるからな。ダメなようなら戦うまで）」

　木箱と壁の間にギリギリ入り込み、息を殺し、耳を澄ます。

「グレイグ様、施錠完了しました」

「うむ。この部屋だけは見られるわけにはいかない──まぁ、それも儀式が終わるまでの話だがな」

　グレイグ……この家の主の名だ。そこにいるのか？

（というか、バレてない……？）

　もう１人は臣下だろう、侵入者など知らないとばかりに会話を始める。

「まさか運び屋までヴィンラゴ商会と繫つながっているとはな」

「妙に勘ぐってきて不自然……そう部下は感じたそうで、持ち物を見れば案の定です」

「死体の処理は？」

「もう済ませたと。男の持ち物は念のため保管しておきました」

　……どうやらネズミというのは、爆薬を運んで来た御者のことらしい。

　ヴィンラゴとは商国にある巨大商会のことだ──これは予想だが、王女や儀式の件とは関係なく、ただの利権争いでのいざこざっぽい。

（──っと、水晶を一応起動させておくか）

　十分声声を拾える距離……１分くらいしか記録できないけど。ダメ元での試みだ。

「しかし王女が無事に戻って来てくれて助かった。襲撃自体は失敗したが、まぁ黒姫も王女に施したかったことは当日に済ませるらしい」

　──失踪しないで良かった、そう安あん堵どしている。

（無事に戻ってくれてって……ニセ物は自分たちが仕向けたんだろ）

　もしかしてコイツらも黒姫とやらに記憶を操作されてる──？

　なんにせよ、もう完璧と言わざるをえない〝言げん質ち〟を録音した。

「学園の爆破も予定通り行う。お前たちを数名、神官および運営関係者として登録しておいた。儀式の開始直前、迅速に爆弾を仕掛けろ」

「っは！」

「だが最終準備日である明日に不足の事態が起こる可能性もある、ワタシの企たくらみが王家や騎士団に明るみになる……といった場合だ、その時は──」

「計画書最後のページ、あれを実行すれば良いのですね」

「そうだ。まぁ大した内容ではないがな。そういう事態に限りワタシの身の安全は考えなくていい、逃走ルートは確保してある上、黒姫から貰もらったコレもある」

　──コレ？

「明日に一度ミーティングをするから全員集めておくように。……国王陛下には申し訳ないが今回で没してもらう。王国は我々アマースト家と──《黄金の楽園エデンズ》が奪うのだ」

　神より加護を授かる日にクーデター……それが王国の最期とはとんでもない皮肉だな。

　黄金の楽園エデンズとかいう組織は知らない。初めて聞く単語だ。

「それと、もうこの計画書は覚えたな？」

「一字一句ぬかりなく」

「結構。もし急きゆう遽きよワタシがいなくなるようなら、お前が代わりに明日説明しろ」

「心得ました」

　──燃えろFire。

　グレイグが炎魔法を唱える。そしてチリチリと燃える音。鼻をつんざく焦げた匂い。

　計画書を燃やしているのだ。

（……っまだ最後の１枚を読めていないのに。ギリギリ間に合っただけラッキーか？）

　ただ不幸と言うべきか──

「黒姫から渡された《勾まが玉たま》は先も言ったがワタシが持っておく。万が一のためにな」

　なんとまだ見ぬ聖遺物まで持ち出される。それが自信の正体らしい。

「魔法操作式爆弾マギガ・アーム・ボムも急ぎ造らなくてはなるまい。既に大方の準備は済ましてある──今日運ばれてきた爆薬をすぐに工房へと運べ」

「なかなか時間がありませんね……」

「まったくだ。それに最近は目を付けられている。あれだけの爆薬が見つかったとなればタダではすまん。できる限りこの家からは危険分子を排除したい」

　顔を見ていなくても、グレイグが不敵な笑みを浮かべているのが分かった。

　そして警備体制含め、用意周到な考えの持ち主であることも。

（……時間がないのは、俺たちも一緒だ）

　儀式はもう明後日、対策・対処をする時間は明日しかない。

　それから間もなくしてグレイグたちは去って行った。

　俺もまた詮索を再開し、それなりの時間を置いてからこの館を出る。

　その頃にはまだ太陽は昇らないものの雨は止やみ、薄暗い闇だけが広がっていた。
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「──急がないと」

　躍動する身体からだが夜を切り、踏んだ水みず溜たまりが穴をあけ宙に踊った。

　深夜２時をすぎた頃、酔っぱらいたちが転がる黒いストリートを駆け抜ける。

　そして辿たどり着く、静まりかえった彼女たちの元へ。

「──ようやく、着いた、」

　特定のリズムで扉を叩く。すると部屋の中から慌てた様子でドタバタと響く音が聞こえる。

　固く閉ざされていた空間はここに開帳し──

「クレス！」

「……あ、シルフィ」

　イナズマみたいに飛んで来た彼女がすぐ目の前に、派手なお出迎えだ。

「起きてたんだな」

「……当たり前じゃない」

　シルフィは口を尖とがらせながらそう言った。

「よ。クレス」

「アウラさん……護衛ありがとうございました」

「なに、がーるずとーく？ができて楽しかったさ」

　……ガールズね。どうやら自分の思ってた以上に仲良くなったらしい。

「でだ。帰ってきて早々なんだけど、すぐに情報を共有したい」

　アマースト家潜入を経て分かった計画、その全容を２人にも教えなくてはいけない。

「──もう、時間がない」
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　アマースト家爆破クーデター計画（仮）──全容。

　儀式の開始前に『爆弾』を会場に設置、ニセ王女が加護を授かり終えたタイミングで爆破される。主目的は王族を含む有力貴族たちの一掃、なおグレイグ・アマーストの協力者として黒姫（黄金の楽園エデンズ）と呼ばれる存在がいる。

「……という内容だ。謎組織の明確な目的は不明だけど、グレイグと同じく『王国』の乗っ取りを考えてはいるはずだ」

「大規模クーデター、か……」

「予想以上にスケールが大きい話だ。だけど奴やつらの計画は最終段階に入っている、もう明日……いや一応日は回ってるから今日か、準備最終日であるこの日中に爆弾を完成させ、襲撃体制を完璧にするだろう。工房や身柄を押さえるといったことをして事前に防ぐことも難しい」

　まだ太陽が昇らないこの時間でさえ、グレイグたちは奔走しているはずだ。

「王族は皆殺しにしようってことだけど……一度襲われたわたし、シルフィーナ・ハーレンスにはなにか利用価値があったってことね」

「そういうことだろう。異能関係の実験台が一番可能性がありそう。ただシルフィに関してグレイグの発言はちぐはぐで、ニセ王女が一体どういう役割なのかは終始分からなかった。もしかしたら黒姫？とやらにそこだけ記憶を操作されているのかも」

　爆破という目的は分かったのに『偽物』を立てた意味が分からない。

　彼らの口ぶりはまるで『本物』が見つかったと言わんばかりだった。

「……なんにせよ、いま一番重要なのは『爆弾』ってことよね」

「もし実行されれば甚大な被害が出ることになる」

　自分もそう考えていると頷うなずく。

　計画書には爆弾を３つ作り設置すると書いてあった。爆弾自体のサイズは相当大きく威力は超一級。３つもあれば会場の１つや２つ楽勝で粉砕できるだろう。

「……だけど設置場所は不明なのよね？」

「ああ。仕掛けるタイミングは直前って言ってたけど、それが１分前なのか、それとも１時間前２時間前なのかも分からない」

　魔法操作式爆弾は魔導具の一種なので、エルに探索させるという手もあるが、それは向こうが魔導具を『起動（＝魔力の注入）』してようやくできる。もう既に設置されているというのなら、今から解除に向かえたが──

「それにグレイグはかなり周到なやつだった。もし儀式が始まるまでに計画がバレる、また阻害されるようなら、また違う手を打つらしい」

「……でもそれも不明、と」

「ごめん。俺の確認が間に合わなかった」

　もう紙を燃やされてしまった以上、情報入手は困難だ。グレイグの臣下を捕まえ拷問をするにも時間と……シルフィの目があるから難しい。

「ムズそうだな」

　黙って聞いていたアウラさんも腕を組みうーんと唸うなる。

「……」「……」「……」

　本番が明日に迫ってようやく見えてきた計画の全容、しかし知るのが遅すぎた。

　一通り報告を終えれば沈黙がこの場を支配、皆どうすればいいかをひとりで考える。

「……なんとかバレずに、国王に知らせるのがいいんじゃないか？」

　切り出したのは自分だった。

　トップの人物たちに、グレイグに気づかれず事を報告すべきと提案する。

　もはや３人の手に負える規模の話じゃない。

「……それは嫌」

　ただシルフィはその提案を拒否した。

「……ならどうする？」

「わたしたち３人だけで対処する」

「……爆弾は複数あるんだぞ？　シルフィはまだ爆弾の無力化に必要な知識を習ってないだろうし、アウラさんに緻密な作業は不可能。爆弾を解除できるのは現状俺だけだ。凍らせて時間を稼ぐ手もあるけど、相手に気取られるのがオチだろう」

　流石さすがに数も数。設置場所も不明の中、自分１人で回りきれる量じゃない。

「で、でも、計画がバレるようなら、また違う作戦を用意してるんでしょ奴ら？　もしその爆弾を城や町に移されたらどうするの？」

「……そうだけど、リスクがあるのは学園だって一緒だ。学生たちの命が懸かってる。だから俺たちが下手に動くよりも、責任のある人たち──国王に任せた方が良い」

　確かにこの計画を外に教えればリスクは出る。むしろ被害者は多くなるのかもしれない。

　それでもこの一連を３人……いや、彼女に背負わせるのは重い。

　他に居場所があり、いつでも国外に逃げられる俺やアウラさんとは話が違うんだ。

「──もう本番は明日、お父様じゃどうせなにもできっこない」

　重い空気の中、吐き捨てるようにシルフィはそう口にした。

「どうせできないなら──わたしがやる」

　そして弱い父よりも、自分が行った方が助かる道があると。

「……無む茶ちやだ」

　バレないよう警備を突破し、俺１人で全爆弾を無効化し、敵を取り押さえ、謎の組織にも警戒、全ての安全を確保してから『証拠』を突き出す──そんなことは夢物語である。

「無茶かもしれないけど無理じゃない。戦力だって災厄が２人もいるんだから──」

「確かに災厄がここに２人いるとも、だけど俺たちはあくまで災厄だ」

　小回りが利く俺にしたって、敵にも観衆にも正体を隠したままでは限界がある。しかもアウラさんに限って言えばできるのは『戦闘』だけ。素性を隠してではロクに戦えない。

　常軌を逸した〝暴力〟を持つから災厄。物や人を『破壊』『殺害』するのならともかく、隠おん密みつが主軸カギとなるだろう今回の作戦は、そもそも災厄向きではないんだ。

「……できる」

「不可能だ」

　この断りはいうなら『諦め』だ。もう勝率の薄い勝負で完全勝利はまずない。

　つまり現段階から関わって責任を負うより大人……王様に任せた方が後々──

「ッ、できるったらできるわ！」

　理路整然とした理屈理論を並べるシルフィはいない、感情に突き動かされるみたいに可能だと強く連呼する。そこにいつもの余裕がないのは誰が見ても明らかだった。

「……２人＋護衛対象１人でどうやって成功させる？」

「わたしは頭数に入ってないわけ……？」

「お前はまだ狙われているはずだ。それは俺も同じだけど自己防衛能力に圧倒的な差がある。シルフィの場合、俺かアウラさんが護衛についてなきゃ表舞台には立てないだろ」

「…………」

「今回お前が出しゃばったところで──死に急ぐだけだ」

　きっとグレイグたちの計画は少なからず被害を生むことだろう。

　10人死ぬか、１００人死ぬか、１０００人死ぬか、それ以上か。

　明確な打開策がないのなら諦めろ。当初通りシルフィは大人しくしているべきだと冷たく呈した。この時ばかりは『絶氷エターナル』としての姿を取り戻していたと自分でも思う。

「……わたしのお願いは、聞いてくれないの？　従者じゃないの？　仲間じゃないの？」

「俺が命令に従う相手は、最初から１番目の災厄だけだ。上はお前じゃない」

「……そう。結局あなたも口だけ、他の連中と一緒だったってわけね」

　シルフィは両拳をギュッと固く結び、視線を斜めに下げる。

「……やっと……やっと……あなたならって思ってたのにッ……」

　ポツポツと、涙でも流すみたいに途切れ途切れの言葉が彼女から溢あふれる。

「諦めろ。それにシルフィ自身も言っていた、自分いのちより大切なものはないと」

　だから──

「つまらないプライドやら誇りは捨て、保身に走るべきだ」

「っ──！」

　バチン、と乾いた音がした。鋭い閃せん光こうが右の頰ほおを貫いたんだ。

　もちろん初動も軌道も見えていた、それでも──避よける気にはなれなかった。

「……もういい」

「シルフィ」

「クレスなんてだいっ嫌い──ッ！」

　怒るどころか、泣きそうな顔をしてシルフィが部屋を出て行く。

　俺は間違ったことを言っただろうか？　それともシルフィが間違っているのだろうか？　もし第三者が見ていたら正しいと判断したのはどちらだろうか？

　いや、きっとそういうことじゃないんだろう。

「クールに言ったな、クレス」

「……優しく言ったら、どうせあのワガママお姫様は聞かないですから」

　シルフィは口が悪いくせに心配性で、おせっかいで、優しい女の子だってことを知っている。妹と重ねたことだってある。仲間として名前で呼ぶようにもなった。

　だから──守りたいと思ってしまった。

　彼女を失いたくなかった。少しでも安全なところに居て欲しかった。

「クレスから念のためと渡されてた氷片を、シルフィーナのポケットに密ひそかに入れておいた。魔力で後は追えるな？」

「……アウラさんは？」

「私が行っても意味はない。信頼していたのはアルカでなくお前だ」

　エルに確認を取ると、脳裏に自分の魔力の移動がハッキリと映る。

　そのルートはめちゃくちゃ、たぶん道が分かっていないんだろう。

「シルフィーナもシルフィーナなりに想おもいがある。聞いてやってくれ」

「……俺がいない間、なにか話したんですね？」

「ああ、だけど教えないぞ──なんせ乙女の秘密だからな」
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　一体この数日でどれくらいの距離を走っただろう。

　暗殺者に追われ、情報収集のために奔走して、そしてシルフィとまた会うため。

　動く魔力の反応を追いかけ追いかけ──足を止める。

　ここが終着。歓楽街の外れ。建物が四方に取り囲む廃れた小広場。端に置かれたボロい木製ベンチに──シルフィーナ・ハーレンスは小さく座っていた。

「……なんの用」

　足音が近くで途絶えると、視線は足下のまま目を合わせずに冷たく言われた。

「……これまでの報酬でも欲しくなってきたわけ？　残念だけど手持ちはもうない。それともロリコンだからわたしの身体からだとかの方がいい？　別にそれでもいいわよ、もう」

　声音は淡々と、赤の他人をあしらうように。

　まだこうして関わりあう前、一番最初に聞いたあの時の本音とよく似ている。

「隣、いいか？」

「……」

「座るぞ」

　無言が肯定を指しているか分からないが、一言いってベンチに腰掛ける。

「……強く言ったけど、別に謝る気はない」

　俺はまだ暗い空を見ながら、黒い地面を見つめる彼女に言葉を続ける。

「俺は災厄としても、人としても、さっきの選択が今でも最善だと思っている」

「……」

「そして──」

「？」

「あの時も今も、シルフィのことを護まもりたいって思ってる」

　仕事の一環とか、ボスに言われたとか、そんなんじゃなくてもっと単純に、甘ったれた気持ちがここにはある──

「……連れ戻しに来たんじゃないの？　それとも口説きに来たわけ？」

「いいや、駄だ弁べりに来ただけだ」

「……あっそ、なら──付き合ってあげる」

　夜空が東雲しののめへ近づく時、彼女はなんでもないように誘いに乗った。

　吐き出す息が大気に紛れ、悠久の中で彼女は語り出す。

「わたしね、実はちゃんとした王族じゃないの」

「性格が王族らしくないって意味か？」

「……相変わらず失礼ねー、わたしにそんな口を利けるのあなたぐらいよ」

　鼻先で笑いながらそんなことを、今更だろう。

「でまぁ、わたしはいわゆる妾めかけの子で、母親はただの平民だった……って驚かないの？」

「驚いて言葉が出ないんだ」

　……そうか、母親は王妃ではなかったのか。

「トップシークレットの情報だろそれ。おそらく王族ぐらいしか知らない」

「ご名答。身内しか知らないこと。だけどアウラさんと……一応クレスには良いかなって」

「なんで俺だけ一応なんだ……」

「だってわたしをさっき叱ったんだもん。最善リアルすぎて反論できないやつ」

　最善案を言われたという自覚はあったんだ……

「物心つく前にわたしは異能を発現したの。すぐにお父様の家に引き取られたわ」

「お母さんは？」

「知らない。死んでるか生きてるかすら知らない──忘れろ、それだけ言われた」

　最初から王族に生まれたと思え、そう言い聞かされたそうだ。

「でも絵に描いたようなドロドロの貴族生活はなかった。お義か母あ様に『泥棒猫の娘が！』なんて言われてぶたれることもなく、お兄様たちも歳としは離れているけど同じ家族の一員として接してくれて、お父様も父親として振る舞ってくれた」

「……理想的な貴族一家だな」

「ええ、だけど小さい時にね、ようやく家になじみ始めたかなって頃に偶然聞いちゃったの──『あの子は上手く使うために優しく接しましょう』って。そうお義母様が、お兄様たちに言い聞かせていた」

　それで気づいたとシルフィは吐露する。

「受けていた優しさは『わたし』ではなく『異能』のためだったんだなって。もちろんお兄様やお父様がどう考えてるかは分からないけど、少なくともお義母様はそうだった」

「……」

「それで上がっていた熱が急に冷めるみたいに、王女たろうと頑張っていた自分を『あ、くだらないわこれ』って思ったの、学校やパーティーに行っても身分がどうこうってガキばっかりだったし、うっざいなぁって感じで毎日仮面を被かぶって生活することにした」

　現実主義、打算的な面はこの辺りで生まれたのだろう。

　仮面を被りリアルから背けば、重荷を当たり前とすることができた。

「勇者召喚が近づけばお父様も『勇者～勇者～』ってバカの一つ覚えみたいに、勇者って言葉しか知らないのか己おのれはッ……と、密かに憤りを抱いたものよ」

「最後だけお嬢様風に言われても……」

　本心がまったく隠しきれてないぞ。

「近づいてくる奴やつは全員『王女わたし』か『異能わたし』目当て。このわたしを見つける人は終ついぞいなかった」

　だから専属の騎士もメイドも雇わない。どうせ心から仕える気などないのだから。

「けどクレス、そんな時──あなたが現れた」

「……トイレ事件か」

「そう、わたしの排はい泄せつ音を聞こうと壁に耳をこすり付けていたあの低俗な事件よ」

　あれ、なんか色々ねつ造されてるんですが……

「わたしの本性を知るだけでは飽き足らず、お前とか呼んで強引に連れ出して──」

　そうだ。それから──

「……貴族が絶対行かないようなオンボロ宿に連れてかれて、シーツ一枚まっぱですごして、２人きりで寝て……岩みたいに固いパン食べさせられてっ！　変な居酒屋でご飯食べて！　急に相棒とかいうのが来て！　もー最悪！　最悪！　最悪！　最悪！　最悪！」

　地面に向かって強く連呼、閑散としたこの場所ではよく響く。

「だけど、こんなわたしを知ってもクレスは護り続けてくれた」

「……成り行きでな」

「成り行きでもなんでもいい。説教をしてきたし、バカにしてきたし、それでいて頭を撫なでてくれたこともあったし、ツッコミ入れてくれるし、ムカつくとか嫌いって何度も言ったけど、それでもこの短い、たった数日が……生きてきた中で一番楽しい時間だった」

「……そうか」

「初めてだった。このわたしと正面から向きあってくれた人」

　もしかしたら育った環境が似ていたからなのかも──と彼女は呟つぶやく。

　大きく息を吐きながらシルフィは頭こうべを上げた。視線はクレスと同じ空の向こうだ。

「15歳になる年にやる今回の儀式は、わたしの中で１つの成果だった。10年間お前たちを騙だましてやったぞバーカ！っていう。一種のストレス発散……くだらないでしょ？」

「ま、くだらないな」

「ふふふ。でもよく分かんない偽物が急に出てきて、なに一番良いところで出しゃばって来てんのお前？……って。ケーキで言うなら、大事に残しておいた苺いちごを横から取られたって感じ。これ店でやられたら、スイーツ女子はガチギレよガチギレ」

　反撃の狼煙のろしを上げたのはシンプルな動機だ。高尚な理由は一切ない、これがもし物語なら納得しない読者もいるだろう。そんな理由でかって。でも彼女の本能がそう考えたから、そう行動しただけ。根底にあるのは絶対の自己中心性。誰かに理解は求めない。

「お父様は賢王ではなく平凡な王。グレイグの計画を知れば、きっと自分たちが助かることを一番に考えたプランをとる。それだと確実に被害はゼロで済まない」

「だろうな。保身的な作戦展開になるだろう」

　本来は弱き人を第一に──しかしなかなか実行できるものではない。

　物語であるような英断を、現実では愚直と称す。

「だったら、わたしが平等に救う」

「……平等？」

「身分とか性別とか能力とか一切関係なく、等しく助けるの。貴族たちだけ一番に逃げようってのはズルイ話でしょ？」

　わたしは平等に扱われなかった、だからわたしは平等に世界を扱おうと。

「……本心は？」

「焦るお父様たちの必死な姿をじっくり見たい……って、冗談よ。そんな顔しないで。わたしだってゲスになるのはいいけど、クズにはなりたくないもの」

　これが一国の王女、ただこの乱暴クールな考え方は将来化けるかもな……

「だけどクレスは、わたしに大人しくしていて欲しいんでしょ？」

「危険だからな。それに失敗した時一番責められるのはお前だ」

　聖女が魔女の烙らく印いんを押されるように、大衆はなにかあればすぐ手のひら返しをする。いくら今の王女のイメージがいいからと、過去が身を守ってくれるとは限らない。

「災厄のくせにそんな心配するのね。わたしにかまうのがお仕事だから？」

「気づいてたか……」

「一番最初からよ？　だって理由もないのにこんな親切に護衛してくれるのおかしいもの。面識だってさしてないのに。せめて『惚ほれたから』くらいには予防線張っておくべき」

　色々と『ツメが甘い』と指摘される。反論のしようがないな。

「でも──俺がお前を助けたいと思う気持ちは本物だ」

　金はいらない。名誉もいらない。愛もいらない。自分の勝手でシルフィを護りたい。

「それも同じく甘い……甘すぎる考えね。まともじゃない。でも、最近抱いた〝コレ〟もそういう類いの感情なのかも」

　シルフィは胸のあたりをさすりながらそう呟く。表情には納得の色があった。

「クレスさ、恋人いる？」

　唐突。シルフィはおかしな質問をしてきた。

「……いない、けど」

「じゃあ、わたしのことは好き？」

「……まぁ好きか嫌いかといえば好きだ」

「将来なりたい職業とか、やりたいことってある？」

「……具体的にはないかな。強いて言えば組織への貢献おんがえしくらいだ」

　３つ質問をされそれとなく全て答える。すると──

「なら──もしわたしがもうダメだってなったら、また連れ出して」

　どこでもいい。もっともっと遠くへと連れ去って欲しいと請うてきた。

「それって……」

「あなたが最初に言ったんでしょ、駆け落ちって」

「……まじか」

「まじよ。発言したからにはちゃんと責任を持ってもらうわ」

　失敗した時に責められることは承知している。もしそれが耐えられないものであるのなら、外に逃がしてくれと請われた。

「その時は一ひと先まずクレスに娶めとってもらうとして。災厄の数字ナンバーズって基本異能力者の集団でしょ？　ならわたしは10番目の災厄として就職しようかしら」

「おいおいおい……」

「あ、福利厚生はそこまで重要視してないから大丈夫よ」

「そのことについての心配じゃない！」

「え。死にたい？　特殊性癖のクレスには生きづらい世の中だものね……」

「心しん配ぱい、だ！　この状況でどうやったらそう聞き間違えるんだよ！」

　相変わらず俺の意思は完全スルーらしい。勝手に話を進められている。

「ただ今回、もちろんやるからには全力、全員助けるつもり。それこそが黒幕への一番の意趣返しなわけだし、熱いってもんよ。これが正しいかは分かんないけどお父様みたいなダサいやり方はしないで、成し遂げてみせる」

「……具体的な打開プランは思いついてるのか？」

「ひどく荒削りなやつならね」

「……もし俺がそれでもシルフィに乗らないって言ったら？」

「クレスのこと、本当に嫌いになる」

「……なんだそりゃ」

　報酬があるわけでも、益になる情報があるわけでもない。しかも最悪の事態になれば外に連れ出して欲しいなどと、図ずう々ずうしいにもほどがある誘いだ。だけど──

「シルフィに本当に嫌われるのは、いやだな」

　それにここで得た友人たちも、居場所も、時間も、失うのは等しく嫌だ。

　できるものなら、なにも失いたくはない。

　ナニカに奪われた故郷、なくなることは悲しさ以上に心の喪失をもたらす。

「……はぁ、仕方ないな」

「ふふ、決まりね」

　彼方かなたへと向いていたシルフィが腰を上げる。そして颯さつ爽そうと振り返り俺へと視線を移す。

　誘われるように俺も立とうとしたが──

「ねぇクレス」

　すんでのところで待ってと声を掛けられた。

「──せっかくだし、まずはわたしの騎士ナイトにならない？」

　と、にこやかな表情……ではなく、片方の口角を上げたあくどい笑みでそう告げられた。

「いらないんじゃなかったか？　俺は仕えない。従者でさえパワハラで死にそうなのに」

「気が変わったの。でも仕えてもらおうなんて考えてないわ。身分なんてもうどうでもいいし。ただ女の子を誰よりも護まもるとなったら、その子の騎士にならざるを得なくない？」

「……なんだその自己中心的な超理論解釈は」

「良いでしょ、特別って感じするし」

「感じもなにも特別だろうさ。なのに簡単に言ってくれちゃって……」

「うん、決まりね！」

「まだ了承してないんだけど!?」

　しかしシルフィ曰いわく、大事な時傍そばで護ってくれるだけでいいとさ。

　それが難しいんだけど、彼女的には親友とか兄みたいな関係なのかもしれない。

「……ん、もう日の出の時間か」

「ああ。それじゃあ、」

「帰る……のその前に、ほら。誓いの接せつ吻ぷんよ、主君と騎士のするやつ」

「えぇー……跪ひざまずくのー……」

　いつも形式なんぞ不要不要言ってるくせに、こういう時は要求してくるのな。

　ただ得意げな表情で待っていることだし、せっかくだから付き合ってやるか。

「……ゴホン！　クレス・アリシア、わたしといついかなる時も共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を分かつまで愛を誓うと、神聖なる婚姻の契約のもとに──」

「おい！　それは結婚する時の誓文だ！」

「……ッ、バレたか」

　露骨に舌打ちすんなよ、やるなら手早く済ませてくれ。

「はぁ、なんかメンドーな定文言うのもあれね。おしまい、もう立っていいわ」

「なんだそ──ん!?」

　せっかく跪いていたのに。やれやれと起き上がったその瞬間──ネクタイを摑まれ引き寄せられた。そしてそのまま強引に接吻される。姫様というよりも暴君、荒々しく、力強く、どこか不器用、芯の奥まで伝えあおうとするソレは息を継ぐまで長く続いた。

　そしてシルフィは身体からだを離す間際、耳元でこう告げた。

「……クレスだけは特別に信頼してあげる。おめでとう、あなたは本当のわたしを奪った初めての人よ」

　似たような台詞せりふを少し前に聞いたばかりだが、

「でももし裏切ったら、わたしあなたを……」

　コロス。

「──契約やくそくよクレス、守ってくれると信じているから」

　本来災厄である自分にシルフィが力で勝つなどありえない。だから殺すなどという脅しは無意味なはずだ。それでも、どうしても、その契約は反ほ故ごにできないとココに刻まれる。

「はい、これでおしまい……ふぅ、って、キスってあんまり味しないのね」

「おまえ……」

「わたしが騎士になってって頼んだのだから、わたしからするのは当たり前じゃない？」

「当たり前じゃないだろ！」

「ちなみにわたしはファーストキスだった。クレスは？」

「…………」

「最　初　の　相　手　だ　ー　れ　？」

「よ、よよ、酔っ払ったアウラさん、です」

　それをカミングアウトすると、まぁそれならギリ許せるとのお言葉を頂く。

　どういう基準なんだ……？

「さ、行くわよ騎士クレス」

「……ちょ、おい！」

　立ち尽くす俺を置いて、シルフィは颯爽と歩き出す。

「あーもう！　自分勝手な姫様だなぁー！」

　さっきまでしょげてたくせに、すぐに立ち直ってこの調子だ。
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　早くしないと置いてくわと言われ、俺も駆け足で彼女を追う。

　天空は東雲しののめ、ぼんやりと横ばいに射さす太陽の光が、彼女の白金髪プラチナ・ブロンドを輝かす。

　あぁ、今日はよく晴れそうだ。
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「──ふぉうしたもんはー（どうしたもんかー）」

「──食べながら喋しやべらない」

「──ほまっひゃうあよね（困っちゃうわよね）」

「──シルフィまで!?　アウ……アルカさん化が進んでるんじゃ……」

　飛び出したシルフィと邂かい逅こう、紆う余よ曲きよく折せつあってまたよりを戻した。

　宿に帰るとアウラさんが『朝飯食べに行こう！』と提案、俺たち２人もそれに乗った。

「切羽詰まった状況の時こそ、飯はしっかり食う必要がある！」

「……アルカさんはどんな状況でもしっかり食べてるじゃないですか」

「大将！　酒を──」

「お酒はアウト」

　こうしてアウラさんと再会したあの居酒屋に来ているわけだが、店主に聞くといつもこの早い時間から開店させているらしい。客はボチボチいてみんな酒を飲みまくってる。

「ちぇーケチだなクレスは」

　アウラさんを朝からここの酔っ払い仲間にはさせない。禁酒を命じる。

「それにしても、この後はどうするか……」

「わたしの考えた作戦を完成させるべく走り回るしかないわ」

「ありゃ作戦って呼ばないだろ……」

「だから最初に言ったじゃない『ひどく荒削り』って」

　早朝、シルフィと帰る最中に彼女の考えを聞いた。それはアウラさんほどではないもののストレートな内容で、シンプルであるから一見簡単そうでもあったが……

「まずなによりも頭数が欲しいわね」

　ようは仲間募集中である。流石さすがのシルフィもこの３人だけでは困難と判断したらしい。

「具体的にはあと……３～４人ってところかしら」

「多いなぁ、」

「しかもでくの坊はダメ。腕の立つ友達とかいないのクレス？　魔法学園生でしょ？」

「……俺は友達が少ないんで」

　クラスメイトの数人はシルフィのお眼鏡にかなうだろうが、急に会えるかは怪しい。

「はぁ、騎士というのは大抵コミュニケーション能力に富んだ者なのに」

「騎士に対しての偏見が強すぎるぞ……」

　なんだよそれ、ボッチ系の騎士だって絶対いるだろ……いるだろ？

（だけど仲間、か──）

　思いつく奴やつらはいるが、みんなそれぞれ用事があると言っていた。

　姿を隠しながら探せばなんとか……でも最低３人だもんな……

「さ。そろそろ出ましょうか」

　腹ごしらえが済んだし一旦宿へ戻ることに。俺たちは店を早々に出た。




「ふぁ～……」

「流石に眠いみたいだな」

「まぁ起きっぱなしだからね。なのにあなたとアルカさんは余裕そうだけど」

「いやアルカさんの方は……」

「飯食ったら眠くなってきた、宿に着いたら寝るぞ私は。クレスも帰ってきたことだし」

　──戦いに備えるため、野性の本能は眠りにつきたいらしい。

「それにしても仲間をどう集めよう……」

　アウラさんにシルフィの護衛を任せ、俺だけで街に繰り出す……というのが無難な手。

　まーさか知り合いがこんな場所にいるわけもないし。

「──らっしゃっせ～らっしゃっせ～らっしゃっせ～」

　宿に向かう大通り、夜騒がしいこの場所でも先の店のように開いてるところもある。

「１時間は四千ビルス～２時間コースで八千ビルス～」

　……どうやら朝っぱらから客引きをしている店もあるらしい。

　こんな時間から営業とは、なかなかブラックそうな店だ。店員も気の毒に。

「吸って～吸わせて吸い込まれ～揉もんで揉まれ～ハッスルハッスル～」

　……しかし、どこかで聞いたことのある声な気がする。

　いやでも、風俗で客引きしている知り合いなんて──

「あ」

「な」

　ちょうど帰り道だったのもあり、客引きがいる場所を通過する。

　もちろんそこで、声の主とすれ違ったわけだが──

「どうしたのクレス？」

「……なんでもないです。さぁ早く行きましょう」

「──ちょ、ちょちょ、ちょーっと待った！　そこの３人！」

「……シルフィ、振り返っちゃいけない。あの声は魔笛だから聞いただけで不幸になる」

　シルフィとアウラさんの手を握り、足取りを速くする。すぐにこの場を離れ──

「待ちたまえよ、クレス・アリシア！」

「…………はぁ」

　それなりに大きな声で呼び止められ、シルフィが足を止める。つられてアウラさんも。

　２人が止まってしまったのだから、俺とて反応するしかない。

「よ。無視なんて酷ひどいぜクレス」

「……変装してたはずなんだけど」

「髪だけな。瞳が銀なんだから疑いはするぜ。それとオレと目があった瞬間に避けたもんだからビビッと来た。ま、無視した理由は分かる、なぜなら──」

　……まさか俺は指名手配でもされてる？　グレイグが手でも回したのか？

「そこの女の子２人と、今からエッチなことするつもりなんだろ!?」

「「「…………」」」

　変装したアウラさんとシルフィを指さしてそう口にする。

　──なにを言ってるんだこいつは。

「おっと、お嬢さんたち失礼。『なんだこいつ急に引き留めてきてキモ』とかは思わないでくれると嬉うれしい。悪いんだがハーレンス王立魔法学園の非モテ総代表として、クレスの卑ひ猥わい事を見逃すわけにはいかねぇんだ」

　卑猥がどうとか、こんなところで働いてるお前が言うなよ。

「……魔法学園？　クレスと同じ？」

「応とも。てか同じクラスで隣の席なのオレ」

「つまり最優のＳクラスということ……」

　それを聞いてシルフィの顔つきが変わる。

「おいまさか……」

「クレス、彼を紹介してください」

　彼女の思惑はだいたい分かった。口調も表の方に戻っている。

「はぁ、コイツは……」

「クレス、自己紹介なら自分でするぜ」

　などとキザな口調で俺を遮る。カッコつけたつもりなのか前髪をさっと横に流して。

「──オレの名はスミス・アルビン、学園一の可能性を秘めた男さ。よろしくな可愛かわいいお嬢ちゃん」




　　　　※




「すんませんでしたぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　戻った宿で、盛大に土下座を決めるスミス。謝罪の相手はもちろん──

「ま、まま、まさか、シルフィーナ王女殿下とはつゆ知らず、可愛いお嬢ちゃんなどと生意気な口を叩たたいてしまい、申し開きのしようがございません！」

「ふふふ、分からなかったんですもの、仕方ありませんよ」

「お、王女殿下……」

　ベッドに座ったシルフィは天使のようなオーラを纏まとい、優しく声を掛ける。

　スミスは許されたと思ったのか、感極まった様子であった。

「スミス、シルフィは笑顔だが本気で怒ってるやつだぞこれ」

「えっ!?」

「こらクレス、わたしは許す気なのですよ。安心してくださいアルビンさん」

　許す気、ですね。つまり許したつもりはないと。

「し、しかし、まさかあの見つかった王女が偽物だったとは……」

　バイト中だったスミスを『いいことしよ』とここに連れだし、そして変装を解いて今回の事の顚てん末まつを伝えた。で、相手が王女と知りスミスは謝罪をしたという状況である。

「（……クレス！）」

　土下座の姿勢を保ったまま、視線だけでスミスは意思を飛ばしてくる。

「（あっちの床で寝てる……けど、金髪のキレイなお姉さんは誰だ!?）」

「（……土下座中に聞くことかそれ）」

「（いいから教えてくれよ！）」

「（……まぁ、ここに来る前に俺と仕事をしてた人──かな。今はシルフィを護まもるために協力をしてもらってる）」

「（またクレスの知り合いかぁぁぁぁ！　前の布教の人しかりお前には美人の知り合いが多すぎるんじゃぁぁぁ！　美人が寄ってくる加護でもあるのか!?　呪い殺すぞ!?）」

　迫真の圧だな、ホントに呪い殺されそうだ……

「どうかしたんですかアルビンさん？」

「いえーなんでもございません」

　と、何事もなかったようにケロッと応える。二重人格者かお前は。

「そ、そういえばクレス、お前さっきから王女殿下のことシルフィって……」

「あ」

　──そうだった！

　ここにはもう部外者がいるのに……寝不足で頭回ってないのか俺は……

「あーそれはわたしが命じたんですよ。愛称で呼べと」

「お、王女自ら……？」

「ええ。なにせクレスは──わたし専属の騎士ですから。ねぇ？」

　天使のような微笑ほほえみで覚悟を問う。

「そ、そんな感じですねー」

「そんな感じ？　はいかいいえでハッキリ答えなさい」

「……はい。騎士やってます」

「──と、いうことなんですアルビンさん。助けてもらったことを機にクレスにはそのまま騎士になってもらいました。それで護衛の他にも色々お世話もしてもらって……」

「お、お世話ですか？」

「はい。お風呂とか、着替えの準備とか、夜のベッドで面倒をみてもらったりとか」

「クレスきさまぁぁぁぁぁぁ──ッ！」

「ま、待てスミス！　誤解だ！　シ……姫様！　語弊がありすぎるでしょその言い方！　訂正してくださいよ！」

「……姫様などと呼ばれる人は知りません」

「呪い殺すなぞ生ぬるい、今ここでオレが直接引導を渡してくれる──ッ！」

　そっぽを向くシルフィに、闇のオーラを纏ったスミス、そして床でぐうぐう眠ったアウラさん。まさに一種の地獄絵図である。

「どうしてこうなる──!?」




　慌ただしい時間も、少しすれば真剣さを帯びた雰囲気になる。

「──つまりその作戦のため、オレがあと３人ほどを集めてくればいいわけですね」

　シルフィは、学園に爆弾が仕掛けられるという、大規模クーデターが起きることもスミスに伝えた。ニセ王女の件はさっき教えたが、今度は命が懸かっていると知りふざけの色は一掃、そこにはいつになく真剣な男の顔があった。

「条件は魔法操作式爆弾マギガ・アーム・ボムとやらを解体できるほど優秀なやつ、うちのクラスの面々なら楽勝とはいわずとも可能……なんだろクレス？」

「ああ。だけど本当に俺は仲間集めに行かなくていいのか？」

「お前は王女殿下を護るのが仕事なんだろ。ならこれは──オレがやる」

「スミス……」

「そんな心配そうな顔すんなよ。コミュ力と人脈には自信めちゃくちゃあんだ」

「いや、キャッチの仕事は放りだしていいのかなって」

「そっちの心配かよ！　あの王女殿下の助力をするんだ、バイトの１つや２つ余裕でボイコットするさ。……どうせこの時間客来ないし」

　まだ作戦の全容は聞いていないスミスだが、事態を把握し快く協力をしてくれることになった。シルフィが本物だということは、俺の話だけで信じてくれるらしい。……が、きっと外面のいい姫様にコロッといかされたんだろう。

　まだ早朝ということもあって少し時間をおく。明るい時間でなければ学園は開かない。その間に俺たちは作戦の思案、スミスはバイト先に早退の旨を伝えてきた。

「んじゃそろそろ良い時間だし、はりきって行ってきまーす！」

　そうして俺たちは、仲間を誘う笛吹き男を学園へと送り出した。




　──それから約１時間後。

　コンコンコンと、決められたリズムで扉が叩かれる。

　どうやらスミスが見定めた仲間候補１人目が来たようだ。

「──お、おじゃましまーす」

　俺がカギを開け、ゆっくりと入ってきたのは……

「あ、クレス君」

「マイさん……！」

　現れたのは勇者の１人マイ・ハルカゼ。休校であるにもかかわらず制服姿なので、おそらく会場で設営等のボランティアをしていたのだろう。戦力としては逸材で間違いない。

「スミス君に言われて来たんだ。で、どうしたの？」

「え……な、なにも聞いてない？」

「うん。なんでもクレス君が超ピンチだから助けてくださいって」

「あいつ……」

　なんの説明もなしか。でも時間を急ぐ以上どうしようもないのかも──

「……説明する前に、まず最初に彼女を紹介しておいた方がいいか、」

　百聞は一見にしかずと言う。俺は待機していたシルフィにアイコンタクトする。

　そして彼女はすっと俺の横へ、マイさんの前で軽く頭を下げた。

「あ、こ、こんにちは。えっと……マイ・ハルカゼです」

　初対面だと感じたからか、マイさんは少し照れながら挨拶をする。

　そしてシルフィの方は念のためにと被かぶったカツラを取って──

「お久しぶりです勇者様。シルフィーナ・ハーレンスです」

「…………へ」




　──それから更に１時間後。

　またしてもあのノックの音。ガチャリと音をたて回るドアノブ、そこにいたのは──

「クラリスさん!?」

「あ。クレス君、こんにちは」

　流れる金髪に煌きらめく碧へき眼がん、学園の生徒会長でもあり、少し前にはＭＫＫ作戦というのを共にやった間柄。華やかな公爵令嬢がここにいるのはなんだかカオスでもある。

「ど、どうしてここに……？」

　クラリスさんは確かに優秀なんだけど──

「ついさっきまで明日の儀式の準備を仕切っていたんですけどね、クレス君のお友達がなにやら奔走していまして。相当焦っているようだったので、引き留めたんです」

「スミス、ですか……」

「はい。彼は私とクレス君が、その……仲が良いと知っていたらしく、」

　非モテ代表と名乗るくらいだ、こういう事柄にはすごい敏感な奴やつである。

「それで……いまクレス君がちょっと困ってるって聞かされてですね、」

　マイさんと同じパターン、どうやら詳しい説明は聞いてないらしい。

「く、クレス君から大事な話があるから、平民区のこの宿まで行ってやってくださいと頼まれました。……禁断の愛ともいえる秘め事だから、隠れながら行って欲しいとも……」

　頰ほおを赤く染め照れながらそう言うクラリスさん。

　……なんか話の趣旨が違ってきてない？

「だから周りにバレないよう１人でここに。儀式の準備もほとんど終わっていたので、副会長に現場は任せてきました。じゃあ早速めくるめく禁断の愛を……」

「す、ストップ！　色々勘違いしてます！」

　少し興奮気味に近づいてくるクラリスさんを、なんとか制止する。

　スミス……！　あいつわざと誤解を生む言い方したな……！

「──クラリスが来たのですね」

　違う意味でピンチの場面、シルフィが今度も自分からこちらにやってくる。

　そういえばクラリスさんとは仲が良いん──

「──いっ!?」

　ガシッと片足を踏まれる、表情はにこやかだがよく見れば怒りマークが頭上にあった。

「ど、どちら様でしょう？　ごめんなさい心当たりが……」

　変装しているし、こんな場所に彼女がいるとは想像つかないのだろう。

　クラリスさんは首を傾かしげ、訝いぶかしげな目をシルフィの方へと向ける。

「流石さすがのあなたでも分からないようね、わたしはシルフィーナ・ハーレンスよ」

「…………え」




　昼を過ぎた段階で、この小さな部屋には５人もの人間がいた。

　自分、シルフィ、アウラさん、マイさん、クラリスさん──床で今なお寝ているアウラさんをのぞき、女性３人はベッドに座っていた。ちなみに俺はベッドの前で三角座りだ。

「……」「……」「……」

　俺が縮こまっているのは、ベッドに座る３人の雰囲気が恐ろしいから。無言でありつつも互いを牽けん制せい、戦場のようにピリピリと張り詰めた空気である。

（こんな場所に来てって言われたから、てっきりクレス君１人だけだと思ってたのに。まさか会長に加え王女様まで、先輩ヒロインと後輩ヒロインの板挟み……頑張るのよ舞まい！）

[image: ]

（参りましたねぇ……。ハルカゼさんとクレス君は仲が良いと察していましたが、ここで姫様が乱入してくるとは……。向こうには２、３歳上の謎の女性もいらっしゃいますし）

（てっきり男ばかり来ると予想していたけど、まさか女勇者とクラリスがいの一番で。こいつらクレス大好きっ娘こだろうし、わたしとて迂う闊かつに動けないわね……）

『──という感じでバトってるんでしょうね？　私の言ってること分かる鈍感クレス？』

「……」

『恐怖で硬直しちゃってるし……』

　いや分かるさ。３人は無言のままめまぐるしく思考を回しているってことだろ??

「あ、あのー……」

「「「なに？」」」

「いや、なんでもない……です……」

　呼びかけた瞬間に３人とも反応、凄すさまじい反射速度につい臆してしまう。

　早くスミス帰ってきてくれと、この時ばかりは念じずにはいられなかった。

「ふぁ～寝た～……」

　加えてだ。ここで厄介なことにアウラさんが眼めを覚ましたのである。

「随分と人が増えたな……よいしょっと、」

「あ……アルカさん！　ちょっと今は……」

　大きく背伸びをした後、アウラさんは俺の隣に座り肩に全体重を預けてくる。

「とーっても仲が良さそうですねクレス君」

「あの、クラリスさん？　なんで怒って……」

「まぁ年上が好きって前々から言ってたもんね。そうだよね。あ、いっそ他の人の年齢を私の異能で逆転させて全員年下にさせてしまえばいいのか。名案じゃないの舞」

「……クレス、アルカさん、ほどほどにね」

　ゴゴゴゴゴッと軋きしむ空間、かき乱した赤眼の問題児は今度は居眠りをしだす。

（……もはや俺の天運、ここまでかッ）

　ゴクリと固唾を飲み込む。しかし神は彼を見放さなかった。ここでというタイミングで久しぶりに扉がノックされたのである。

「だ、誰か来たみたいだ──！」

　藁わらにも縋すがる気持ちで起立、俺は代表して鍵を開け『入ってきてくれ』と促した。

「ちーっす」

「す、スガヌマぁ！」

「ようクレス……って、なんで泣きそうなんだ？」

　現れたのはデカい体たい軀くに、若干茶色が混じった黒髪を持つ──勇者の１人、コウキ・スガヌマだった。制服に身を包んでいるあたり、儀式準備から抜け出して来てくれたのだろう。ただこれだけでは終わらず──

「……数日ぶりの……クレスきゅ……ん、」

「っひ！　わ、ワドウさん、」

「ふっふっふっふっふ。美少年エネルギーを補充させて……」

　アンデッドのようにフラフラ迫ってくるのが勇者の１人、リンカ・ワドウ。魔法の腕は相当立つが、ご覧の通りヘンタ……変わった人物である。

「おい、クレスに迷惑掛けんなや」

　ただワドウさんの進撃はスガヌマがチョップで止める。

「凛りん花か、Ｙｅｓ美少年Ｎｏタッチ。Ｙｅｓ美少年Ｎｏタッチ。Ｙｅｓ美少年Ｎｏタッチ」

「う、うわぁぁぁぁ──は！　こ、ここは一体、ワタシはなにをしようと……」

　スガヌマがワドウさんに向け呪文を唱える。するとまるで神父が呪いを解くが如ごとく、ワドウさんはなにかから解き放たれた。どうやら理性が一時的に戻ったらしい。

（……そういえばケンザキはいないんだな）

　勇者たちの関係は、ケンザキだけが浮いた状態である……と、俺は見ている。

　スミス自身も仲が良くないらしいし、声を掛けなかったんだろう。

「……あ、それとスミスは？」

「アイツなら──」

「オレを呼んだかい!?」

　勇者２人の更に後ろ、そこからキザであるものの頼りがいのある声が発せられた。

「いや別に呼んでない」

「なんで!?」

「……冗談だよ。でもこれで──人数は揃そろったことになる」




　ここに集まったのはみな既知、信頼できる者たちだ。

　俺はシルフィの代わりに全てを説明した。店で襲われたこと、俺が助けたこと、ニセ王女が現れたこと、潜入したこと、そして奴らが明日に大きな計画を実行すると分かったこと。

　説明が終わる頃には悩ましさや焦燥でドンヨリとした空気が流れていた。

「……このことを、なんとか国王や騎士団長に伝えようとも考えた。だけど、」

「わたしがダメだと言いました。それでは全員を救えないから──」

　この段階からの対処、貴族がどういう対応をするかは全員想像がついた。

　重要人物たちを最優先した打算的な対応をする。シルフィはそれではダメだと告げた。

「しかも……計画が露見したらしたで、向こうにはまた違う手があるんだろう？」

「そう、スミスの言うとおり明日の儀式が中止になれば、きっと爆弾は違うところで使われる。もしそういう展開になれば今度こそ予測はまったくできなくなるだろう」

「だとしら予測のつく今回で、パパッと決めちまった方がいいわけだ！」

「なーに簡単に言ってんの幸こう樹き、失敗すれば会場どころか学園ドッカーンよ？」

「凛花の言う通り。国王様たちに任せれば被害は少なくすむかもしれない。偉い人や私たち勇者は死なずに済むかもしれない。ただ姫様の策に乗れば被害ゼロも見えてくる……」

　全員がウーンと唸うなる、そこで切り出したのはクラリスさんだった。

「とりあえず、姫様がやろうとしている作戦もお教えください」

「そうね。クレス、頼みます」

　確かに初めにどういう風に打開するか説明をしておくべきだろう。

「作戦名はとくに決めてない。爆弾解除作戦とでも。内容だけ簡単に説明すると──」

　第一段階：全爆弾の〝無力化〟。

　第二段階：グレイグ・アマースト及びニセ王女を結界で〝捕獲〟。

　第三段階：本物の王女が〝登場〟し、事の顚てん末まつを証拠と共に観衆に突きつける。

「……と、こんな流れを予定している」

「爆弾の無力化っていうのは？　数は３つ、爆破されるタイミングは王女が加護を授かった瞬間……ってことしか分かってないんだろ？」

　このスガヌマの疑問は深掘りする必要がある。要となる爆弾の処理。グレイグを捕まえたところで暴走でもして爆破されたら意味はない。人質を取られているも同然なのだ。

「幸いなことにここに集まったのは全員学園の生徒だ。明日の儀式には生徒主体の運営ボランティアや誘導ボランティアがいる。そこに爆弾解除をするメンバーを潜ませる」

「可能ですよ。生徒会長権限で違和感なくねじ込んでみせます」

「……ありがとうございますクラリスさん。仕掛けられるのは魔法操作式爆弾マギガ・アーム・ボムと呼ばれる代物だけど、潜入時の計画書を見る限り解除自体は不可能じゃない。それに──」

「ワタシたちは先々週から魔法相殺オフセツトの授業をやってますもんね」

「うん。ワドウさんの言うとおり魔力回路を操作するには、相殺の知識がいる。タイムリーなことにこれは魔法学の授業で今やっている範囲なんだ」

　加えてここには最優秀とされるＳクラスの人間しかいない。知識は一級だ。

「あと俺の中で、既に爆弾を無力化する魔法式マニユアルはだいたいできあがっていて──」

「「「「「「おお～」」」」」」

「あ、ありがと。今日中にその式を教えるから、普段授業をしっかり受けているなら解除すること自体もそこまで難しくはないはずだ」

　──というのが、俺なりの見解。

　ボランティアとして潜伏できるなら、自由に動けるし周りからの不信感も拭えるはずだ。

「じゃあ爆弾についてはひとまず大丈夫と。それで第二段階の──」

「捕獲だ。爆弾の無力化＝人質の解放。それができたのなら目下敵とされるグレイグとニセ王女を逃げられないよう、暴れられないよう結界に封じ込める。自信のある人は……」

　全員の視線は魔法の申し子たる彼女の方へ──

「ワタシ、か。まぁ結界は得意な方だし、やってもいいよー」

「快諾だねワドウさん……」

「その代わり、もし無事にやり遂げたら──クレス君、１つお願いを聞いてもらいたい」

　どうやら条件付きらしい。彼女の真剣な雰囲気に場が若干引き締まる。

「文化祭の時、女装してミスコンエントリーしてください！」

「分かりました勇者リンカ。シルフィーナ・ハーレンスの名に懸けて約束いたします」

「勝手に了承!?」

「勇者たる彼女がこんなに頭を下げて頼んでいるのよ？　それぐらいいいじゃないですか」

　……ぬぬぬぬ、悪ノリしてるなぁシルフィのやつ。

「…………分かった、ミスコン出るよ」

「「「「「「やったー！」」」」」」

　……でもなんで全員が喜ぶんだよ。見たいのってワドウさんだけじゃないの？

「で、第三段階が……」

「いよいよ姫様の登場だ。そこで今回の一件を決着させる」

　本物がいなくては、ニセ者もニセ者だと信じられないだろう。

「……うーん、それは警備を無理に突破するということですよね？」

「いや別に、クラリスさんの手引きがあれば裏口とかから入れるんじゃ……」

「警戒が厳しく出入り口は正面に１つだけです。それは貴族だろうと平民だろうと強制ですね。あと一番マズイのは、警備が我々の管轄でないということです」

「我々……王国や学園が警備をしているわけでない、と？」

「はい。度重なる襲撃の数々、王国は今回──剣聖を呼ぶことにしました」

「「「「「「剣聖!?」」」」」」

　驚いたのは俺だけじゃないらしい。全員がその人物の名に耳を疑う。

「あ、勇者さんたちも知りませんでしたか。そうなんです。今回は剣聖を筆頭としたセンテール教国騎士団が警備を行うんですよ。もちろん私にコネなんてありませんし、事前に言えば王へと報告されてしまう。無む理り矢や理りに突破するにしては相手が悪い……」

　剣聖と言えば年齢15にして、この大陸でも随一とされる剣の使い手。

　教国が誇る若き大天才、今の勇者が束になっても敵かなわないだろう。

「だとすれば奴やつらはどうやって爆弾を会場に持ち込むんだろうな……」

「クレス君の話だとグレイグは部下を神官関係者に入れるとも言ってたんですよね？」

「はい」

　スガヌマのふとした疑問にクラリスさんが答える。

「伝統として、儀式の開始前に神官たちによるお祓はらいがあります。その時は勇者であろうと王族であろうと中に入れません。神官の数は百人近くで時間も押している、警備も多少は緩くなるでしょうね」

　──その緩みにやつらは上手うまいこと入り込むってわけだ。

「この作戦ですと姫様シルフイが登壇するには強行突破しか手はありませんし……」

「入り口で説明してもすんなり入れねぇよな……」

「それどころか敵に気づかれちゃうんじゃない？　あ、変装していくとか？」

「身体検査してからでないと会場には入れません。誤ご魔ま化かすのは不可能でしょう」

　クラリスさんの説明に、スミスやワドウさんも意見を言うがやはり名案はない。

「──ようは剣聖を対処できればいいのでしょう？」

　ここで誰も言わなかったソレを、初めての発言で簡単に言ったのがシルフィだ。

「大丈夫よクラリス、それに皆さんも。わたしに１つ──考えがある」

　彼女は俺の隣にいるアウラさんを一いち瞥べつ。

　どうやら剣聖封じにアウラさんを投入するらしい。ただそれを本人や俺が言おうものなら後に尾をひく。ここは姫様シルフイが上手く言い回すことで場を収めた。

「……じゃあ第三段階では姫様の秘策？で剣聖の対処。俺がその他を蹴散らしながら姫様を会場入りさせる。ちなみに俺と……アルカさんは第二段階まで皆のサポート・司令塔をやる。主に爆弾設置場所の索敵、全体の動きを伝えることになるだろう」

　これが大まかな作戦の流れとなる……わけだが、

「なんだかやる前提みたいな説明になっちゃったな……」

　シンプルすぎてむしろ強引な内容だ、危険も伴う。

「私はこれでも勇者だから……っていう前に。この学園も、新しくできた友達も大好きだからさ。もし姫様の案で少しでも多くを守れるのなら──私はやる」

　マイさんは優しく、されど力強く決意を口にした。

「ま、こういうミッション系ってワクワクするし。それにクレスの頼み、やってやんぜ」

「……何がミッション系よ。でも勇者として来た以上、こういう仕事はいつかしないと」

　スガヌマ、ワドウさんも参戦を表明してくれる。

「……生徒会長として、学園を愛する者として、そしてシルフィの友として。こういう切羽詰まった状況です、クラリス・ランドデルクも精一杯力を尽くします」

　クラリスさんもサムズアップを決めながら任せてくれと言う。

「みんな……」

「お、最近ツンツンしてたクレスがデレるっぽいぞ！」

「す、スミス──っ！」

　確かにメッキはもう剝はがれているだろう。最近意識していた口調も元に戻ってしまっている。

「だねぇー。なんでクレス君は最近ツンデレしてたの？」

「ま、マイさんまでそんなことを……」

「私は同じクラスじゃないから見れなかったんですよね～」

「クラリスさんまで……」

　ダメだ。味方が一切いない。静寂だった空間も一気にどんちゃん騒ぎな状態だ。

　皆にもみくちゃにされ最後の希望、縋すがるようにアウラさんを見るが──

「良かったな、クレス」

　穏やかな表情で、優しくそう言われた。

　それは初めてアウラさんと心が通じたあの時と同じで──

「呪い殺そうか？」

「──っ、きゅ、急に顔近づけるなスミス！」

　イチャイチャ・アイコンタクトをするなと言われる。なんだそれは。

「──もう、一旦落ち着こう、な！」

　学級崩壊したクラスをまとめる先生の如く、皆を一時落ち着かせる。

「……詳しい作戦の内容は紙に書いて渡す。絶対になくさないように」

　それと──

「シルフィ」

「？」

「明日になればみんな各自で行動開始になる。最後に一言挨拶を」

　まとめ役は俺でも、先頭に立つのはお前だ。

　表だろうと裏だろうと、ここにいる奴らはシルフィの声が聞きたい。

「……そうね。みなさん、わたしの案に乗ってくれてありがとう。だいぶ無む茶ちやなことだと自分でも分かってる。責任も生じる。後で酷ひどく怒られるかもしれない。それでもわたしは平等に全てを扱い、そして助けたい。お父様じゃできないことを本物わたしが成し遂げる」

　だから──

「ここにいる全員が仲間だと思っています。明日──どうぞよろしくお願いいたします」

「「「「「「おう（はい）！」」」」」」

　深々と頭を下げたシルフィに全員の応えが返ってくる。

　一致団結、これで後は細かいことを打ち合わせして終わりだ。

「よし、それじゃあ一応確認を最後に。爆弾の処理をするのはクラリスさん、マイさん、スガヌマ。３人が動く間にワドウさんは密ひそかに結界の準備を進めてもらう」

「「「りょうかい」」」

　一段落ついたここでスミスがのそーっと手を挙げる。

「あの～オレのお仕事は……」

「……スミスか。まず１つ聞いておきたいんだけど、先々週ぐらいから授業でやってる魔法相殺の分野──まじめにやってないだろ？」

「う」

　指摘されてギクリと反応するスミス。

　重要な分野だけあり授業もみっちりだ。次のテストの出題はここからばかりだろう。

「……っく、そうだよ！　授業ぜんっぜん聞いてねーよ！　魔法相殺１つも分かんないわ！　しかしよく分かったじゃねーかクレス！　お前探偵か!?」

「そりゃ隣の席だし……。爆弾処理の大前提として魔法相殺が分からないんじゃ処理はできない。ただお前が想定以上に人を集めてくれたから、人手はなんとかなったけど」

「ふふふ。そこまで計算した上でオレは頭数をそろえたのさ」

　見え透いた噓うそをよくもまぁ堂々と……

「次の魔法学のテストはどうするつもりだったんだよ？」

　スガヌマが当たり前の疑問を抱き、当たり前にスミスに尋ねる。

「クレスのノートを一夜漬けで覚える！」

　そしてスミスは当たり前だとばかりにそう答えた。みな絶句である。

「や、やめて！　そんなゴミを見るような目でオレを見ないでくれ！」

　スガヌマの問いにまさかの一夜漬けと解答、しかも俺に借りる前提だったらしい。

　皆を集めてくれなかったら極刑ものだったぞ。

「ともかく爆弾処理班はさっき言った３人。それから結界準備にワドウさん。全員ボランティアに紛れ儀式に参加してもらうから」

　細々とした打ち合わせを再開、全員の爆弾解除後の動きも緻密に想定していく。

「──そして最後はお前だ、スミス」

　まだ当日の役割を言われていないスミスだけが、ずっとソワソワしている。

「大丈夫。スミスの仕事は考えてある。というか……今回で一番の大役になるだろう」

「ほほう！　そんなビッグな仕事がオレにあると！　いやぁ買われたもんだなぁ！」

　普段授業をまともに受けていれば、普通に処理班に行ってもらったよ。

　まぁでも、この役割を作れたのは大きいのかもしれない。

「スミスには今回の作戦における──最終兵器になってもらう」

「「「「「「最終兵器？」」」」」」

　俺のこの言いように全員が興味深げに耳を傾ける。スミスも興奮しているようだ。

「もし万が一、タイムリミットまでに全ての爆弾を解除できなかったらどうなる？」

「そりゃ諦めるしか……」

「そこでスミスの出番なんだ。もうダメだって時に──コイツは真価を発揮する」

　俺はスミスに近づき、皆には聞こえないようゴニョゴニョと耳打ちで伝える。

「そこでまぁ…………でもしてもらおうというわけだ」

「……は、はぁ!?　なに言ってんだクレス!?」

　役割を知り顔を歪ゆがませるスミス。皆に秘密にしたのはスミスの役を知ったことで、わざと解除を遅らされることを危惧したから（そんなことは実際ないだろうけど）。

「皆に言えることは爆弾の解除が万が一間に合わなかった場合、スミスがどうにかしてくれる──で、その隙に爆弾解除を続行するわけだ」

「おいクレス！　オレはまだ納得してねぇぞ！　役割がほとんど人柱じゃねぇか！」

「……そうとも呼ぶな」

「それやったら死刑だぞマジで!?　オレそのまま斬殺されんじゃないの!?」

　興奮した口調で拒否を示すスミス、どうやら人柱になるのが嫌らしい。

「（……シルフィ、あれやってくれ）」

「（……あれね、分かったわ）」

　ブラック・シルフィと瞬間で意思疎通、彼女に動いてもらう。

「アルビンさん」

「お、王女殿下……」

「勇敢で聡そう明めいなあなたにしかこんなこと頼めないの──お願い」

　と、上目遣いで見つめるシルフィ。するとあれだけ渋ってたのにコンマ数秒で、

「お任せください！」

「「「「「「（チョロすぎる……）」」」」」」

　ダンディな声音で了解したスミス、将来悪い女に騙だまされないか心配だよ。
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「──アマースト卿きようからは？」

「──準備抜かりなしと連絡を受けています」

　王都近くのどこか、黒姫と呼ばれる女は仲間と共にそこで待機していた。

　傍そばにいる中学生くらいの少女が、主君である黒姫に報告をする。

「王女の捕獲を失敗したと聞いた時はヒヤヒヤしましたけど、お城へと無事に戻ってきてくれて良かったですね。災厄の数字ナンバーズに捕獲されていたら一大事でした」

「そうですね。エリザに奪われてはひとたまりもありません」

　使えない貴族ですとプンスカ怒る少女に対し、黒姫は小さく微笑ほほえむ。

　ただ少女の言うとおり、本当にエリザに王女を取られていたら大変だった。

　既に忍ばせた間者が、戻ってきた王女を『本物』だと確認している。

　性格、趣味、口調、態度、魔力、その全てが完全に王女そのものだったから、万が一にもニセ者である可能性はない。そう彼女らは確信していた。

「あの粗末な儀式も、この手に掛かれば世紀の大儀式と変わりましょう。王女の異能を完成させ、そしてその身も力も全て頂戴する──我ら『黄金の楽園エデンズ』が」

　そして必ず、黄金の箱船を完成させるのだ。
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「──ボスー、王都までの座標固定できたぞー」

「──ご苦労ストレガ」

　とある大陸にある、災厄の数字ナンバーズの拠点。

　転送装置と呼ばれる魔導具の前にエリザは立っていた。

「しっかしホントに使う気なのエリザちゃん？　造ったウチが言うのもなんだけど、これまだまだ未完成系の超危ない系だよ？　出力は安定しないし、座標固定もブレるかもしんないし、最悪なパターンは転送中に身体からだが爆発して死んじゃ──」

「リスクは散々聞いた。それを承知してお前に準備してもらっている」

　足で王都に行こうにももう時間がない。それに土壇場での登場となれば黒姫に気取られることもないだろう。突然の介入は危険であるが有効打になるとも言えた。

「それに彼女ヤツの仕事が成功すれば、そもそも私の出番はない。この魔導具も使わないで済むだろうさ」

　エリザの脳裏には１人の災厄がよぎっている。

「あぁ、アイツいま王都にいるんだっけ？」

「うむ。ニセ王女として潜伏してもらっている」

　そう、とある災厄がエリザの発案した作戦で現在王女となっているのだ。

「上手うまいこと考えたよねぇ。相手の獲物に、あえて自分たちがなって尻尾を摑む。そして摑んだらそのまま放さない。でも、よく周りや敵の目を欺けたね」

「クレスに３週間近く王女を監視させ、逐一報告を受けていた。王女の仕草や纏う魔力量まで完璧に把握している。もともとそういう意図はなかったんだがな。後はこの情報を変装のエキスパートであるヤツに伝えれば、誰も見抜けぬ最強の影武者の完成というわけだ」

　世界一の変装スキルを持つあの者ならば、全ての目を誤ご魔ま化かせる。

　中身を災厄と知らぬ王女に、黒姫が接触してきた時が千載一遇のチャンス。

　──そこで黒姫を仕留めてもらう。

「万が一しくじったのなら、その時が私の出番となる」

　この魔導具を使うとしたら、そういう状況になった場合だけだと断言した。

「ふーん。あ、そういえばクーちゃんは見つかったの？」

「……それがまだでな。セローナに索敵をさせているんだが発見できていない。同じく本物の王女もだ。事前に逃亡の許可を出していたし、王女シルフィーナ・ハーレンスと共に王都外に逃げている線が一番濃い……というのがセローナと私の見解だ」

「もしかしたら王女様と一緒に、儀式にババーン！って突っ込んでくるかもよ？　ニセ者含め貴様ら全員成敗してくれるわー！って」

「バカを言うな。王女はそんなことができるような気概ある性格ではない。クレスの報告曰いわく、絵に描いたような箱入り娘だからな。まさか戦うことはあるまいよ」

　それに横についているはずのクレスが、自ら戦いを選択することもないはず。

「願わくば、全てが上手うまくいって欲しいものだ──」
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　儀式本番前夜──俺たちは宿を学園の近くへと移した。

　これまでの場所は長居しすぎたし、皆が集まってくれた時に騒ぎすぎた。学園からの距離も遠かったため今回はあえて近くに──灯台もと暗しなんてことわざもある。

「前回の宿よりかは幾分かキレイね」

「ベッドが２つもあるぞ！」

「まぁ今回は同じ平民エリアでも立地が立地だからね。ここらの宿はレベルがそれなりに高く──アウラさん、ベッドで飛び跳ねない」

　容姿は一応大人なんだから、あと下の階に響くし。

「──アーリア様いらっしゃいますかー？」

　扉がノックされ在室を確認される。アーリアとは念のためにと決めた俺の偽名である。

　３人の変装が完了しているのをチェックした後、ゆっくりと戸を開ける。

「王立魔法学園からアーリア様宛に『仮装衣装』という荷物が届きまして……」

「あー今度の文化祭で使うやつですね。重かったでしょう？」

「そりゃもう。しかしこの時期からもう文化祭ですかー」

「ええ、会長がえらく張り切ってまして。すぐに確認しに行くので荷はそのままで」

「かしこまりました。では下でお待ちしていますね」

　小さい宿なので店主自ら訪ねてきてくれた。扉を閉めシルフィに向き直る。

「どうやらクラリスさんから例のブツが届いたらしい」

　変装衣装などというのは名目だ、本当の中身は──

「クラリス、ちゃんとフルアーマーの甲かつ冑ちゆう入れてくれたのかしら」

　あす俺は姫様を伴って警備を強行突破する。そこで騎士として。そして正体を少しでも隠すフェイクとして甲冑を着ることが決まった。ただ理由としては前者の方が正直大きい。シルフィが『晴れ舞台なんだし着なさいよ！』と理不尽にめいれ……提案をしてきたのだ。

　断るにも断りきれず、クラリスさんも大丈夫というので１人分借りた次第だ。

「これで優しき王女と栄えある騎士の絵が完成するわね」

「なーにが優しき王女だ、それと晴れ舞台どころか暗雲しか立ちこめてないし」

　アウラさんは剣聖の対処役。俺たちとは完全別行動となり『５番目の災厄』として登場してもらう。そして思う存分大暴れしてもらっている内に会場へ侵入する作戦だ。

「とにかく今日は早く寝よう。もうシルフィもしんどいだろ？」

　明け方に飛び出したもんだから、結局俺も彼女も寝れていないのである。

「そうね。流石さすがのわたしでも睡眠を取らな──」

「いやぁ、今日はついに私とクレスで一緒に寝れるわけだな！」

「「は？」」

「だってベッドが２つあるじゃないか」

　なに当然のことを聞いている？という風体でそんなことを言い出す。

「シルフィーナが１人で使って。私たちは２人で１つのベッドを使うのでは？」

「そ、それは良くないわ。年頃の男女、しかもスケベなクレスがなにもしないわけ──」

「クレスと旅している時はずっと一緒に寝てたぞ？」

「はぁ──!?」

　おいマジかという目で見られ視線を逸そらすも……それが答えになったらしい。

「……その流れで行くと、やはりクレスは今日わたしと寝るべきね」

「どういう流れ!?　結構前に俺とは死んでも寝ないって言ってたよう──」

「おいおい気にするなシルフィーナ！　広いベッドで寝たいだろう!?」

「アウラさんこそ！　これまで床だったんだから偶たまにはいいでしょう!?」

「「いやいや遠慮しないで──！」」

　結局２つのベッドを合体させ、俺を真ん中にした川の字で寝ることとなった。

　色々状況に苛さいなまれ寝付きが悪かったのは言うまでもない──
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『こちらスミス・アルビン──ターゲットＧの姿を確認したぜ』

　儀式開始までもうすぐ、最終兵器であり通常時は一般参加（見張り役）となったスミスから報告が入る。どうやらグレイグ・アマーストの着席を目視で確認したらしい。

　そしてグレイグが常に見える位置でスミスも席を確保できたそうだ。

（それにしても、まさか姫様が下級とはいえ精霊を使役できるとはな……）

　こうして連絡を取り合えているのは魔導具でなく、各々に憑つけられた精霊のお陰。魔力の波を出さずに通信できるので逆探知される心配もない。範囲が狭いのがネックらしいがこの会場ぐらいの規模ならギリギリ許容範囲らしい。

「なかなかわたしの異能も使えるでしょ」

「仰おつしやる通りだけど、その台詞せりふも今みんなに送られたぞ」

「え、うそでしょ!?」

「噓うそだよ」

「…………殺す！」

「いや冗談、冗談だから！　俺は優しく微笑ほほえんでいるシルフィが好きだなぁ！」

　俺とシルフィはまだ宿の一室に。司令塔となってここでバックアップだ。

　ちなみにアウラさんは変装を止やめ、既にどこか外で待機している。

『クレス、魔法操作式爆弾マギガ・アーム・ボム３つ全ての探索が終了した。配置場所はこの通りよ』

　ついにエルから発見の知らせ。手元にある会場の図を見ながら、脳内に送られてきた配置を比べる。爆弾は結構なサイズだろうと踏んでたが、やはり置かれているのは万が一にも人目に付かない場所にだけ。

「爆弾処理班全員に通達、爆弾の設置場所が全て判明した。これからそれぞれの担当してもらう箇所の位置情報ポイントを伝える。手元に地図を持ちながら確認して欲しい」

『『『──了解』』』

「ポイントＡ──クラリスさん。ポイントＤ──マイさん。ポイントＫ──スガヌマ。なおワドウさんは昨日指定した場所で捕縛けつかいの準備を進めて欲しい」

『──おいクレス、ニセ王女様が出てきた、儀式が始まるっぽいぞ』

「了解。そういうわけだから皆、一応王女の方にも注意を払ってくれ」

　スミスから本物としか思えないほどソックリと感想をもらう。

『ではこれより、シルフィーナ・ハーレンス王女殿下に祝福をもたらさんがため、神降ろしの儀式を開始いたします。初めに──』

　スミスの精霊を通して儀式を開会するという旨が聞こえてきた。

「──作戦開始だ、みんなよろしく頼む！」

『『『『『了解』』』』』




　ついに対テロ作戦の幕が上がる。

　そこで改めて『タイムテーブル』を順序を追って確認。


①来賓の紹介や、お偉い人さんのお言葉──30分。

②国王からの祝辞──10分。

③メインイベント『神降ろし』──15分。



　トータル１時間弱の儀式。つまり爆弾の解除可能時間は『約55分間』ということになる。神降ろしが終わるまでに決着をつけなければ、学園は爆破されバッドエンドへ。

（爆弾のマニュアルを前日に渡したとはいえ20分、30分で解除できるほど柔やわな代物じゃない。もし変にいじれば途中で爆発する危険もある。なにより一番は皆ぶっつけ本番で挑んでいるってこと──）

　まさか緊張しないなんてことはないだろう。きっと手に汗握るはずだ。

『──スガヌマだ。ポイントＫで爆弾っぽいの見つけたぞ。ボストンバッグみたいなのに入っていて、サイズは聞いてたとおり大きそうだ。周囲に敵影もなし』

「発見了解。警戒しながら取りかかってくれ」

『──こちらランドデルク。私もポイントＡにて不審物カバンを発見しました。周りに人はいないです。解除に入りますね』

「発見了解。気をつけてくださいクラリスさん」

『──ハルカゼです。ポイントＤにて同じく怪しげなリュック？を発見。ステージ下だけあって敵にではなくホコリの大群に出迎えられたよ。っごほ、作業に掛かるね、』

「発見了解。終わった後の風呂が楽し……あ、セクハラじゃないですよ！」

　発見時には連絡することを約束、また10分ごとに定期連絡をすることを義務づけた。

　こうして３人の報告を受け、全員の作業開始を認知する。それと話を聞くに爆弾の周りに人や罠わなはなかったよう。どうやら計画が漏れてないと確信しているらしい。

　ただ爆弾自体の重さが相当あり、周囲（主にグレイグ）にバレないよう外に運び出すのは難しいらしい。やはりこの場で解除作業をするほか選択肢はないようだ。




　そして30分が過ぎた頃。ギリギリ順調に進んでいる──そう思っていた時だった、

『こちらランドデルク、クレス君聞こえます？』

「聞こえてます！」

『解除が終盤に入ったんですが、どうやら最後のプログラムだけマニュアル外の分野──ようは想定していたより難しい領域になってますね。私でも難しい。指示願えますか？』

　クラリスさん曰いわく最後のギミックが複雑らしい。

「シルフィ、紙とペンを……ありがとう。終盤で構築されてるっていう魔法式のコードを言ってください。こっちでメモして俺が解読します」

『助かります。１つ目が──』

　クラリスさんが丁寧に読み上げ、全てを書き留める。なるほどこれは──

「急造のくせに良いギミックだ……」

　10分……いや、５分で解除コードを解読してみせる。

「コードを割り出すのに５分強は掛かりそうです！　すいません待っていてください！」

　このことをすぐ全員に共有。終盤が難しくなるのでまだ手を出さないでくれと伝達した。

　ただマイさんとスガヌマの進捗はまだ中盤終わりに入ったかというところ。想定のペースを……もう保てていない。もはや間に合うか間に合わないか瀬戸際の戦いと言えた。




　そして更に５分経過、ここまでトータルで40分。

　つまり、本来はここで解除できていれば最高という頃合いにまで来た。

『──こちらスミス、いよいよニセ王女の出番が来たぞ』

「……もうそんな時間か」

　儀式開始。タイムリミットは残り15分。

　しかし終盤までに到達できたのはクラリスさんが担当していた１つのみ。

「……まずいわね」

　隣にいるシルフィが眉間に皺しわを寄せている。この事態が芳かんばしくないことは誰が見ても明らか、だからこそ誰もが真剣に今なお取り組んでいる。

「でもこれで解除コードは……割り出し完了ッ」

『──こちらハルカゼ、クレス君が言ってたところまでなんとか終わったよ！』

「マイさん……！　クラリスさんも聞いてください！　これからコードを口頭で言うので最後の解除に取りかかってください、お願いします──！」

　後はスガヌマだけだ。ただ全員がまだ動いていて誰も助けには入れない。

『うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　クレスゥゥゥゥゥゥ！』

「す、スガヌマ!?　どうした!?」

　スガヌマらしくない奇声が鼓膜に響く。一体何事だ。敵か!?

『やべぇよ！　なんかミスってコードが途中で消えちまった！』

「と、というと？」

『たぶん始めっからになっちまった！』

「えええええええええええええええええええええええええええ」

　スガヌマが奇声を上げた意味が分かる。俺だって奇声を上げずにはいられなかった。

『ホントにすまねぇ！　一度やったところだから早くはできるけど……最後のコード入力、完全解除をするには最短30分は掛かっちまう！』

　残り時間──15分もないんだぞ。たとえクラリスさんたちがヘルプに入っても──

「……とりあえず今の作業を進めてくれ！」

　ここで緊急事態。物理的に考えてもうスガヌマは間に合わない。

　間に合わせるには最低でも追加で15分という時間が必要だ。

　黄金より価値あるそんな時を生み出すにはもう──並の手段ではいけない。

「──ヤツを登場させるしかない、か」

　彼のためにもこの手は使いたくなかった。しかしこの際やむなしだろう。

「……通信をしている５人全員に告げる。５人全員に告げる。現状をレッドゾーン、緊急を要する事態と断定。これより対テロ作戦〝緊急フェーズ〟に突入する」

『『『『『緊急フェーズ？』』』』』

「そうだ。爆弾解除の時間を少しでも延ばすため、」




「──最終兵器スミス、投入だッ！」




　　　　※




『最終兵器スミス・アルビン』

　規格──身長１７５センチメートル。体重62キログラム。性格女好き。対テロ作戦（爆弾解除作戦）の緊急事態のために設計された最終兵器。別名：全員の希望ラスト・ホープ。司令塔クレス・アリシアの〝許可〟をもってようやく実戦に投入可能となる最強の人間兵器である。

（──って、んなクソ設定いらんわ！）

　スミスは額に汗を浮かべていた。

　クレスが全員に『スミス投入』を告げたからである。本人からしてみればやはり来てしまったかというところ。だが全員の希望ラスト・ホープと評されたのはバカにされてではない──本当に彼こそがこの状況を打破できる唯一の人間であるからだ。

（……オレがマジで最後の砦とりでだから笑えねーんだよな）

　こんなことになるなら勉強をしておけば良かった。正直そんな後悔もしている。

　だが──

『ごめんスミス。こんな役を押しつけて』

「（っは、気にすんなクレス。その代わり今度のテストの時ちゃんとノート見せてくれよ）」

『もちろん！　健闘を祈る！』

　スミスはクレスとの最後の通信を終える。

（こんなに頼られちゃやるしかない。ここからはオレがオレとしての役目を果たすだけだ）

　逃げたらここにいる全員が死ぬかもしれない状況。そこでスミスは思った。まだ可愛かわいい女の子と付き合えていない。まだあいつらとバカやりたい。まだ青春を謳おう歌かしたい、と。

　もしかしたら何年後かに、今回のことも青春の１ページとして笑える日が来るのかもしれない。ならばそんな未来のために──

「……オレ、行くぜ」

　──力強く、起立。

　たくさんの来賓、学生たちが椅子に座って動かぬ中、スミスはガタン！と音をたて勢いよく立ち上がった。沈黙は破られ数多あまたの視線が彼に注がれ蜂の巣状態。

「……なんだ？」「……どうしたんだろ」「……あれ変人のスミス・アルビンじゃん」

　儀式メインがようやく始まったというタイミングで、１人だけ集団から抜け出たスミス。

　ザワつく会場、儀式も一旦止まり、全方位から興味と不信感の塊がぶつけられる。

「き、君！　今は儀式中で──！」

　壇上にいる偉そうな人間から席に着くように命令される。

　しかしスミスは臆することなく──進んだ。

　列から中央に一本通る道へと躍り出て、壇上に向かって堂々と歩み始めたのだ。

（ど、どうするつもりよスミス君──！）

　死角からグレイグを狙って結界を準備していたワドウはこの光景を見ていた。

　その覇王の如ごとき威風堂々たる風体、警護の騎士たちも動くに動けなくなってしまう。

　まるでスミス以外の時は止まってしまったよう。誰もが彼の一挙一動に神経を傾ける。

　──そしてついに、覇王は王女のいる壇へゆっくりと足を掛けた。

　物語であるならこれから世紀の大告白でも始まりそうな──否いや！　始まるのである！

「お初にお目に掛かる、シルフィーナ王女殿下」

　可愛い女の子と相対した時の、いつものキザな調子で言葉を発す。

「……どういうおつもりですか？」

　小さく声を発した王女、いやニセ王女。

　そしてそれを待ってましたとばかりにスミスはニヤリと笑う。そしてダン！と片足を開き仁王立ち、腕を力強く組み、あのキメ顔をし高らかに名を謳うたう。

「古今東西津津浦浦！　可愛い女の子がいればナンパする！　ナンパが失敗してもナンパし続け、三百敗を記録したこの人生！　しかしこの日をもって我が非モテ道に終しゆう焉えんを！」

　そう我こそは──

「オレの名はスミス──スミス・アルビン！」

　きっとこの場にいた誰もが一生忘れることのない名前。

　そしてこれからが本命本題、仁王立ちのまま王女相手に男は言った。

「シルフィーナ王女殿下、オレと結婚してください──ッ！」

　本当に時間が止まったようだった。

　誰しもがこの瞬間だけ呼吸を忘れていた、心臓さえも鼓動という役割を放棄した。

「「「「「「「はぁぁぁぁぁぁぁ──ッ!?」」」」」」」

　そして時は動き出す。全員がまったく同じタイミングで驚きよう愕がくの声を上げた。

　座ったままだった人の大半が立ち上がり呆ぼう然ぜん、もしくは他人ひと事ごとなのに慌てている。

「け、結婚、ですか……」

「ええ！　オレは告白をしにここに来た！」

　流石さすがのニセ王女もひどく動揺。その様子をスミスは内心ニタリと笑う。

　王族の儀式で学生が乱入、そしてプロポーズをするなど創作上だけの話。しかしこの男は仲間たちのため、学園のために、見事やってのけたのだ。

　もはや儀式どころではない、阿あ鼻び叫きよう喚かんが一帯の空間を支配する。

（な、なんて古典的というかシンプルな作戦を……でも、だからこそインパクトは十分！　クレス君め、可愛い見た目に似合わず粋なプラン立てるじゃない──！）

　ワドウの視界いっぱいに慌てる人間たちが映る。まさに騒乱である。

「（──クレス！　どうだ時間は稼ぎきれたか!?）」

『……っまだだ！　なんとかあと６分持ちこたえられないか！』

「（６分ってお前……めちゃくちゃ必要じゃねぇか！）」

　精霊を通し瞬時に確認をするが、どうやらまだ時間が足りないらしい。

　しかしスミスの持ち玉はもうない。加えて──

「その痴しれ者ものを引っ捕らえよ！　すぐに王女から引き離せ！」

　固まっていた騎士たちも動き出す。スミスはすぐに囲まれることだろう。

（──あと少し！　あと少しなんだ！　なにか手はねぇのかオレ！）

　ここで失敗すれば皆の努力も、自分がしたこの行いすら無駄になってしまう。

　クレスを含む仲間たち、誰もがこれまでだと思った──その時！

「スミス・アルビン！　お前は一体なにをやっているんだ！」

　彼を取り囲もうとする騎士を押しのけ、群衆の中から１人の生徒が颯さつ爽そうと出てくる。

　髪も瞳も黒一色、プライドが高く、スミスにとって憎むべきイケメン面の男──

「け、ケンザキ──ッ！」

「前からバカだとは思っていたが、まさかクラスメイトがこんな馬鹿げたことをするとは思わなかったぞ！　心底ガッカリさせてくれる！」

　現れたのは最後の勇者が１人、ユウト・ケンザキだった。

「ゆ、勇者様、ここは我々の仕事で……」

「おっと、騎士さんたちは下がっていてください。ここは僕にお任せを」

「しかし──」

「さぁスミス・アルビン、勇者たるこの僕が天てん誅ちゆうを下してやろう！」

　諫いさめようとする騎士を押しのけ、ひとり無理やり壇上に近づく。

（ふふふ。ここで一つ活躍しておけば貴族たちからの評価も上がるはず。俺のために絶好の機会をくれて感謝してるよ、スミス・アルビン──！）

　と、ケンザキの内心はこれである。

　つまりここで無礼者を捕らえ、ポイントを得ようと出しゃばってきたのである。

「──光よ！」

「うわっ、眩まぶっ──」

「はーっはっは！　この光は正義の光！　悪は全て打破する！」

「ゆ、勇者様！　異能はおやめくだ──っく、視界が……！」

　クレスにピカピカ男と評された男はここに来ても光り輝く。ほとんどの大衆にとってただの眩まぶしい光でしかないソレ──しかし、クレスたちにとってこの光は救いであった。

『よ、よしスミス！　あと少しで５分経たつぞ！　頑張れ！』

「（まじか！　ナイスすぎるぜケンザキの野郎……！　てかこれなら──）」

　スミスの中で１つ閃ひらめきがあり、迷っている暇はなくすぐに実行することに。

「うわぁ、勇者のくせに異能を使わなきゃオレに勝てないんだー！　ガッカリだなー！」

「な、なんだと!?」

「男なら拳で掛かって来いよ！　この腰抜けへたれイケメン！」

「じょ、上等だぁぁぁ──ッ」

　ケンザキは未いまだ作り途中だった光剣を捨て、素手でスミスへと向かっていく。

　しかし途中でそれを止めようと騎士が介入するものだからより大混戦へ。

「お、お止やめください勇者様！」

「は、放してくれ！　俺はコイツを──！」

「日頃溜たまったイケメンへの恨み、ここで晴らしてやんぜぇぇぇ──！」

「お、お前もいい加減に大人しく……」

　前代未聞の告白からの大乱闘、騒ぎを静めるのは５分では足りなかった。




　　　　※




『──こちらワドウ、スミス君とケンザキ君が騎士に連行されていった』

「そうか……」

　一部始終を見ていたワドウさんが代表して報告を入れる。俺は溜ため息いきを漏らした。

「今回上手くいったのはアイツのお陰だ。今度のテスト──皆で助けよう！」

『『『『ああ（はい）！』』』』

　なにせスミスの起こした騒ぎのお陰で──全爆弾の無力化が完了したのである。

（ケンザキにも礼を言わないとな。アイツの乱入がなかったら、こんなに持ちこたえられなかった。図らずも王国を守るという、勇者としての仕事を全うしたことになるな）

　ずっと影が薄かったがここで派手に登場。

　まったく、本当に肝心な時にだけ活躍してくれるとは──

『──こちらワドウ、結界の発動いつでもオッケーだよクレスきゅん』

『──スガヌマだ！　ハルカゼたちと合流した！　撤退でも加勢でもどっちでも動ける！』

　第二段階、グレイグおよびニセ王女を結界で捕獲できる態勢が整った。

　ならば……

「ついにね」

　隣にいたシルフィが声を上げる。そしてあくどい笑みを浮かべ言った。

「──クレス、皆の元に向かうわよ！」




　　　　※




　シルフィの号令に腰を上げる。胸に想おもいを馳はせる。担った剣を彼女へと捧ささぐ。

　近くに借りていた宿を出立、煌きらめく鋼の鎧よろいを纏まとい学園に続く大通りを行く。

「この俺が、まさか甲かつ冑ちゆうを着る日がくるとはなぁ」

「人生なにがあるか分からないものよ。でもよく似合ってる。立派な騎士じゃないクレス。だから堂々と行きましょう！」

　闊かつ歩ぽするシルフィに俺が寄り添う。鎧の擦こすれる音が響く。そして立ち止まる。

　正門には王国のものではない白亜の甲冑──教国の騎士たちがいた。

「止まれ！　何者だ！」

　制服少女に騎士が１人。突風の如く現れた自分たちを、すんなり通してくれるはずもなし（剣聖はみんなの報告通り、敷地内──会場の近くで待機してるらしい）。

　騎士の数は10後半。しかし兜かぶとの隙間からは並の騎士しか見当たらない。

「わたしは第一王女シルフィーナ・ハーレンス。いま儀式に参加しているのはニセ者なの」

「なにを言っている……？　そんな手の込んだ変装までして……」

　対応している男は困惑した様子、そりゃ本物の王女がここにいるわけない。

　全てを喋しやべったところで彼らはすぐ信じてはくれないだろう──

「通してもらうわ」

　そして行く手を阻むだろう。白亜の騎士たちが眼前にて構える。

「どきなさい。でなければ命の保証はできない」

「「「「「──」」」」」

「そう、覚悟はできてるの──やって」

「了解」

　グイッと一歩踏み出したこの歩みは、世界を震え上がらせる。

　もちろん放つ殺気でビビらせたからとか、そんな抽象的なことを言うつもりはない。

「ン、ちょっと、クレス!?　なんのつも──!?」

「傍そばにいろ」

　──でなければ巻き添えを食らうぞ。

　近くにいたシルフィを抱きかかえた──その瞬間、なんの前触れもなく魔力は解放される。

『「──凍えろ」』

　エルと自分の詠唱こえが重なる。穏やかな気候は真冬を思わせる吹雪を招く。凍いてつく魔風がどこからか前のめりに吹きこみ、流される銀髪が視界の隅に入ってくる。瞳孔の中心には銀色へと変貌していく世界が飛び込んできた。

「な、なんだこれは……」「鎧が凍る!?」「もう夏季だぞ!?」「炎魔法を使っ──」

　突然の異常気象に騎士たちも慌てふためく。

　だが──もう遅い。

　吹雪は鉄色の正門を銀色へ変え、弧線を描く鉄格子からは氷柱つららを落とす。草木も蝶ちようも彫刻の如く息を止め、整備された道を踏むと霜を潰した時と同じ音を奏でた。

　そして新進気鋭の教国騎士団は言葉を失う。ただただそこに置かれるだけの氷像となる。

「す、すご……」

「鎧は着て正解だったかもな。これを学生がやったら一大事だ。後で上手うまいこと言い訳してくれよシルフィ。なにを聞かれてもあの騎士については秘密だって」

「もちろんそのつもりだけど……殺しちゃった、の？」

「まさか。芯までは凍らせてない。誰かがぶっ壊さなきゃ生きられるよこの人たちも」

　溢あふれる冷気の奔流、煌きらめく日差しはこの氷世界さんじようを一層引き立てた。

「……俺が怖いか？」

　こちらから引き寄せたはずのシルフィは、逆に腕を摑む力を強めている。

　白金色の瞳を見れば明らか。そこには明確な恐怖があった。

「怖いというか……正直ドン引き？」

「どんび……それは正直すぎないか？」

「でも、最高にクール。飛び抜けすぎててむしろカッコイイ。ちょっとだけ腹黒いお姫様を護まもるんだもの、騎士はそれに負けないぐらいクレイジーな方が絵になるわ！」

「腹黒いのちょっとだけじゃないだろ……」

　抱きかかえてたシルフィを地面へ降ろす。氷の張った大地は滑りやすい、俺はいつも通り彼女の手を引きながら歩みを再開する。そしてすぐに氷張りの場所は突破、赤みがかった土色のタイル群へと躍り出す。目的地はもうすぐだ──というところで、

『北西方向から無数の魔法攻撃反応を確認。約10秒後に着弾する計算。魔法防衛図式アンチ・マジツクを即時構築、簡易動作による魔法発動を推奨するわ──対処に備えなさい』

　エルから報告。おそらく遠距離専門の別働隊も待機していたのだろう。俺の魔力を察知し、遠くからの魔法攻撃が開始されたそうだ。

「来たみたいだっ！」

「え、なにが……って攻撃魔法!?　というかあの量は──クレス！」

「走るの止やめるなよ！　堂々と行くって言ったのはお前だ！」

　冷気が暖気に入りこむように、下向きの緩やかなカーブを描き向かってくる光の弾幕。

　着弾すればかすり傷では済まないだろう。

『魔法凍結術式構築完了、認証を』

「認証！」

『認証了解。はい、発動いつでもどうぞー！』

　俺は一瞬だけシルフィの手を放し、両手を合体させパンッ！と音を立てる。

　弾幕がもう目と鼻の先にまで迫ったタイミングで簡易動作による魔法行使。しかし完成寸前までエルが組み立ててくれたソレの効力は絶大だ。単なる弾幕なんなく散発。

「──砕けろbreak！」

　氷にヒビが入るような音がした。走りながらも目をつむってしまったシルフィの手を再び摑つかみ先へと連れて行く。もう、俺たちだけを苦しめる雨は止んだのだから。

「って、わたし無事──!?」

「ビビってるなぁ姫様！」

「び、ビビってないわ！　むかし観みた恐怖劇ホラーをつい思い出して一考してしまっただけ！」

「それは流石さすがに余裕すぎないか!?」

　ただでさえ緊迫したこの状況でいつもの見み栄えっ張りができるんだ、本当に余裕なのかもな。




　　　　※




　剣聖ことセンという少女は、生まれた時から強者となる定めであった。

　恵まれすぎた身体能力と魔力保有量、授かった異能、そして担った聖剣。

　この大陸では現在向かうところ敵なし──であったが、

「……うっそでしょー」

　気け怠だるげな口調で目の前の光景に愚痴……いや、弱音をこぼす。

　この背にある建物に向け、２人の人間が迫って来ているのだ。

　センターを行くは制服を纏まとった金髪の少女──その隣に騎士が１人。

　しかしその連れ添った騎士が問題だ。

「……なんなんあの魔力」

　白銀の粒子群の輝きは遠目でも視認できる。荒れ狂う魔力のそれは一種のハリケーン。渦巻く気流の強大さゆえ、空間が耐えきれず歪ゆがみを生じさせているではないか。

　そのため２人の姿は目視できるものの、蜃しん気き楼ろうがかかったように揺らめいている。

「け、剣聖様！　正門が破られたと報告が！」

「……そんなの見れば分かるよー。……で、構えてた別働隊は？」

「す、全ての魔法を消されたと。また反撃を受け多数が負傷を……」

　──こんな化け物が来るとは聞いていない。

　責める気はないが、どうやらこの仲間たちに期待はできなそうだとセンは判断する。

　少女は年齢にそぐわぬ小さな身体からだを、目前にまで来た〝敵〟へと向けた。

「──剣聖、か」

　甲冑から冷めた声で名を呼ばれる。顔は見えないが冷徹な男だと感覚で分かった。

「……はぁ、簡単なお仕事だって聞いてたんだけど」

　少女は矛先を２人に向けた。こういう化け物を通さないことが──自分の役目と思って。




　　　　※




『ふーん、それなりに強そうじゃない』

「噂うわさ通りかそれ以上だな」

　俺の殺気を受けてもたじろがない。これで自分と同い年なのだから大したもの。

　エルも感心した様子、剣聖は小柄だが腕は相当立ちそうだった。

「剣聖様、わたしはこの国の王女シルフィーナ・ハーレンスと申します。いまとても急いでいまして、問答無用で通しては頂けませんか？」

「……アナタが本物であれ目的がなんであれ、確認には時間が掛かる」

　予想通りの回答だ。驚きはしない。それから剣聖を援護するようにゾロゾロと白亜の騎士たちも出てくる。アリの巣を刺激したんじゃないかってぐらい大勢出てきたよ。

「……大人しく投降することを勧める」

「それはできない相談だ。こっちだって観光で来てるわけじゃない」

　剣聖が一歩前に出る。四方を騎士たちに囲まれる。心臓がドクドクと鼓動を打つ。加速した脈打ちは戦いへの緊張──否いや、相棒の登場に際しての緊張ゆえだ。そら来るぞ！

　世界に災厄をもたらす、炎の権化が──

「よっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　天より響く一迅の雄お叫たけび。気温上昇。暖風発生。急激な温度変化に大地がヒビ割れる。彼女の登場を世界が警鐘で知らせる。来た。来た。来た。来た。来た──と。

　真っ赤な流星は俺と剣聖の間に落ちた。爆風と衝撃で一瞬グラリと揺れる。硝煙立ちこめる中からは紅の一張羅、そして剣というには大きすぎる一振りの得物が顔を見せた。

「我ながら良いタイミングで来たな……で、よぉ、お前が剣聖だよな？」

　砂を被かぶったのか、長い赤髪を右へ大きく流す。威圧感で言えばまるで魔王の登場だ。

「……何者？」

「何者？　この髪と目ん玉を見て分からないのか？」

　自身の紅ぐ蓮れん色の特徴を堂々絢けん爛らん、ずっと隠してきた髪を風になびかせる。

　しかし問うたところで剣聖はしかめっ面を浮かべるだけ、アウラさんはカカカと笑った。

「んじゃ挨拶代わりに力を見せた方が分かりやすいか！」

「ッ……シルフィ！」

　自分の背に彼女を回し即座に防御態勢へ移行。そしてアウラさんはここぞとばかりに、

「──覇ッ！」

　時は来たれり。その内に秘めた莫ばく大だいな魔力を解き放つ。

　赤き粒子は熱波となり周囲に散る。圧倒的熱量が鉄製の街灯を溶かし、そして立った騎士たちの鎧よろいも流動体に融解。緑の草木を塵ちりに変え、タイル張りの道を砂へと戻す。

　レンガ積みの校舎が軋きしみを上げ、木造であるならば火種をいくつも植え付けた。
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「やっと戦えんだよ、私はさぁ──っ！」

　囲っていた全騎士が耐えがたい熱さに悶もだえる。ある者は地面を転がり、ある者はどこかへと走り、ある者は膝をつき痛みに叫ぶ。たった数秒で騎士の牙城は崩壊したのである。

「──っ」

　いや全ての騎士がと言ったのは語弊があったか。

　氷魔法を展開し自分と、抱きついているシルフィだけは無傷で炎の中に佇たたずんでいた。いうなれば先端の尖とがった高山、狭い足場から見下ろす周囲は崖であり、一歩でも踏み出せば命はないだろう。シルフィもその力量に驚き、落ちないよう力強く抱きついている。

（まだだ。騎士と呼んでいいのかは分からないけど──剣聖も無事だ）

　熱波を耐えたのはあの少女とて同じ、アウラさんの挨拶を生き延びたらしい。

「おいおい！　まだ炎は出してないぞ!?　お前らもうちょい頑張れよ！」

　肉すら溶け虫の息になった騎士たちに檄げきを飛ばす。楽しみにしていただけあって本気で応援をしているらしい。しかし立ち塞がるのは剣聖だけ。他の誰も──起き上がれない。

「……なんで、こんな所に……」

　剣聖は鋭く赤い髪の彼女を睨にらむ。その眼光には〝確信〟があった。そして名を呼ぶ。

「５番目の災厄、アウラ・サンスクリット……っ！」

　剣聖は既に彼女の名を知っている。知らないはずがないのだ。

　はためく赤、赤、赤、赤、そして右手に輝く刻印『Ⅴ』がなによりの証明だ。

「いかにも！　私は災厄が１人、アウラ！　太陽を落とした女と人は呼ぶ！　申し訳ないが嬉うれしさ余って派手に挨拶をしてしまった。部下の無念はその聖剣で晴らしてくれ！」

「……いわれずとも、しかしなぜ災厄が……」

「王都に観光だ。だが強者がここにいると聞いて、つい遊びたくなってしまっ──た！」

　そう、この時にはもう戦いの火蓋は切られていた。

「んじゃまず一発いこうか──ッ！」

　アウラさんは大剣を構え剣身に炎を宿す。そして横なぎに大きく、力任せに振りかぶる。すぎさった刃は空間に炎の波を生んだ。熱波ではなく文字通り炎の波だ。まるで津波。荒れ狂う赤い波は濤とうがコンマ数秒で放たれたのである。

「──くッ！」

　しかし流石は剣聖と言うべきか、驚きよう愕がくの表情を浮かべつつも聖剣で鍔つば競ぜる。

　全部ではないものの見事に猛威の大半を防いで見せた。

　赤いインパクトで周囲の建造物は軋きしむ、空が火の粉で彩られる、だが──

「随分とお利口さんな戦い方だなおい！　休憩してる場合じゃないだろ!?」

　体勢を立て直す最中の剣聖にアウラさんが一瞬で近づく。

　瞬間移動にすら感じるその高速の動きは恐怖でしかないだろう。そして間髪入れずに炎を纏った前蹴りで相手の小さな身体を穿うがつ。

「っんぐ──！」「血ぃ吐いてる場合じゃないぞ──!?」

　強烈な一いつ閃せんに内臓が強圧迫、小さく吐血した剣聖もギリギリで踏ん張る、が、

「はっはー！　存分に殺し合いをしようじゃないか！」

　今度は大剣をほっぽり投げ、爆炎を生みながら双拳双脚コマンド・アーツで攻める。抑えられていた戦闘本能の解放、むき出しの〝暴力〟が徹底的に剣聖しようじよの破壊を行う。その隙に──！

「ッこ、この先には誰も行かせ──」

「お前の相手は私だろ!?」

　ここで今日一番の魔力を発現するアウラさん。炎は自らの身体を包みこみ、全てを燃やし尽くす最強の魔法剣士としての真価を発揮し始める。噴出する熱気と殺気に剣聖はモロに飲み込まれた。周囲の自然を今度こそ燃やし尽くし、生命感じさせぬ砂漠へと変える。

「今だ！　抱えるぞシルフィ！」

「あ、うん！」

　アウラさんが剣聖を足止めしている内に会場へ。展開していた防御陣も解く。

　だがこの騒ぎを聞きつけ、会場内で警備にあたっていた教国騎士たちまで出てきた。その数30はくだらない。進行方面から鎧の大群が向かってきている。

（──ッチ、数が思ったより多い！）

　だがそんな苦悩を感じとってか、

「無限！　テキトー太陽落とし！」

　アウラさん独特のネーミングセンスで炎魔法を放つ。赤き槍やりが雨のように降り注ぎ大地を隆起させ、ひしゃげた拍子に熱い砂さ塵じんが頰ほおを掠かすめていく。これには騎士たちも逃げるに必死。

「──シルフィ！　せっかくのオープン型会場だ、上から行くぞ！」

「う、上から!?　それどういう……」

「そのまんまの意味だ！　しっかりつかまってろ！」

　お姫様抱っこでシルフィを抱えているので、右足に高めた魔力を集約する。

「（ワドウさん！　結界頼む！）」

『オッケー！　派手にやっちゃうよー!!』

　この間にグレイグたちも捕獲へ、後は俺たちの登場だけ。

「──今回は大サービスだ！」

　そしてここぞとばかりに右足を大地に叩たたき付つける。

　莫大な魔力が大地へ染み入る、足下で三度胎動をし、そして──一気に破裂する。

「ちょ、え、クレス！　足下がせり上がって……」

「飛ぶぞ！」

「は、え、心の準備が──っ！」

　穏やかだった海面に大波が生まれるように、足下から氷山が勢いよく飛び出す。

　山頂は俺たちを乗せ、凄すさまじい速さでその標高を高めていく。

　鳥になるように風を切り、空に舞い、ポッカリあいた会場の天井めがけて飛ひ翔しよう。

「す、すご、空飛んで──」

「もう落下する！　心の準備！」

「はぁ!?　し、しし、死んじゃうって──」

「しっかり俺につかまってれば死なない！」

「あぁもう！　後で覚えてなさいよぉぉぉ──！」

　高度ウン百フィート、会場を見下ろすぐらい高いところまで来た。そして絶叫するシルフィを抱え躊ちゆう躇ちよなく飛び降りた。晴れた太陽を背に重力に従って落下していく。

　色鉛筆で塗り潰したような場所が、群衆であったと近づくごとにハッキリする。

　せっかくこんな可愛かわいい姫様が参上するんだ。なら降り立つは──やはり目立つ壇上！




　凄まじい衝撃音だった。風圧で人と椅子が倒れ、儀式のためと飾られていた物々もどこかへと吹き飛んでいく。続いて冷気が白煙となって漂ってきた。

　──空から氷山でも降ってきたのか？

　突如として壇上付近に現れた小高い氷山、誰もが本能に従い無意識に頂上を見上げる。

　しかし人はそこでまた心を震わせた。これは恐怖のせいでなく──驚き。いや感嘆か。

「──また乱暴に着地して……」

「──生きてたから良いだろ？」

「──あなたって人は……」

　山頂には制服に身を包んだ少女がいた。金髪の美しい女の子だ。

　だが隣には鎧が部分的に凍り付いた──そう、言うならば『氷の騎士』を伴っている。

　──白金しろがねの姫君と氷ひよう絶ぜつの騎士。

　天より降誕、その出いで立たちは神々しささえ感じる。

　啞あ然ぜんとする観衆を尻目に少女は高らかに名乗りを上げた──

「わたしはハーレンス王国第一王女、シルフィーナ・ハーレンス！」




「──誰でもない、本物の王女よ！」
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　──一体なにが起きている？

　それが、この場にいる多数の総意だった。

「わたしが本物の王女よ！」

　少女は高らかに謳うたった。ゴクリと息を吞のむ観衆。彼女が伴う騎士も強者特有の覇気を発し、緊迫感に拍車を掛ける。この告白が冗談や酔狂の類いでないとすぐ理解させられた。

（──ど、どゆこと？　こんな展開聞いてないんだけどぉー!?）

　最も困惑した人物の１人がニセ王女──いや、『変装の達人』こと８番目の災厄、ボーン・ボンボーン。目の前に突如『本物』が現れるという想定外の事態に内心を焦らせる。

（あの王女ホントに本物じゃ……しかも隣にいる騎士ってクレスちゃんじゃない!?）

　エリザからは王都外にいる可能性が高いと聞いていた──が、こうして殴り込みに来たではないか、と。自分はこれからどうすれば……ボーンが悩んだその時〝術〟は発動した。

「──五つの星を大地に描け、無絶結界ペンタグラ・ゼロ！」

　ステージの影から勇者ワドウが結界を発動、グレイグとボーンを閉じ込めたのである。

「な、なんのつもりだ──!?」

　グレイグは半透明の立体に阻まれ身動きが取れなくなる。声を荒らげるが意味はない。

　それはボーンとて同じ状況、自分の周りにはグレイグと同様の結界が張られていた。

「──ねぇ、証拠は？」

「──もう指示は送ってある」

　姫は騎士になんらかの指図をする、すると会場に設置されたスピーカーから、

『──しかし王女が無事に戻って来てくれて助かった。襲撃自体は失敗したが──』

　勇ましい男の声が大きく流れ出す。

『──学園の爆破も予定通り行う──国王には死んでもらうが──』

　衝撃的な内容だった。誰もが音質の悪い放送に聞き入っている。

『──ハーレンス王国は黄金の楽園エデンズと、このグレイグ・アマーストが頂く』

　放送自体は１分にも満たないものだった。しかしその短い時間で全てを把握する。

「わたしを襲い、この儀式を使ってクーデターを起こそうとしたのが、そこにいる男──グレイグ・アマーストです！」

　シルフィーナ・ハーレンスは、謎解きをする名探偵よろしく饒じよう舌ぜつに語る。

「それから、同じく捕縛したわたしの顔をした人物も、グレイグ・アマーストが仕向けた『ニセ者』なのです。ニセ王女を使って内偵でもしたかったのでしょう！」

　突き出した人差し指が全てを証明する。当事者はもはや言い逃れできない状況。

「っく、こうなれば……」

　語る王女を尻目に、グレイグはポケットからスイッチを取り出し力強く押した。何度も何度も押した。しかしなにも起こらない。計画と反しどうしてだと啞然とする。

「無駄です。仕掛けられていた爆弾は全て無力化しました」

　──爆弾。

　危なげな単語を聞き、観衆たちのざわめきも大きく増した。

「シルフィーナ、お前が本当の……」

「お久しぶりですお父様。……わたしも再会を喜びたいのですが、まずは彼らを拘束しなければいけません。結界で封じてはいますが注意して。それから念のため人の避難も」

「そ、そうだな。すぐにでも安全を……」

　会場中が収束を迎えようとする中、ボーンの直感が早鐘を鳴らす。

（これマッズイわ！　最悪の事態になっちゃったじゃないのぉ──ッ！）

　彼女……いや正確には彼が抱いた危機感は、すぐに現実のものとなる。




「──あやうく罠わなに嵌はまってしまうところでした」




　またも天より１人の女が落ちてきた。ただその落下速度は無重力空間にいるのではと疑うくらい遅く、ゆったりとしていて、纏まとった巫み女この装いと相まって『天女』とも錯覚する。

　黒い髪に一本の簪かんざし、暗い瞳は深しん淵えんのよう、絶世の美女とはまさに彼女のこと。

「──シルフィ！」

　王女に向かうその天女を、隣にいた騎士が危険と察知し魔法にて払わんとする。

　しかし──

「還かえりなさい」

　不可視の力が働く。誰にも見えない重い一撃。騎士の放った魔法を一瞬で打ち砕き、身を下方へと飛ばす。まるで氷の張った水たまりを子供が踏み潰すぐらい簡単に。

　危機は去っていないと理解するのに時間は掛からなかった。氷の騎士があっけなく薙なぎ払われたことを切っ掛けに、観衆は悲鳴を上げ我先にと出入口へ逃げていく。

「さぁ、本当の神降ろしを始めましょう──」

　黒姫のその言葉を転機とし、形だけだった祭壇が輝きを得る。

　始まる。やりかけの儀式が〝本物〟へと生まれ変わるのだ。




　　　　※




　気づいた時には身体からだが吹き飛んでいた。空から降りてきた女に向けた魔法が瞬時に打ち砕かれた。そして黒髪の女はシルフィを捕らえなにかを始めた。これらを経て学園に来るまで眠っていた戦闘本能が完全に目覚め、１つの見解を導いていた。

　──逃げろ。ここから逃げろ。

「っ、氷剣造……」

「──させません！」

　警告を無視して速射しようとする氷剣、その準備に要するたった〝１秒〟の間に稲妻が到着、開いた視界の中に流動体化した青雷刀ブレードが大きく飛び込んできた。

「黒姫様の邪魔はさせない──唸うなれ、雷らい切きり！」

　落雷の如ごとく現れたのは毛先だけ黄色い黒髪──異世界でいう『ぷりん』みたいな髪色をした制服少女。巡る紫電、彼女の担った剣でんきが鞭むちのようにしなり隔てる距離リーチを刹那に消す。空間を擦過したソレは青い静電気を生み磁場を変動、一瞬だけ床を浮き上がらせた。

「電光石火モード・ライカ──！」

　アウラさんみたいに力を身体に纏まとう、帯電したんだと分かった時には姿消失ホワイトアウト──

「下ッ！」

　低身長を活いかした切り上げをすんでの後退で躱かわす。しかしその隙は女にとっての攻略口、崩れた体勢のところにローキックが炸さく裂れつ、俺は不時着できそうだった身体を水平に転がす。

「我が功夫カンフー──ご賞味あれ！」

　仰あお向むけで倒れ込む自分に対し、女も合わせて前転、そのまま二～三回転し右踵ヒールを高速で振り下ろす。地に手をつき躱すものの掠かすっただけで鎧よろいは半壊、地面には大穴があく。

「──う、動けない、なんで、」

「──ふふふ。そんなに怯おびえなくてもいいのですよ」

　視界の奥には氷の丘にて動きを止めたシルフィ、そして黒姫とかいう女が見たことのない魔法陣を組み立てながら微笑ほほえんでいる。なんだか分からないがマズイ。早く助けないと──！

「好き勝手やってんじゃねぇッ！」

　ここでスガヌマが異能スピードを発動しシルフィめがけて飛んでいくが──

「──還れ」

　反発する磁石のように、有無を言わさず吹っ飛ばされるスガヌマ。

　勇者の動きを発端に騎士たちもようやく動き始めたが──

「ごめんなさいね」

　──一声百殺、騎士だけを床にたたきつける。

　その優雅な風体からは圧倒的余裕が醸し出され、見事一般人だけ避よけてみせた。

　この配慮は酔狂か、それとも良心でもあるというのか──

　ただ無残な敗北を目にするまでもなく、観衆は外へ逃げることに必死である。

「……早くそこをどけ」

「どきません。あなたは手て強ごわそうなので要マークさせてもらいます！」

　小柄な女は拳を縦に構えるという特異なスタイル。きっと異世界の技なのだろう。

（だけど闘気は本物だ。手加減は──してられない！）

　まともにやり合うつもりはない。足場を一気に凍らせ自由を奪う──！

「（クラリスさん！　マイさん！　水をばらまいてくれ！）」

　結界の維持でワドウさんは動けない。ノーマークだった２人に声を掛けた。

　放たれる水魔法、特大のバケツで掬すくったみたいに塊がドスンと一面に落とされた。

「愚策ですね！　水は雷使いにとって有利でしか──ってありゃ、マジですか!?」

　氷の一本道はもう完成している。既に女の足は凍り付いていたのだ。

「その首、もらう！」

　もはや殺人を気に留とめぬ。駆け出しワンステップで飛躍、空中で行う高速のシフトウェイト移動。手に大鎌を創造、眼下に迫ったその細い首に躊ちゆう躇ちよなく振るう──が、

「なっ!?」

　大鎌は赤く染まることなく静止した──その女の片手二本指に挟みこまれて。

「発ハッ！」

　しかも女は凍った足場を一声で弾はじいたのである。

「んな無む茶ちや苦茶な──!?」

「ゆきます、数え掌打！　一イー！　二アー！　三サン！　四スー！　チェぇええええストぉおぉおお！」

　対して一瞬空中で静止した自分の身体、女は力強く右足を踏み込み、人体の急所とされる正中線に沿って４発の掌底を刻み込んできた。被弾の軌跡が描く痛烈な縦直線。

　意識が大きく揺らぐ、アバラが嫌な音で軋きしむ、内臓から血がこみ上げてくる──が、出てきそうになる血ち反へ吐どをこらえ、なんとか体勢を立て直し飛躍、距離を取る。

「──わたしは小柄です。相手に捕まり身動きが取れなくなった時のため、常に寸すん勁けいと内ない功こうは練り上げてあります。魔法の展開スピードには驚きましたが、この程度の拘束なら気だけで解けるというものです」

「……気、ね。見た目の割に、なかなか腕力もありそうだけどな、魔法はなかったし、」

　首から下が死ぬほど痛いが、食いしばって立ち上がる。

「腕の力や魔法ではなく発はつ勁けいによる打撃です。それと今はこんなんですが、実年齢はわたしの方が断然上でしょう──ＪＣだと思って甘く見ると痛い目に遭うと警告します！」

　発勁とかＪＣとか、わけの分からないことばかり……

　それにもうこんなに痛手を負ってるよ……

「銀色の御仁、大人しく引いてください。白い姫君ももうお休みですよ」

「っ、シルフィ──！」

　気づけばシルフィは輝く祭壇の中央で浮いていた。目の前の女は『死んではいません』と聞いてもいないのにそんなことを告げる。どうやら意識を失っているだけらしい。

「……お前たちの目的はなんなんだ？」

　観衆のほとんどが外へと逃げ、シルフィの父も逃げ、みんなも後退、俺以外誰もまともに戦えていない状況。混乱渦巻くこの合戦の中であえて俺は尋ねた。

「黒姫様……いえ、わたしたちの目的は『箱船』を創ること」

「はこ、ぶね？」

「ええ、この世界と向こうの世界とを繫つなぐ黄金の船ですよ──」

　向こうの世界、それはマイさんたちがいたとされる『ちきゅう』のことなのだろうか？

「箱船を完成させるためには《時》を宿す５人の人柱、そして《道》を宿す３つの宝具いのうが必要となる。シルフィーナ・ハーレンスの異能はこの儀式をもって宝具として完成します」

「ただ伝統なだけ、形式ありきの式って聞いてたんだけどな……」

「今ではそのようですが、３００年も前は違ったそうです。執り行う神官が先人の技を会得しきれなかったのが主な原因でしょう。それが続けば当然意味もなくなります」

　ハーレンス王国には何百年と祀まつる一柱の神がいる。彼かの者はハーレンスの血を受け継ぐ異能力者を覚醒させるという。かつての儀式は15歳を祝うという目的ではなく、15歳という条件を満たした時に行われる、神力を受け取るための『神かみ卸おろし』の儀式なのだ。

「がしかし、黒姫様の力をもってすれば幾星霜ぶりに形も意味を持ちましょう。本当はスムーズに進行するべく、事前に術を仕込んでおくはずだったのですが──あの貴族が失敗してしまいまして、このような手荒な事態に」

　女の視線は動けないグレイグの元へ。なら──

「ニセ王女はどうして仕向けた？　本物が行方不明になったことを隠すためか？」

「それがわたしたちも分からず終じまいでして。謎なのですよー」

　──コイツらの仕業じゃないのか？　ならあそこに囚とらわれているニセ者は誰が……

「……どうして俺にそこまで教えてくれる？」

「もう隠すことでもありません。今日をもって我々『黄金の楽園エデンズ』も公に姿を現したわけですから。もう正体不明の組織ではありません。しかし惜しいですね、あなたには天賦の戦武才がある。ぜひともわたしの功夫カンフーを伝授して、共に修練に励んでみたかったものです」

　拳を構えたまま強敵はそんなことを口にする。その表情には確かに憂いがあった。

　似たような台詞せりふを少し前にも言われた気がする。

「──お、おい！　ワタシを助けろ！　早くこの結界から出せ！」

「そんな簡単に捕まっておいてよく言います。自力で出てください」

「っな……」

「黒姫様が《勾まが玉たま》のレプリカを渡していたでしょう？　どーぞお使いにー！」

　グレイグの求めを容赦なく断る女。最後には『勾玉を使え』と──俺がアマースト家に潜入した時に、エルが聖遺物に似た物があると言ったソレのことだろう。

「……いいだろう、使う！　使ってやるとも！」

　グレイグは小さな宝石？のような、勾玉と呼ばれているモノを取り出した。そしてソレを飲み込んだ。薬でも飲むみたいに。何が起こるのか、変化はすぐに露あらわになった。

「おぉ、すごい力が湧きで──え──あ、あぁ──なん、だ？」

　まずは広背筋が異常に肥大化、纏っていた衣装を内から破る。続いて胸筋、足、腕──果ては顔までブクブクと巨大化、結界を内から物理的に圧迫していく。

「彼が使ったのは神具の模造品なのです」

「神具？」

「この世界でいう聖遺物と同等の性質を持つアイテムです。それは所有者に人ならざる神の力をもたらします。しかしあの貴族に渡したのは人工的に造った代物、まだ実践をした者はいなかったのですが、なるほどああいう変化を遂げますか──」

　目の前にいる女は隙をまったく見せないまま、グレイグの変化を興味深そうな目で見つめている。俺に解説をしているというよりかは、自問自答に近いような雰囲気だ。

『ヤバい！　結界もたない──あと２、３分で限界かも！』

「（俺はコイツの相手で手一杯。大変だろうけどタイミングを見て皆に撤退を指示して）」

『く、クレス君は!?』

「（相手の殺気で後退できそうもない。隙をみてシルフィを救出、それで俺も逃げる）」

　大人しく退ひいてくださいだなんて、ここで仕留める気まんまんだこの女。

　ワドウさんの維持不可能を聞き指令を下す。言われるまでもなくあれは人の技で封じ込める存在ではもうないだろう。グレイグはもう──人間ではないのだから。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

　高めすぎた魔力が人という器を飛び出し、皮膚というものを失い生身だけ異形のモンスターに。服はとうに弾け血管の脈動がよく分かる姿だ。

「ＮＡル──ＷＡＴＡシガ──ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ──ナルナＲＵナルＮＡルナル！」

　巨大生物が咆ほう哮こうを上げる。衝撃は音波となり硝がら子すをも粉砕した。

　だがここで同時に俺は──終わりの音も聞いた。

「──天あま音ね、《宝具》が完成しましたよ」

　天音というのは俺がついぞ戦っていた雷少女のことだろう。

　そして彼女に向けた言葉は儀式の〝完了〟を意味していた。

「シルフィ！」

「完成した彼女の力はわたくしがもう頂きましたが、抜け殻とはいえ神の啓示を受けているのなら、まだまだ使い道があります。申し訳ないのですが身柄も頂戴していきますね」

　黒姫は柔らかい物腰で、しかしその瞳孔の奥を冷たく染めて言い放つ。

「それに心配するなら彼女でなく、そこの勾玉レプリカを使った男と──」

　黒姫が視線を空へと向ける。釣られて俺も上へ。そこには〝異変〟があった。

　突如として会場の真上空に〝黄金色の渦〟が現れたのである。

　なんの前触れもなく出現、金色の粒子がゆっくり右向きの螺ら旋せんを描いていた。

　──それを、その渦を、俺は何年も前に１度だけ見たことがある。

　自分がまだ災厄となる前、まだ独りとなる前、まだあの村で暮らしていた時──

「……うそ、だろ」

　渦の中心からこの世のものではない〝ナニカ〟が出ようとしている。

　それは手だ。黄金の手甲をした〝巨大な右手〟だった。

　青い宙そらを摑つかみ外へ外へ、またここにある全てを破壊せんがため。

　──俺は当時、仇かたきを討とうだなんて考えは持たなかった。なにせ生きるのに必死だったから。自分以外のことにかまけている余力がなかったから。襲ってきたナニカの正体が何かも分からなかったから。災厄みんなといれば幸せだったから──

「……アンタ、黒姫って言ったよな」

「？」

「あの空に現れた黄金の手、あれはお前が呼び出したのか？」

　答える必要はない。だけどこの人は答えてくれる気がした。

「この状況でおかしな質問をしますね。しかし答えましょう。《守護者ガーデイアン》を呼んだのは誕生した《宝具》なのでわたくしではありません。ただ宝具を引き出す儀式を執り行ったのはこの身この力──結果的な原因はわたくしにあると言えましょう」

「……守護者……ならそれを、ヘルシン大陸で呼び出したことはあるか？」

　更に直接的な問いかけに黒姫は、ここで初めて穏やかだった表情を曇らせた。

「東だ。ヘルシン大陸の東の東。山ばかりの辺へん鄙ぴな場所」

「……なぜそれを、」

「そうか、憶おぼえがあるんだな。あれもお前が関わっていたんだな」

「一体あなたは──」

「もう、十分だ」

　ずっと奥で眠っていたものがフツフツと湧き上がってくる。こうして知ったところで、今更同郷の者たちの仇かたき討うちをしようだなんて思わないさ。だけど俺から、俺という存在から全てを奪うという行為。ひどく単純にムカつく。苛いら立だつ。憤る。それを今回も、この場所でやろうというのか？　また全てを奪おうというのか？

　簒さん奪だつは許されないし、俺ももう許さない。

　なら奪われる前に、お前も、お前の計画も──全部壊してやる。

　あの時の俺と同じように、積み上げてきた全てを消してやる。ここで絶望を与えてやる。

「──起きろ、エルレブン」

　小さく、されど確かに、冷たく彼女を呼ぶ。

　隠すのは──やめだ。

『本当にやってい……いえ、承ったわ。貴方あなたの願いは我わたしの願い。我の願いは貴方の願い。氷絶の契約者に勝利をもたらさんがため、この戦女神エルレブンが応えましょう』

　科していた制約の解除に掛かる。

　１つ、２つ、３つ、魔力とは違う神の加護が全面に解放され出す──

「魔力とは違う……神力の発生？　この少年なにを──天音！」

「はいッ！」

　解放初期段階で危険を察知したか、雷を纏い刃やいば片手に最速で迫ってくる女。

「──凍れ」

　静かに構える右手。エルレブンを介し魔力が絶氷へと変換され──発動。
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　どこからか荒れ狂う吹雪が到来し、迫る電光石火を凍結、冷たき鎮魂歌を謳うたう。

「──砕けろ」

　きっと周りは一瞬の出来事と体感したはずだ。人が呼吸をするように、まばたきをするように、それぐらいに短く、自然と、一帯が美しい氷屑くずとなって消える。

「……さっきとは魔法のレベルが、違う！　この少年特Ａ級、いやそれ以上っ！」

　どうやら稲妻の女は躱かわしたらしい。右腕ぐらいしかもげなかったようだ。

『潜入に向け設けた制約の３分の１を解除完了コンプリート。使用していなかった魔力を再充じゆう塡てん、５分後に魔力が完全解放できる状態に移行する。また全魔法の行使権を我わたしから契約者クレスに移譲。魔力の装そう塡てんが完了次第、魔法凍結、世界凍結、空間凍結、次元凍結も発動可能──』

　封じられていた力が呼び覚まされる。科していた制約が続々と鍵を開けていく。

『馬め手てに剣を！　弓ゆん手でに杯を！　黄昏たそがれの時から現世へかつての神話を体現す！　エルレブンが名の元に、森羅万象幾歳生ける相対者を滅し給たまえ──神格氷帝武装ラグナロク・アイズ、展開！』

　俺は彼女と約束した。必ず護まもると。諦め裏切ることなど決してないと。

　もう、俺はなにも失わない。

「──今度失うのは、お前の方だ」




　　　　※




　結界もほとんど解け大混戦となる状況、そこに差し込む白銀の輝き。

　勇者の１人であり、魔導の異能を持ったリンカ・ワドウはこう思った。

　──クレス君が本気で怒っている。

　彼は気難しい気性で、周りと上手うまく会話できていないことも多い。それでもクレスは誰かが困っていればよそよそしいながらも助け、感謝されれば苦い笑みを浮かべた。根はとても優しい人物だとリンカは知っている。

（そしてクレス君は天才だった。魔法も、体術も、知識も、全てが高水準で──）

　だがどの分野においても〝本気〟を見たことは一度だってなかったではないか。

「これが、ワタシと同じ、魔法……？」

　結界の維持に全力を傾けなければいけない。それでも見とれてしまった。

　──完成された魔法がそこにある。

　クレス・アリシアの身体からだには金属甲かつ冑ちゆうではなく、半透明……いや、薄銀色の鎧よろいが現れ始めている。明確な実体を持たないソレの正体は超高濃度魔力の塊。結界の中で破裂しそうになっている魔力の塊とは違う。美しくも荒々しい、まるで神様が降りてきたみたいに。

（……天井は？　魔力の天井はどこにある？）

　高まり続ける力は限界を見せない、もう天才などという低い括くくりは越えただろう。

　吹き荒れるクレスの魔力は、佇たたずむだけで彼と周囲を白銀へと染めていく。

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

「ッ!?　みんな、撤退して！」

　結界はついに破壊された。クレスに言われた通りのことをリンカは指示、全員が外へと散開していく。周知しているのだ。彼がそう言ったのならそれはきっと正しい。ヘタに助力しようと残れば、それは足かせにしかなりえないと。それに、

　──今のクレスなら、この化け物たちをなんとかしてくれる。

　情けないことに勇者も残っていた僅かな生徒や騎士も、そんなことを考えてしまった。

　ただ１人、逃げぬリンカ・ワドウを除いて──

（あのまま行くと人間が許容できる魔力量を確実に超える！　いくらクレス君といえど人という種族である以上限界がある。それこそケンザキ君みたいに人外……神様の加護でも授かっていない限り、その先の領域には到達することはできない──！）

　グレイグと似た末路を辿たどる可能性──ようは自我を失い違うモノへと変質する。

　それは神か、はたまた悪魔か。なんにせよクレス・アリシアは消えてしまうだろう。

　──だからこそ、クレスは今まで真の力を出せなかったのかもしれない。

　──人理を越えたその先は、魔法に特化した異能持ちでも行き着けない。

　この時リンカ・ワドウはこんな心配をしていたわけだが、クレスが神を宿すことを知らない以上、誤ってはいるものの正解答と言える見解であったことは間違いない。

　ワドウ自身は待避を選ばず、片隅に隠れ彼の魔法をどうしても見極めたかった。

「天音」

「だ、大丈夫です黒姫様、片腕だけで済みましたから！　だけど──」

　天音と、シルフィを抱きかかえた黒姫から余裕は消えていた。

　──目の前の男は何者だ？

　まだギリギリ人の領域にとどまっているが、だとしてもこの少年の力量はおかしい。

　圧倒的不可思議、黒姫たちは昔の記憶を駿しゆん馬めの如ごとく駆けるが心当たりはない。

「……ダメ、ダメだよクレス君、それ以上は行っちゃいけない……」

　もうマイもスガヌマもみな一様に逃げおおせた。あとはリンカだけ。

（彼は後で自分も逃げると口にした──でも本当にそう考えている？）

　ここで終わってもいいなどと、相討ちでもいいなどと思ってはいないだろうか？

　シルフィーナ・ハーレンス一点を見つめる男の瞳に、決死の意思を感じ取る。

「殺スＫＯＲＯＳＵ！　ＯＲＥガ一ＢＡＮ、ニＮＡＡＡＡＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ！」

　硬直する状況を意に介さず、暴走したグレイグが会場中央に躍り出る。

　向かう先はくしくもクレスの方、ここで黒姫に迫ってくれればもっと有利に事を運べたのかもしれない──いや、この場にいる者にとってこの怪物など取るに足らないが。

「──終わらせてやる」

　目前に迫る異形の存在、クレスは嵐の中でゆっくりと右手をかざした。

　──あぁ、そこで魔法を使えばもう後戻りはできない！

　一度蓋を外せば、後はもう溢あふれ続けるだけだ。

　──誰でもいい彼を止めて。止めてください！

　まだ、クレス・アリシアが人であるうちに。

　足を動かさず始終を見ているリンカ、彼女の願いは届くのだろうか？

　でも誰に？　誰がこの状況に介入できる？　勇者？　騎士？　剣聖？　友人？

　少女の脳裏に浮かぶ全員が不適合──もっと自分に力があれば！と唇を嚙かむ。

　だが願いとは儚はかなく消えるもの、彼女の希望は叶かなわず、現実という線を引く。

「クレスく──」

「おっしゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　それは〝赤い流星〟だった。目にもとまらぬ速さで壁を粉砕し着弾、荒ぶるクレスのすぐ前方が落下座標。そして氷点下を記録していた会場が一気に沸騰、銀色を赤色が上から塗りつぶす。炎と硝煙立ちこめるクレーターからは２人の女が姿を現した。

「……乱暴すぎ……てか会場なかもひどいね」

　１人は白髪はくはつの小柄な少女、担った聖剣から剣聖であることは間違いない。

　残るもう１人は──

「ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

「あーあーあーうるせぇぇぇぇ！」

　迫るグレイグに大火力の炎魔法が放たれる。それは火炎放射器のような広がる炎ではなく一直線の炎──いわば炎線砲レーザーだ。大気を焦がしグレイグを貫通、天にまで昇る。

「うっそ……」

　リンカは絶句した。クレスの変化に追いつく者は誰もいないと思っていた。

　しかし現れたもう１人、アウラは一撃でグレイグのどてっ腹を打ち抜いたのである。

「──ン、回復すんのか」

　重い一撃を喰くらい流石さすがに動きを止める怪物、ただ高速で自己修復をしているらしい。あいた大穴が凄すさまじい勢いで元に戻っていく。

「おい剣聖、お前このキモいモンスター担当してくれ」

「……なんでボクが……そもそも戦っていたのは……」

「休戦だ。もっと厄介そうな敵がそこにいる」

　アウラがクイッと顎を向けた先には黒姫と隻腕の女、それに空にも巨大な手が──

「……はぁ、もうこっちは、アナタの相手で瀕ひん死しだっていうのに……」

　血だらけの剣聖は溜ため息いきをつきながら怪物の前へ、どうやらアウラの案を飲むらしい。

「……とりまここで戦ったらヤバそうなんで……」

　──異能、発動。

「場所、移そうか」

　眩まばゆい光が剣聖とグレイグを包み込む。そして数秒で２つの存在はここから消えた。

（……しゅ、瞬間移動？）

　あれだけ巨大なモンスターが瞬く間に消えた。ワドウが瞬間移動と感じてしまったのは仕方がないものの、厳密に言えば切り取っただけなのである。

　それから炎の女は黒姫たちに突進──するのではなく、荒ぶる相棒へと足を進めた。

（──危ない！）

　リンカは声にならない声で赤髪の女に警告をする。いくら炎が場を制したとはいえ、それ以上彼に近づけばアナタは凍ってしまう。

　しかし目の前まで迫ったというのに女は無事、凍える寒さを意にも介さない。

「赤い髪と瞳を持つ炎使い。それにその神剣たいけん、あなた──５番目の災厄かしら？」

　黒姫が露骨に嫌そうな顔をする。天音は規格外の強敵出現に目を大きく見張る。

「どうやらお前たちがこの騒ぎの元凶らしいな。それに──上の金ピカも」

　普段脳天気なアウラも本気。赤眼めだけ黒姫に向ける。あの巨大な手が〝禁忌〟とされる代物だということは〝勘〟で理解した。そして自分の全力を一点集中して燃やしきれるかどうか。少なくとも黒姫たちの相手をしながらでは実現できる話ではない。

「もしかしてその少年も、あなたのお知り合いで？」

「いんや……だが、敵の敵は味方とも言うし、というか私１人じゃちと勝ちは薄い」

　殺気で２人を釘くぎ付づけにしたその時、会場を囲むように炎の壁が立ち上がる。黒姫たちを逃がさんとするアウラなりの結界である。

　真っ赤な壁はどこまでも高く、どこまでも分厚く、どこまでも熱い。神をも殺す炎は黒姫でも簡単に突破はできず、迂う闊かつに動くこともできなくした。

「こっちもだ──炎よ、囲え」

　クレスとアウラを中心に、小円サークル状に炎壁が展開される。世界から一時的に隔離された場所で２人は早い再会を果たす。

　そしてアウラはいつも通りの挨拶をするように、気軽にこう言った。

「よ。クレス」




　　　　※




「荒れてんじゃん。随分とパワー解放しちゃってさ」

「……アウラさん、ですか」

　掛けられた声にハッとする。気づけば目の前に相棒がいたのである。

　四方には赤い壁が展開、外部との接触が一時的に遮断されているようだ。

「あと５分もあればいつもの調子に戻ります」

　──絶氷エターナルと呼ばれる災厄へ。

「……アレ、クレスが前にいってたやつだろ？」

　ジワジワと世界に侵入してきている『手』のことだ、そうか話をしたなと思い出す。

「仇かたき討ち……じゃないことは分かってる」

　シルフィを救い、守護者ガーデイアンとやらを退け王都みんなを護まもりきるには──真の力を使う他ない。

　いや本当の、一番の理由は俺はもう失いたくないということ。

　喪失感を味わうぐらいなら──

「たとえ自分の正体が全員にバレるとしても、全力を出し今度こそ護ります」

　揺るがぬ意思。アウラさんにもこの気持ちだけは負けない。

「俺は──この場所と、皆が好きだから、大好きだから」

　だから退ひかない。後退のネジは外せ。拳をかざせ。敵を倒し全てを守れ。

「クレス・アリシアの名に懸けて、誰がなんと言おうとここを死守します──！」

　これは自分の想おもいだ。誰でもない、俺自身がここで見つけたモノなんだ。

「明かすことの意味は分かってんだよな？　どんな奇跡を起こしたところで、もう此こ処こにはいられないぞ？　大切なモノは失ってからより大切に思えてしまう。辛つらいぞ？」

「覚悟してます」

　たとえ全力のアウラさんに代わりに戦ってもらおうと、敵２人と『手』までは退けまい。天上にあるアレは格別の存在なのだから。だが自分とアウラさんが本領を発揮すれば倒しきれる可能性もある。どちらにせよ王都でこれまでのように暮らすことは叶わない。

「……ごめんな」

「どうして謝るんですか？」

　突然アウラさんが謝罪を口にする。あなたは何も悪くないのに。

「私は、相棒だ相棒だと散々言っておいて、お前の幸せの１つも護ってやれなかった」

「……」

「ここで何日か過ごして、お前にも同世代のダチが沢山できて、皆に愛されて、そんで楽しくやっていることが分かった。あれは私と二人っきりじゃ生まれないものだ。クレスがここに来て自力で得た大事な財産なんだ」

　──自分が全力を出したとしても、護ってやれないことが悔しくて仕方ない。

「こんなことなら最初から陰から見守るか、すぐ帰れば良かったのかもな」

　──そうすれば姿が露見しても、自分と彼は無関係と言えたかもしれない。

「陰からコッソリだなんて、そんな器用な真ま似ねできないでしょ」

　それにアウラさんがいなかったらアイツらを全て倒すことは叶わない。１人では無理だ。

「今のクレスの決意を止めるような手段も頭も私は持ってない。戦うしか選択肢がない。悔しいがダメだとは言ってやれない。私に今できるのはせいぜいお前を支えることぐらい」

　そして自分に負けないくらい魔力放出を高めるアウラさん。そして清々と語る。

「あん時も言ったけど、お前はホントに成長したよ。大切なものを命懸けて守るってのは、できそうでなかなかできるもんじゃない」

「アウラさんは何時いつもできているじゃないですか。だって俺よりずっとつよ──」

「強くない！」

　──。

「私はお前を心配しているようで、自分に甘えて此処に来ただけだ。クレスのことをなに一つ考えず、自分勝手に行動しただけなんだ。相手のこと想おもえずしてどの口が相棒と呼ぶ。ホントは、ホントは相棒失格なんだよ私はッ！」

　唇を血がにじむほど強く嚙む、アウラさんは悔しそうに言葉を紡ぐ。

「もっと罵ってくれていいんだ。殴ってもいいんだ。相棒として役立たずな私を──」

「……楽しかったです」

「なに？」

「アウラさんとすごした旅の毎日、それから再会してからの数日も。全部が全部楽しかった。すごく。すごく。今こうして俺が熱くいられるのはあなたのお陰なんです」

　──私に付いてこい。一緒にいたら絶対楽しいぜ！

　あの日そう言われ、ずっとこの日まで太陽になってくれていたから。

「だから役立たずなんかじゃない。罵りたくも殴りたくもない。俺は感謝しかしない」

　切っ掛けは彼女の強引な誘いだった。なら今度はこっちからお願いしよう。

「アウラさん。ずっと俺の相棒でいてください」

　──俺の隣にいて欲しい。だって一緒にいてこんな最高のパートナーいないんだから。

「クレス……」

「俺のこの気持ちくらい、言わなくたって伝わってると思ってましたよ。でもそうじゃなかった。だからこうして口に出した……けど、やっぱり自分の気持ちが全部伝わっているとは確信が持てない。伝えたいことが多すぎて言葉じゃ足りないのかも。だから──」

　トンと。アウラさんの心臓の上に右拳を添える。固く握った指先から見えない熱いものを直接送る。伝われ、伝われ、伝われ、伝われ、伝われと強く念じて。

「心配するなよ相棒。俺はずっとあんたの傍そばにいるからさ」

　少し前にもらったばかりの言葉。だけど真似じゃない。いま言ったのは俺だ。

「……そうか、逆もしかり。お前には私がいるんだな」

「ええ、少しは伝わりました？」

　まだアウラさんの心臓にこぶしをぶつけたまま尋ねる。しかしこの問いかけは不問で不毛である。だってその強い、アップテンポする鼓動がなによりも雄弁に語ってくれている。

「……私は自分がまだまだ弱いと学んだ。そしてクレスや仲間がもっと大切だと思えた」

「はい」

「ありがとうクレス。それを私に教えてくれて」

　やはり今回王都に来た意味はあったのだな──アウラさんはそうつけ加えた。

「じゃ、最終決戦気張っていきましょうか」

「ああ！　お前と私ならどんなヤツにも負けない！」

　今度はお互いの拳を軽くぶつける。これで一方通行から意思疎通になった。

「あ、最後に一つだけ言わせてくれ」

　アウラさんは炎に隔たれた敵の方を向きながら、最後の最後にこう言った。

「──クレス、良い男になったじゃん」




　アウラさんは囲っていた炎を消失させる、視界の中に青い空が風呂敷みたいに広がる。

「作戦会議は終わりましたか？」

「すまんすまん。待たせて悪かったな。無事にお前たちぶっ倒す同盟を結べたぞ！」

　数分の会話、黒姫たちに内容は聞こえなかったのだろう。

　だがそれも力を解放する以上意味のないことだが。

「なんなら私たちが喋しやべってる間に逃げる手もあったのにな」

「よく言います！　一歩でも動けば会場ごと爆破する気まんまんだったじゃないですか！」

　天音はプンプンと怒りながら、片手を失っているというのに焦りはない。

　黒姫も興味深そうに俺たちの方を見つめている。

「……一応最後に聞くが、シルフィを置いて素直に帰る気はあるか？」

「彼女を置いていかなくても良いのなら、考えてもいいですよ」

　──じゃあ交渉は決裂か。

「で、あの空のでっかい手はどうするつもりだ？」

「守護者はわたくしでもまだ干渉できません。もう少しすれば供物を持って還かえるでしょう」

　供物っていうのは王都に住まう人たちのこと。やはり見すごすことはできない。

　コイツら２人を殺し、シルフィを救い、あの『手』を力ずくで押し返してやろう。

「──いくぜ相棒」

「──はい！」

　未使用だった魔力の充じゆう塡てんは完了したとエルから報告、あとはこれを放出するだけ。

　これまで内に秘めてきた力をついに開帳する。アウラさんも横で身構えた──その時、




「ギリギリ間に合ったようだ」




　上から炸さく裂れつ音がした。俺とアウラさんを優に超える特大の魔力が空で爆発したのである。

　青と金の空が──漆黒に染まる。

　現れるは闇と破壊の権化。圧倒的な力の侵略、有無を言わさぬ暴力の塊、降臨せし《闇》は『黄金の手』に己おのが拳をぶつけ──へし折った。ガラスを割るが如ごとく粉砕。守護者も強力なシールドを張ったようだが意に介さず、彼女はいとも簡単に破壊してみせた。

　誰もが悟る。彼女こそこの場において最強だと。彼かの人物こそは──

「……エリザ！」

　黒姫が怒気を含みながら彼女の名を声に出す。

「久しいな、黒姫！」

　空から会場へと静かに降り立つ。いつものダークスーツを纏い、長い黒髪を颯さつ爽そうと流すのは１番目の災厄、世界最強とされる人物その人だった。

「に、日本人……？」

「おや、勇者の１人か。ここは危ないから早く離れたまえ」

　つい声をあげてしまったワドウさんに、ボスは柔らかく諭したのだった。

　彼女の存在が、全力を出そうとした全員の出鼻をくじいた。そして封じた。

「アウラ、タバコを吸いたいんだ、火をもらえるか？」

　黒姫と相対する俺たちの方にボスは寄ってきて、アウラさんに火を求めた。

『──こちらセローナ、精神伝達テレパシーで語りかけています。クレス君は災厄ナンバーズとは無関係の人物を装ってください。黒姫はエリザさんが１人で対処するそうです』

　２番目の災厄セローナから命令が下る。アウラさんにも同様の指示がきたらしい。

「お、おう……」

　アウラさんは戸惑いながらも、差し出されるタバコの先に小さな火を与えた。

「ふぅー、一仕事終えたあとのタバコは格別だ」

「相も変わらずヘヴィースモーカーのままですか」

「これぐらいしか趣味がないんでな」

　ニヤリと悪い笑みを浮かべるボス、俺たちの前に立ち黒姫と会話を交わしている。

「そこのお二方はあなたが差し向けたのですか？」

「知らんね。馬鹿アウラは命令違反して勝手に王都にいたし、この有望な男の子君は偶然。スカウトしたいぐらいだ。この２人には助けられたよ──なにせ、お前とまた会えたのだから」

　時間を稼いでくれてありがとう、ボスは軽くそう言った。

「天音、王女はあなたに任せます」

「……黒姫様！」

「エリザが出てきたとなれば、わたくしも全身全霊をもって相対するしかありません」

　抱きかかえていたシルフィを隣の女へ渡す。

「しかし一部とはいえ守護者を一撃で滅するとは。力に衰えはないようですね」

「私のゲンコツは今なお世界一痛いと仲間たちからも評判だ」

「それは困りました──ねッ！」

　黒姫は会場を囲むように魔法陣を展開、その数かず千はくだらない。

　タイムラグは一切なく円の中心から炎やら雷が放たれた。

　異能の垣かい間ま見みえない純粋な魔法攻撃──そのレベルは極地到達と呼べるもので、

「お前も、相変わらず小こ賢ざかしいマネをするようだ」

　ボスはクスクスと笑う。小賢しいと言った理由はすぐに分かった、

「──結界を展開しました、何なん人ぴともここから逃しません！」

　仲間である天音だけ逃し、俺たちを全て会場に押しとどめる魂胆らしい。

　既に女はシルフィを抱え一目散に外へ、追おうとするが不可視の結界に行く手を阻まれる。

「っ固い──！」

　特大の魔力をぶつけてみたがビクともしない。解除をしようにも式が高度すぎてすぐ解ける代物でもなさそうだ。まずった。このままでは何もできずここにいるだけだ。

「諦めなさい少年。誰も逃さないと──」

「あんら！　ならその結界あーたーしーが、破ってあーげるッ！」

　見透かしたような声、その主は俺の頭上を飛び越えドスンと目前に着地した。

「に、ニセ王女!?」

「クレス君！　た、助けてー！」

　シルフィそっくりの偽物が目前に登場、脇にはワドウさんが抱えられている。

「いっくわよぉ！　物質変換コスチユーム──きえぇぇぇぇぇぇい！」

　ニセ王女は指先で結界に触り円を描く、するとその部分だけポッカリ穴があいた。まるでガラス板にダイヤモンドカッターで切り込むくらいに鮮やかな手口。まさかこの人──

「んじゃエリザちゃーん！　後よっろしくー！」

「セローナの指示をしっかり聞けよ！　ほらアウラも行け！　敵を追うんだ！」

「はーい☆」「あ、ああ！」

　ボスの叱しつ咤たもくらって会場から飛び出す４人の男女、外に駆け抜ける途中で……

「悪いわね勇者ちゃん！」

「は、はい──!?」

「あなたの記憶、消さしてもらうわーん！」

「え、記憶……って……」

　トンと頭を触る、するとワドウさんは眠るように意識を失った。

「これでクレスちゃんの力の片へん鱗りん、まともに見ることができたのは黒姫とあの天音って子だけね。他の勇者やら仲間は早々に撤退してくれて助かったわー！　後で記憶消し廻まわりをするはめになるところだったものー！」

「も、もしかしてニセ王女の正体って……」

「流石さすがにお察しよねー。あ、まだ周りの目がある以上変身は解けないから」

　いいや、素顔を見なくたってそのねちっこい口調で分かる。

「……ボーンさん？」

「ご名答！　変装の達人であり８番目の災厄、クレスきゅん愛いとしのボーン・ボンボーンでーす！　ちゅっちゅっちゅー！　アイ・ラブ・ユー！」

「き、気色悪……あ、すいません。でも走ってる最中にそんな寄ってこないでください」

　走ってなくてもあんまり近寄ってきてほしくはないけれど。

「とりあえずクレスちゃんに異能で〝変身〟をかけておくわね！」

「俺にですか!?」

「そうよ。だってこれから王女担いで逃げた正体不明アンノウン……いえ、『黄金の楽園エデンズ』を追うんだもの。向こうさん仲間集めているだろうし、どうせ派手な戦いになるわ」

「じゃあ変身で姿を変えちゃえば──」

「もう正体気にせず全力で戦えちゃうってことよぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　それはいい！　一定時間であれば誰もボーンさんの異能を打ち破れないだろう。

「クレスちゃんの衣装は……まぁフルアーマーの甲かつ冑ちゆうをプレゼントしてあげる。皮膚に直接付与するから破損したりすることはないわ！　安心して！」

「甲冑……てっきり女体化させられると……」

「そりゃアタシだってそうしたいのは山々、だ・け・ど、」

　ボーンさんは小さくウインクを１回した。

「囚とらわれのお姫様を救うのは、いつだってカッコいい騎士様っていうのがお約束」

「ボーンさん……」

「目覚めたところに女の子になったクレスちゃんがいたんじゃ、流石に可哀かわいそうってもんよ。あたしは乙女と仲間の味方。しっかり取り返すわよ、クレス」

「はい……！」

　俺たちは変装を終え完全に外へ。そこには騎士たちがゾクゾクと集まっている。

「──シルフィが中にいる！　すぐに救いだすのだ！」

「──しかし結界が……」

「──国民の避難が完了したのだ！　全ての魔導士を導入、なんとしても穴をあけろ！」

　しかも鬼軍曹よろしく先頭で指揮をとっているのはまさかの国王様。

　シルフィ、どうやら彼は凡王は凡王でもちゃんと父親だ。

　お前のことを異能単体でしか見てない人が、あんな必死な顔するもんか。

「おい！　中から誰か出てきたぞー！」

　それは俺たちのこと。オカマと脳筋と鎧よろい男、変な構図だな。

「はいそこの君、この子のこと頼んだわよ！」

「ゆ、勇者様!?　お前は──」

　ワドウさんを預け離脱、魔力を全開に発揮し騎士団を飛び越える。

　もう気にしなくていい。どんなにスピードを出そうが俺を捕らえられる者はいない。

　結果的には正体がバレずに済んだ……のだろうか？　いやそれは後で考えればいい。

「ちょっとーアウラちゃんもクレスちゃんもはやーい！」

「シルフィが待ってる！」

「そうだぞボーン！　急ぐのだ……って、どこに向かう!?」

『その方角であっていますよ。敵は直線距離１キロメートル弱といったところです』

「セローナさん！」

『久しぶりにクレス君の声を聞きましたね。ただお喋しやべりをしている暇はありません。黄金の楽園エデンズは付近で４人探知。逃げている女も仲間の元に向かっているのでしょう』

　セローナさんのバックアップに従い足を進める。

　向こうに転移に特化した異能力者はいない（マキナさんが以前殺した）が、移動に特化した人物はいるかもしれない。逃げられる前にどうにか捕まえなくては。

『さぁさぁ気合い入れてくださいね！』

　セローナさんは急せかすだけでなく柔らかく活を入れてくれる。優しい人なんだ。

『災厄の数字ナンバーズを敵に回したこと、死をもって償わせるのです。持ち得る総力をフルに発揮し奴やつらを血祭りにあげますよ──ふふ、あははは、あーっはっはははははははは！』

　いや、優しいけど怖い人でもあるんだった。忘れてたよ。




　ハイスピード・ハイウェイ。王都を囲う高壁も飛び越え外へと飛び出す。

「──異形変身コスチユーム！」

　壁を飛び越え宙に放り出された３人、しかしボーンさんが異能を発動。

　少女だったその身体からだを体長１００メートルを超すレッド・ドラゴンへと変化させた。

『乗りなさい！　こっちの方が早いわ！』

「いかすぜボーン！」

「助かりますボーンさん」

　背に飛び乗り風を全身に受ける。セローナさんの情報だともう敵は……

「いたぞ！　シルフィーナを抱えて走ってる！　もうすぐで真下に来る！」

「アウラさん、流石の動体視力ですね！」

「だがすぐ先に何人かいる。セローナが言ってた仲間だろうなぁ！」

　このサイズのドラゴン、向こうも俺たちの接近を感知しているだろう。

『初手はどうする２人とも？　アタシがブレスでも吐こうかしら？』

　一撃目をどうするか、シルフィもいることだしここは手堅く──

「私が行く！」

　名乗りを上げたのはアウラさん。でも……

「なに、本気でぶっ放すがシルフィなら大丈夫だろう」

「ホントに？」

「ま、勘だがな」

　根拠という根拠はないわけね。でも相棒がそういうなら信用するしかあるまい。

『じゃあ任せたわよアウラちゃん！』

「応とも！　今の私はいつもの気合い百倍！　クレスに良いところ見せたいのでな！」

　神滅炎剣バイオレツト──アウラさんがもう１つの相棒の名を呼ぶ。

　その手に握りしは世界に一振りだけの大剣。刃渡り２メートル超、赤黒の分厚い刀身が厳いかつく構える。魔力を通すと血流が加速するみたいに、大剣は赤の色をより濃くした。

「よっしゃァ！　アウラ・サンスクリット、先陣一手一撃いざ参る！」

　ボーンさんの背から勢いよくジャンプ、赤い衣をはためかせて降下していく。

「──刮かつ目もくしろ！　これが太陽を落とした神殺しの一撃！」

　もう驚くどころか笑ってしまうような魔力の過剰充塡オーバーチヤージ、煌きらめく火花は星のよう、赤き星ほし屑くずはちりぢりとなって宙そらに舞う。超新星爆発スーパー・ノヴアを連想させる灰白色のフレアが剣先に集まる。

「天地もろとも焼き尽くせ！　炎業よ、罪を歌えヘスティー・アルバロイ──ッ！」

　技巧も調整も一切ない、ただただ魔力を詰め込んだ突貫の特大砲。

　槍やりを突き刺す要領で、鋭利な先端より〝小さな太陽〟発射する。

　それは赤い隕星プロメテウスとなって大地へと向かう、速度は光に等しく、燃える際に酸素を奪うせいか耳をつんざく音がする。まるで世界が痛みに悲鳴を上げているようで──

「私が５番目の災厄だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　燃えたぎる怒号。星は１秒も掛からず地面と衝突、大地を粉砕し巨大な火柱を立ち上げた。島１つ簡単に吹き飛ばす破壊の一撃だ、空にいても熱気と爆風がここまで来る。

「あたしたちも降下するわ！」

　ボーンさんはドラゴンの体型を保ったまま急角度で下へ下へと。

「エル！　着地点任せた！」

　アウラさんの攻撃でただの荒野にマグマが噴き出す。俺はボーンさんより一歩早く身を投げ足下の凍結化を計る。これでは敵のみならず自分たちまでとかされてしまうから──

「あ！」

　だが氷魔法を放つ間際、白い熱気の隙間に〝敵〟の姿を見る。４、５人が固まって結界？のようなものを張っていた。どうやらアウラさんの一撃を耐え忍んだようである。

「アウラさん、力みすぎて的が絞れないからな──っ！」

　だとしても十分な威力おどし、なにもなかった辺りを火山地帯に一変させたんだから。

「エル、全力で張れ！　アウラさんの炎に負けるなよ!?」

『任せなさい。さっきの段階でもう異能わたしは完全開放された。あんなアホ女の炎ごときに遅れは──取らない！』

　背後で彼女が満面の笑みを浮かべているのが分かる。エルの補助を受け熱地帯に氷の侵略を及ぼす。炎に狂う世界を一生目覚めないほど冷たく染め上げるのだ。

　効果範囲はアウラさん以上、魔力庫の楔くさびが弾はじけた今なら王都だって凍らせられる。

「さんきゅークレスちゃん！」

　今度は美女に変身したボーンさん、踵かかとでカツカツと氷面を踏みながら隣までくる。

「──悪いなクレス、尻拭いさせた」

　アウラさんも一跳躍ですぐ隣に、着地した氷面が小さなクレーターを生む。

「いつものことじゃないですか。それにあんな熱いんじゃシルフィが熱中症になりますし」

　そう、奴らはもう目と鼻の先にいる。

　シルフィを抱えたあの女が１人、それから異世界人風の男女が他４人。

「……でたらめな攻撃してくれますね。この娘まで殺すつもりだったんですか？」

　電気を纏まといながら隻腕の女が構えを取る。ヤツはもう分かっているだろう。

　──決して五体満足では帰れない、と。

　ただ俺たちにもまったく隙がないというわけでもなく、もし逃走に特化した能力者が１人でもいるのなら、時間稼ぎをされてその隙にということも……

『その問題はありません。既にここは私の手中ですから──』

　脳内に響くセローナさんの声、いやこれは……

「──天と地の狭間Ein enger Raum、霧たちこめる森の深淵Nebel und Abgrund、神すら呪う罪業の砦Fort des Fluches」

　上から、下から、隣から、どこからかも分からぬ詠唱が聞こえてくる。

　しかし変化は確かにあった。凍った大地に魔法とは違う魔術の陣が組まれたのである。

「万象幽閉結界タルタロス・ハイデ──誰１人として逃しませんよ」

　青紫に発色する巨大な幾何学文様は真価を発揮、次元を断裁するほどの超高次元障壁が形成された。それは外部と内部の繫つながりを遮断。外からはなにも見えない。

　また発動に合わせ俺とボーンさんの間に青白い粒子が集約──まばたきをすれば白青髪ライトブルーとメガネが特徴的な人物、セローナ・レントナーさんがそこにいた。

「……声だけだと思ってました」

「ふふふ。今回はエリザさんが出張るというので、私も付き合うことにしたんです。それからまだ近くにいたので彼女も連れてきました」

「彼女……って、マキナさん!?」

「ひ、久方ぶりですねクレス」

　セローナさんに首根っこを摑つかまれ、同じようにパッと登場をする６番目。どうやら布教のため帝国に向かっているところを途中で拉致されたらしい。それはお気の毒に。

「お！　セローナ来てんじゃん！　てかマキナもいる！」

「近づかないでください。アナタが近くにいるだけで付近の気温が10度上がります」

「あ！　喧けん嘩かしたらエリザさんに報告しますからね２人とも！」

　アウラさんの接近に、マキナさんは露骨に嫌な顔をし逃げるように俺の反対側に来る。

「……セローナ・レントナー、２つ目の災厄か」

「初めまして。天音さん、でしたね」

「見事な結界縛りです。この実力、黒姫様にも匹敵しましょう」

[image: ]

「まぁ汎用性でいえば彼女の方が断然上ですが、私は得意分野が偏っているので」

　断言する。彼らがここから逃れることは不可能だ。

　だがそれは結界の強度を理由に言っているのではない。もっと理由はシンプル。

「──エリザさんより命令です。我々『災厄の数字ナンバーズ』の持ち得る総力をもって、黒姫の傘下を討ち滅ぼすこと。敵は５名、各個撃破を義務づけます」

　はいはい、やれやれ、応とも、命令に対しそれぞれの返答をする。

　そしてみんな誰に言われるでもなく、右手を覆っていたグローブなり手袋なりを外した。

　俺の場合はボーンさんが勝手に腕部分だけ変身を解く。

「２席、セローナ・レントナーです。お手柔らかに。まぁ血祭りに上げますが」

「気合い担当！　５番目アウラ・サンスクリット！　しくよろ！」

「なにが気合い担当ですか、はぁ……。６を冠します、名乗りたくないので名乗りません」

「見えないなら変身施す必要もなかったかしら。８番手、ボーンでーす。彼氏募集中ー」

「９番目──絶氷エターナル」

『Ⅱ』『Ⅴ』『Ⅵ』『Ⅷ』『Ⅸ』

　災厄たる証明。手甲に輝く数字の刻印は雄弁に語る。

　ここにいるのは各々が世界唯一の特殊能力を持ち、更には魔法や武術まで極めた一騎当千の猛者たち。

　時には国を滅ぼし。時には魔王を殺し。時には神すら屠ほふる。

　歩く災厄とされる自分たちの前では、あらゆるものが淘とう汰たされる。

　我らは最強で最凶の集団組織、人はこれを『災厄の数字ナンバーズ』と呼ぶ──




「──片っ端から燃やす！」

「──発射fire」

　轟ごう。名乗った直後にアウラさんとマキナさんが問答無用で攻撃を開始。

　大火力の大砲２つが炸さく裂れつ、穿うがたれた大地が地鳴りと砂さ塵じんを巻き上げた。

「全力全開！　手加減はいらないよなァ！」

　爆炎の中、やはり先陣を切るのはアウラさん。叩たたき付つける大剣が大地を浮かせ、追い打ちとして炎をけしかける。踊り狂う炎は嵐のようにうなり一帯を焦がす。味方まで巻き込みそうな乱暴なスタイル……いや巻き込んではいるが俺たちが上手うまく避よけているのだ。

「ワタシは帝国で一刻も早く布教をしなければならないのに。こんなわけの分からない連中の相手をさせられるとは……」

「マキナさん。文句言ってるとエリザさんに報告しちゃいますからね。でもほら、」

「ん。あー。そうです、ここには我が信者たるクレスがいましたね。これはかっこ悪いところ見せられません──では一発、派手なの撃ってワタシ凄すごいぞアピールしますか」

　ブツブツと詠唱、すると後方の空間から巨大な銃口が現れる。ただしそのサイズはもはや銃と呼んでいいものか。大砲とも違う、都市１つ丸ごと吹き飛ばすぐらいの口径だ。

「──次元滅却砲台ex：destruction、召喚展開samon shot」

　セローナさんに諭されたマキナさんが〝一撃〟を放つ。実体のない弾が直線に照射、敵ではなく敵が固まっていた所を狙い動きを分散させる……のが目的だったらしいが、

「あ。やりすぎました」

　爆風。

　マキナさんがしまったという顔をしたと同時、炎を乗せた突発性ハリケーンが発生する。

　アウラさんに続いて規格外のセカンドインパクト。低空乱気流トビユレンスがこの場の全員を空に投げ出す。もはや集団戦というよりかなんでもありの超大戦に近しい。しかし臆すことなし。

「アタシもお仕事お仕事。ホントは可愛かわいくない変身はしたくないんだけ──ど！」

　ボーンさんは少女から身長５メートルは優にある大男へと。纏まとう筋肉は膨張寸前と思えるほど張り詰めていて、構えた拳は人の頭すら簡単につぶせるだろう。

「乙女制裁！　マジカァル・チョォォォップ！」

　ボーンさんは野太い声で叫びながら急降下、アウラさんたちが散り散りにした１人に物理攻撃を仕掛ける。ただ敵もトーシロではない、迫る攻撃を躱かわしカウンターを放った。

　大地で疾走、大空へ飛ひ翔しよう、大気に風穴、大戦は縦横無尽の烈火苛烈。

　広大なフィールドで入り乱れ生死を懸けた争いを──

　混こん沌とんと混乱極まるこの戦場で、誰かがそうしろと言ったわけではない。

　それでも全員が勝手に動き道を開ける。いや切り開いてくれた。

　姫様シルフイの元へと続く一本の道を、そしてもちろん行くのは──俺だ。




「──封」

　女はシルフィをそっと地面に置き、彼女に固く結界を張ってくれる。

「てっきり人質にでもされると思ったよ」

「黒姫様にそうしろと言われたらそうします。しかしそのような指示は受けていませんし、なにより卑劣な行為は個人的にしたくないものですから」

「そうか」

「ええ、あなたを倒し──堂々と連れ帰ります」

　女は隻腕で拳を構える。放たれる覇気は衰えるどころか先ほどよりも猛たけ々だけしい。

　周囲が災厄と楽園の戦火で彩られ、轟ごう音おんがそこらじゅうから響き渡る。

　しかし俺と彼女の間には、おかしなことに静寂が流れた。

　鼓膜が眠ってしまったのだろうか、聞こえてくるのは自分と相手の呼吸音のみである。

「……」「……」

　隙を窺うかがう。力を溜ためる。一撃で仕留めるべくタイミングを見計らう。

『クレス、生半可な魔法はヤツに通用しないわ。最大出力の世界凍結をピンポイントで展開して、敵の時間を止める──そこを突きましょう』

　エルの提案に頷うなずく。あの敵にドカドカ魔法を放ったところで捌さばかれて終わりだろう。決定打となるビジョンはまったく見えない。かといって近接戦をまともにやっても勝つのは難しいと感じる。だから隙がないのならば隙を作るのだ──それこそ相手を凍らせてでも。

（……ふぅー）

　冷気を吸い込み一拍、白い息を大気に吐き出す。呼吸を整え拳を握り込む。

　そして合図もなく──刹那の死合は始まった。

「──雷らい切きり！」「──氷剣ソード！」

　稲妻が発進するのと、氷の技が煌きらめくのはまったくの同時。

　俺は背後から数百の剣を生成し弾幕として発射する。完全に開放された状態で生み出された剣硬度と生成スピードはこれまでの比じゃない。敵影に向かう銀光の舞踏ロンド、どこでもいいから当たれと乱射するがそう上手くはいかない。

「紫し電でん疾しつ走そう──！」

　なにせ相手はソレに躊ちゆう躇ちよなく立ち向かえる強者なのだから。彼女は右手だけで器用に雷を操り必要最低限だけ打ち落とす。まるで風だ。無駄のない完璧な踏み込みでグングンと距離を詰められてしまう。

「……氷槍ランス！」

　今度は彼女の足下から上に槍やりを生やす。しかし帯電した両脚は瞬時に跳躍し──

「なんで矛先に乗れるんだよ……ッ！」

「基本です！」

「そんな基本あるわけないだろ──！」

　凄すさまじい精密さと機敏さで槍の大群も打破してしまう。

　やはり飛び道具はまったく効かないようだ。しかし想定内。

　逡しゆん巡じゆんする間もなく、ヤツはもう目前にまで迫っている──が、

（ここだ！）

　はなから剣と拳で戦う気などない。下から突き出した槍群の底、見えないよう組んでいた魔法陣が自分を中心として浮かび上がる。射程圏内に敵はいる。

「世界よ凍れ！　その全てを氷に閉ざせ！」

「これは──!?」

　魔法の射程圏内にいると一瞬で気づいたようだが、速すぎるがゆえ後退はできない。

　そして激しく乱闘する世界で、この円内だけ全てが凍り付く。

　心臓も、時間も、魔法も、異能も、女は鋭い眼光を携えたまま空中で静止した。

『そこ！』

　エルが間髪入れずに氷絶の刃やいばを首元めがけて飛ばす。

　念を入れ俺も氷槍片手に急速接近、刃が首を、矛が心臓を貫く──はずだった。

「フンッ！」

「──!?」

「惜しかったですね！」

　なんと凍った世界の中でヤツは動いた。

　いや帯電する強度が数秒前に比べ格段に大きくなっている。

（凍り付く前に、規定量を大きく超えた電気をあえて自分に流したのか──!?）

　それだけ電圧を掛ければ負荷は相当。最悪心臓が麻ま痺ひするはず。

　そのリスクを一瞬で受け入れ、そして実行した。

　飛翔した刃は弾はじかれドロップアウト、突き出した矛は膝で破壊された。

　驚くまもなくプラズマの輝きが一いつ閃せん。そうだ。カウンターがくる。避けなければいけないと脳は理解している。しかし身体からだが追いつかない。速すぎる攻防を思考が邪魔するんだ。

　狙い澄ました掌底がまた突き出される──避けるのは、やはり無理だった。

「ックソ、防御！」

『防御展開！』

　エルが瞬時に氷鎧を作成、胸部を中心に展開し迫る掌打に備える。

「意味ないですよそれッ！」

　女の一撃は確かに厚い氷が遮った。受けきったはずだ。しかし氷は割れることもヒビが入ることもなく無傷。激しかった攻防はここで一旦終わりにして一瞬の間を挟んだ。

　ダメージがない？　エルの鎧が勝ったのか？　相手も流石さすがに限界か？

「──いいえ。言ったでしょう、意味がないって」

　その言葉を皮切りに衝撃は訪れた。まるで鎧をすり抜けてきたみたいに、力というものが風船のようにユラリと接近し眼目でパンッと割れたみたいに。この肉体にだけ彼女の奥義一撃は轟とどろいたのだ。

「っつ──！」

　痛みより先にその技に恐怖と感嘆を抱いた。

「これは日本武道でいう無拍子と同じ要領なのですよ！」

　奥義のからくりを説明すると同時に、とどめを刺すべく、脳を破壊すべく乱脚が放たれる。

　くらったら死ぬ。動けるか、動けないか、動けるか──いいや、動けるとも！

「まだッ！」

「重心逸そらされた感ありましたけど、やはり入りが甘かったようですね……！」

　痛みに耐え急いで距離を取る──が、詰められる。

「……エルレブン、波を起こせ！」

「波ってここ陸……うわお!?」

　全方位から内側に向かって白銀の波が牙をむく。自分でいうのも何だがとんでもない大規模スケールの攻撃に一瞬だけ相手もたじろぐ、その隙に旋回、九死に一生を得るべく後退する。

『──ッ！　クレス後方！』

「え」

　忘れてはいけなかった。この戦いは１対１などではないと。

　窮地からギリギリ待避できたその時、すぐ真後ろに黄金の楽園エデンズの１人が現れる。

　男の手には槍が握られていて、発せられる殺気は必殺を意味していた。

　油断だ。不意を突かれた。いや不注意だったところを見事突かれたのである。

「──クレスの邪魔はさせん！」

　紅ぐ蓮れん。

　槍使いは豪炎に飲みこまれた。視界に華々しい赤が彩られている。

「はっはー。危なかったなー！」

「すいません……！」

　俺は槍使いに背を向けた。だって背を合わせる形でアウラさんがそこにいるのだから。

　氷と炎の邂かい逅こう、久方ぶりのタッグらしい出いで立たちだ。

「お前の相手が一番手て強ごわい。頑張れよ、クレス──！」

　背後からジェット気流、相棒は一言だけ残し敵に向かって弾丸のように飛んでいく。

　風と言葉は檄げきとなる。

　やはり窮地の窮地を救うは赤い太陽、ありがとう相棒。そして目前の敵へと戻る対応、煌めく電光石火の雷光、迸ほとばしる黄色い電流は怪光となって瞳孔に差し込んでくる。

「負けるわけにはいかないんだ──！」

　アウラさんに負けじと脚に力を入れる。行き先は雷雲たちこめる死地である。

「正面から……その意気や良し！」

　避けていた近接戦へ突入。繰り出される稲妻の一いつ拳けん二に脚きやくを返し、そして俺も返される。すり抜けたヤツの拳が頰ほおを擦り、蹴り抜けたこの足が相手の胴を一枚切り裂く。

（……本当に強いっ！　格闘技だけなら今まで戦ってきた中でもトップクラス！）

　交差する体技と一迅の魔法、しかしこの距離だからこそ戦況は揺らぎ始める。

（……っくそ！）

　押し負けている。ジリジリと、されど確実に押され始めているんだ。

　前へ前へと出ようにも、踵かかとはいつのまにか地に接着し少しずつ後退させられている。

「そこ甘いですッ！」

　緩いガードを無む理り矢や理りこじ開け剛力。

「殺法──李りー式しき空くう雲うん手じゆ！」

　空いた細いスペースに技をねじ込める卓越した技術。

「武の極みに到達すべく磨いたこの拳！　我が闘志ぞ百火繚りよう乱らんが如ごとし！」

　そして猛攻を搔かい潜くぐり、ようやく手を出したところで見切られる。それは柔軟。

　言うまでもなく俺が防戦一方。ジリジリどころか露骨に押されている。

「発ッ！」

　縦拳が鳩尾みぞおち付近に深々と刺さる。黙もくす俺の代わりに肋ろつ骨こつが悲鳴を上げてくれる。

　──すげぇ痛い。小さな子供みたいに大泣きしたいぐらいさ。

　でもこんなのが笑えるぐらい、もっと酷ひどい痛みを知っている。

「だから──」

　未いまだに自分がなぜ生きているのか分からない。

　でも、死ねない理由は山ほどある。

「しぶといですッ！　もう終わらせましょう──！」

　鈍くなりつつある俺の動き、ご親切に女は殴りながらそんなことを口にする。

　確かに、ヤツの眼光には必殺を打ち込まんとする色が垣かい間ま見みえた。

「（……エル！　防御はしなくていい。攻撃に全てを掛けろ！）」

『クレス、それは──』

「（俺たちに凍らせられないモノはない。今度こそ力をもって証明しよう……！）」

『……分かった！』

　もう脳内で指示を送るのも辛つらい。こんなんじゃシルフィと喋しやべれないな。

　持ち得る魔力をたった一度の攻撃に集約する。

「俺は」

　強化された殴打が交差、最期への導火線がジリジリと燃え伝っていく感覚。

「俺は──」

　その感覚は形を成す。こじ開けられる十字腕防御クロス・アーム、丸見えになる心の臓の空白。

「その命、もらい受けます──ッ！」

　ヤツの縦に握っていた拳が抜き手に変わる。

　あのサムライにも匹敵する超高速の居合い。

　開いた空白に寸分違たがわず──穿うがたれた。

　防御は捨てる。喰くらったら死ぬ。でもこれが最後のチャンス。最期を掛けた大勝負。

「俺は、お前に勝つッ！」

　刃の如き抜き手が腹を割いて侵入──そして、背中へと突き抜けた。

　貫通。

　真っ赤な血が凍った地に流れ出る。女の細い腕はまっすぐとこの身を貫いたのである。

　鎧にじんわりと滲にじむ赤色とは別に、激しい痛みが全身を襲う。

　でも──

「……賭けは俺の勝ち、だな！」

　思惑通り、思わず笑ってしまう。死ぬほどキツいのに笑ってしまう。

　心臓を穿ったと過信せず電気を流せばお前が勝っていた。だけどそれより速く鮮血という流動体に氷魔法を発動、貫通した腕を俺の身体から抜けないよう凍結させる。

　轟ごう。

　それはこの女が過剰に電気を流すように、ハイリスクな行為。お陰で腹部の内臓器官は冷凍肉状態。このまま帝国に出荷だってできてしまいそうだ。

「阿あ呆ほうな──」

「ああ！　シルフィの言う通り、俺が一番アホだったみたいだ！」

　貫かれることを覚悟し、貫かれる箇所を予測し、そして土壇場の重心移動で貫通場所をズラす。防御など最初から捨てていた。死を覚悟したからこそ、傷つくことを覚悟したからこそこの無む茶ちやを実現できた。

　──そして電光石火、スピード自慢のお前を止めることができた。

　いくら武に卓越したところで、首以外の四肢が芯まで凍結すれば近接など関係あるまい。　俺は、動けない彼女の首元に、傷だらけの右手をすっと添えた。

　相対する敵は死地を前に、とても穏やかな表情だった。微笑ほほえんですらいる。

「……はぁ、お見事です」

「……あんたもな」

「……我が人生に悔いあり。だけど、あなたが最期の相手で良かった」

　──ありがとう。

　それが最後に交わす短かな会話。

　やれ──エルに命じる。溜ためていた魔力を上から下まで全部、全部使う。フルスロットで回る魔法回路、時代を氷河期へと戻すぐらいのつもりで。銀色の嵐は絶対なる氷化をもたらすと証明するため。

　突き出した右手から、氷魔法は放たれた。

　世界を絶する氷撃。

　全身全霊を掛けた一撃は、セローナさんの張った結界すら突き破る。

　氷の侵略は世界が銀一色になるまで続く。それこそ永遠エターナルと思えるほど長く。長く。

　今度こそ──俺はその魂を凍らせた。




　　　　※




「ここ、は……？」

　シルフィーナはついに目を覚ました。久しぶりに開けた視界は青空に支配されている。

　しかし冷たい。えらく冷たい。

　細い指で大地を触って確かめる。どうやら辺りは凍っているらしい。

　仰あお向むけの身体からだ、首を傾けると今度は銀の世界が広がっていた。やはり下は氷と確信。

「わたしは一体……そうだ、あの黒い女の人に触られて……」

　黒姫と呼ばれる人物に意識を奪われ──そして異能を奪われた。

　間違いではない。魂に似たなにかが抜けていく感覚があったからこそと確信する。

「……異能を失ったんじゃ、災厄に就職はできなそうね」

　自分が無意識に出した単語にハッとする。

　──彼はどこだ？

　湧いた疑問につられるように、重い身体をゆっくりと起こす。

「なにこれ……」

　立ち上がって見るそこは修羅の世界とでも言おうか、大地はえぐれ、雲は不自然に穴をあけ、氷で支配されていると思いきや、向こうでは独りでに炎が燃えている。

「起きた、か……」

　シルフィーナは息を止める。

　すぐ後ろから聞き慣れた彼の声がしたからだ。

　ここは天国でも地獄でもなかったと安あん堵どする。ちゃんと居るじゃないかと内心歓かん呼こする。

　安心を憶おぼえ急いで振り返ると──

「よ……」

　そこには傷だらけのクレスがいた。服はなぜか真新しいものの、止血しきれていないのか流血がじんわりと絶えず出てきている。特に胸付近は酷ひどい有様だ。

「く、クレス！」

　安あん堵どに染まりそうだった気持ちは消え、焦燥一色に変わる。

「お前が起きるまで、見てやってたんだぞ、感謝してくれ、」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！　回復魔法は!?　あなた得意でしょ!?」

「……もう魔力ないんだわ」

　だとしたら見み護まもれているはずもないのに。

　そう思ったシルフィーナは正しい。

　クレスは見守っていただけなのだから。

「わたしが回復魔法を掛ける。動かないで」

「悪い、」

　淡い緑の光がクレスの胸を照らす。

「……ひどい戦いだったのね」

「んなことないさ、普通、いつも通りの……っつ、戦いだった……」

　実のところクレスたちはこの場にいた全ての敵を殲せん滅めつした。

　しかしエリザから間髪入れず緊急招集が掛けられる。なんでも黒姫が逃亡したらしい。追跡を邪魔しようと彼女の仲間も現れたものだから、人手が欲しいというのが理由。

　ただし監視任務続行を命じられたクレスだけは、招集から弾はじかれた。

『──アウラさん、俺も、行きます』

　ボロボロになりながら、心配で近寄ってきた相棒にクレスは言った。

『認めん。お前はここに残れ』

『でも俺は──』

『負傷してるからじゃない。お前にはもっと大切な役割があるだろう？』

　横たわった彼女を一いち瞥べつしてアウラはそう口にした。

『シルフィーナの隣にいてやれ。なんせ仲間だからな。頼むよ相棒』

　アウラはクレスがしたように、痛まないよう優しく彼の心臓を叩たたいた。

『もう今日はお前を出張らせねぇ。残った戦いは私たちが片付けてきてやる』

　アウラだけではない。セローナが、マキナが、ボーンが、そしてここにはいないエリザが、全員がクレスの背中を押す。

『んじゃなクレス！　今回はホントありがと、また近いうち会おうな！』

『アウラさん……』

『まずは監視頑張れ。青春頑張れ。それと──大好きだぞ、クレス！』

　アウラはニカッと笑い、他の災厄と共にクレスの元を去っていった。

　そしてボロボロではあるものの命に別状はなかったクレス。セローナが最低限の回復魔法を施し、ボーンは新しい服を与え、アウラはガッツを渡し、マキナは布教用のチラシの束を配れと言って置いていった。

　だからこの場にいるのは──クレスとシルフィーナだけだ。

「クレスが、助けてくれたんでしょ？」

「……皆と一緒にな」

　なぜこの戦いが始まったのか、聡そう明めいなシルフィーナにはすぐ見当がついた。

「あとさっきから力なく笑ってるけど、まさか死んだりしないでしょうね？」

「……悪いが感動のラストにするつもりはない」

　バッドエンドにはならない。フラグもまた災厄の前では淘とう汰たされるのだから。

　シルフィーナは彼の前で両膝を突き、拳を強く握りながら言葉を絞り出した。

「クレス」

「ん？」

「ありがとう」




　そしてクレスは瞼まぶたを閉じ眠りに入る──が、もちろん死んだわけではない。

　シルフィーナが回復魔法を行使、クレスが歩けるだけの回復を図っていた。

　どれくらい時間が経たったか、ついには立ち上がれるだけの体力が戻る。

「まったく、心配させて」

「それこそ俺の台詞せりふだ。自分が黒姫に不覚を取ったのは悔しいし申し訳ないけど、シルフィが攫さらわれた時はもう心配で心配で、敵がまだ紳士的な奴やつだったから良かったけど──」

「ご、ごめん……」

「そんな泣かなくても。お、俺は別に責めてるわけじゃ……」

「な　い　で　な　い　じ　！」

「……あぁ、はいはい」

　クレスはゆっくりと立ち上がろうとする。どうにか足は動きそうだ。

「でも王都までは遠いからなぁ……」

　彼は魔法が使えない上にヨロヨロの身体からだ、果たして今日中に辿たどり着くか。

「とりあえず、ゆっくり歩いて行くか……」

「ええ、どこかで野宿でもして、ゆっくり帰りましょう」

「野宿って、いいのか？」

「今更でしょうが」

「……今更、か。そうかもな」

　最初のまだ不仲だった頃を思い出す。あの時も２人でオンボロ宿で寝た。

　今となっては、数日前のことというより懐かしい遠い過去の思い出に感じる。

「しかし流石さすがわたしの騎士ね、もはやこのまま駆け落ちしたいぐらいよ」

「……俺は平和な学生生活が送りたい」

「そこはヤッター！と小躍りして喜ぶところでしょ？　それに騎士になる時一緒に婚約の言葉もあなた口にしてた。もしかして傷を負った拍子にその時の記憶を……」

「いやいや口にしてないから！　勝手にねつ造してくれるなよ！　そもそも最初は散々俺のこと嫌い嫌い言ってたじゃん！　その気持ちはどこに!?」

「あー一生掛かりそうだったけどもう克服したの。今はすごく好き」

「なんだそれ、調子よー……」

「ちゅーしよ？」

「言ってないから！　グイグイ近づいてこなくて良いから！」

　もはや漫才にも感じるやり取り、一拍おいてから２人はぷっと吹き出した。

「「ははははははは」」

　大事なモノは離れて、失いかけて、そして失って、より大事なモノになる。

　流れる穏やかな時間、シルフィーナが行こうとクレスを促す。

「当分歩くの手伝った方がいい？　地面だってちょくちょく凍っているし」

「余裕だって。こんなの全然だいじょう……うわっ!?」

　氷が広がる大地。クレスは案の定ツルッと滑って前のめりに倒れる。

　だが横転するようなことはなかった。ギリギリでシルフィーナに摑つかまったからだ。

　右手は彼女の肩に、しかし左手の摑んだ場所は……シルフィーナの胸であった。

「柔らか……あ！」

「く、クレス～っ！　せっかく私が見直してッ……」

「ま、待て！　わざとじゃない！　話せば分かる！　だからその振り上げた手を……」

「こんのぉ──ヘンタイ！」




　舞台の幕を降ろすように、こきみのいい音が１つ空に響く。




　いつも通りだ。これが俺たちらしい幕切れだろう。

　ハッピーエンドにしては、ちょっとばかし右頰ほおが痛むけどな。
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　こんにちは、東雲しののめ立りつ風ぷうです。

　今回の話はクレスと（腹黒）王女を中心に、相棒アウラを始めとした『災厄の数字ナンバーズ』のメンバーがアバンギャルドに活躍するストーリーとなりました。




　実はこの３巻の執筆にあたる前、ボクは大きな失敗というか、失態をおかしました。

　おかしたというよりは、ようやく気づいたと言うべきなのかもしれません。

　とても後悔しています。ひどく不安です。かつてのようにグッスリ寝られない。でも誰かが悪いということではなく、自分だけが悪いのだから、自分だけを責める他ありません。

　皆さんには大切だったり、失いたくないものはありますか？

　ボクはラノベです。ラノベしかありません。

　読んで、書いて、読んで、書いて、読んで、書いて。

　これだけです。

　自覚した罪業を背負って、存在の意味を見いだし、新たな境地に向かいます。




　今作『９番目』は異世界物へのメタを意識して生み出しました。それがネット上で一定の評価を得られて、こうして書籍となった次第です。

　メタを意識した理由は……嫉妬（笑）？　市場にあるバトル物は異世界ばかりだったので。あ、別に異世界物が嫌いというわけじゃないんですよ？　現代物が大好きなんです。

　春かす日がみかげ大先生いわく、流行というのは10年周期で変わるとか。つまり現代ファンタジーの時代がまた近づいて来ているというわけです！（そんな兆候全然ありませんけど）ただもう少しだけ、もう少しだけ現代ファンタジーが増えて欲しいな。

　でも望んでいるだけでは何も変わりませんし、とりあえず叶かなうまで挑戦してみます。

　ボクにできることなんて、ラノベ読んで、ラノベ書くことぐらいですから。




　最後に謝辞を。読者の皆さん、本作は定着率というものがすごく良いそうです。つまるところ１巻を買ってくれた人の９割は２巻も買ってくれている。本当にありがとうございます。まだまだ未熟で見習い作家なボクですけど、これからもその期待に応えるべく精進します。正確には、これからも期待されるような作家になるべく頑張る……ですかね（笑）。

　担当の神かん戸べさん、イラストのあれっくすさん、関係者の人たちにも感謝感謝です。

　また近いうちにお会いできたらいいなと思います。それでは！


２０１８年10月吉日　東雲立風


















電子書籍特典　書き下ろし短編

『後日談（本編後に閲読推奨）』







「寒んむ……」

「寒んむ……」

　俺とシルフィーナの吐露が重なる。

　９番目たる自分は数時間前に『黄金の楽園エデンズ』の１人と交戦、からくも勝利を収め、姫様──シルフィーナ・ハーレンスの救出に成功した。

　しかし当時の救出場所は王都が見えないくらい、遠く遠くにある荒野の真ん中。フラフラの身体で足を動かし今は名も無き森に到着。

　１日での王都帰還は諦め、こうして野宿をすることになったわけだが──

「……シルフィ、もうちょい炎魔法強められない？」

「……わたしだって何時間もぶっ通しで炎出せないっての。そもそもあなた災厄でしょう？　クレスが炎を出しなさいよ。もうこの森ごと焼くぐらいの火力でもいいから」

「俺は氷魔法しか使えないんだ。それとさも当たり前のように森を焼いたらとか言うな」

　お前はアウラさんかよ！と強くツッコム気力もない。

　自分は魔力を消耗しすぎてノックダウン、２人で肩を並べ両手を向ける焚き火もシルフィが種火をくれた。まぁ木材（燃料）は俺が探してきたのだけれど。

「ま、まだ夏の終わりよ？　な、なんで夜の森ってこんな寒いのよ……」

「雨が降ってないだけまだマシだろ……我慢だ……」

　──と、喝を飛ばすものの、

「そういう割にクレス、ガタガタ震えてるじゃない」

「シルフィだって歯がカチカチ震えてまともに喋れてないぞ」

「わたしの歯茎は機械仕掛けなの」

「俺がこれまで接してきたのは機械人形だったのか!?」

「ちなみに原動力となるのは人の血よ」

「機械ならそこは油とか電気だろ！　いつからお前は吸血鬼になった!?」

　……

　…………ダメだ。

「っく、テンション上げてなんとかツッコミを入れてみたけど……」

「ええ、まったくもって暖かくならないわね……」

　はぁと吐息がシンクロする。それは白い煙となって空へと。

「ねぇクレス、冬山で遭難した時に、プロはどうするか知っている？」

「鍋とか？」

「アホね。寒さで脳みそが凍って機能していないらしいわ。可哀想に」

　軽くボケを振ったつもりが本気で心配されてしまった。

　もう少し優しく言葉を返してほしかったなぁ。

「……で、どうするんだ？」

「まずは小屋を見つけるなり適所にテントを建てる。そしてすぐに中に入り、ありったけの服を厚着するの。それか白湯を飲んだりね」

「俺たちには防寒着もないし、温めた水は既に飲みまくってるぞ」

「それを経た上で、まだ寒さにやられるようなら……もう体勢を変えるしかないわ」

「体勢？」

「──こうするのよ」

　真横で同じように膝を抱えていたシルフィが起立、そして身体を反転しテクテク移動。両脚を広げ俺の上にまたがった。

　すごく近い位置から、すごく高い位置から白金色の瞳が見つめてくる。

　そのまま遠慮無く──

「よいしょっと」

　股関節の上に小さな女の子の腰が下ろされる。細い腕は首に回り、少しだけ膨らみを帯びた胸が俺の胸板に接触する。端的に言えばシルフィが身体を乗せて来たということだが、

「お──」

「重いって言ったら殺す」

「待て待て。おいシルフィって言おうとしたんだ！」

「じゃあ殺すわ」

「なんで!?」

　重いも軽いも怠いとも口にしてないのに。

　だが彼女の提案はなにもふざけてではなかった、確かにこうして抱き合ってみるとだいぶ温かい。体温が移ってくるというか、循環しているというか。

「……案外いけるな」

　これに焚き火もマッチし、今日一番の暖を取れている気がする。

「ふふ、流石のクレスもやらしい気持ちになったようね」

「そのイケるじゃねーよ！」

「どうだか。目を覚ましてすぐわたしの胸を触ったくせに」

「あ、あれは事故だ。そもそも触るほどのサイズが──イタタタタタっ!?」

　頰を全力で引っ張られる。俺の肌はゴムじゃないがえらく伸びたような気がする。

「まぁアソビはこのへんで。じゃあ……」

「し、シルフィ!?」

　今度こそ全体重を掛けてくるシルフィ。彼女の声が一番近いところで届く。

　２人きりの状況かつこういう体勢だ。もちろん間違いの１つや２つ起こっても不思議ではない、ないが──

「クレス」

「な、なんでございましょう？」

「お腹空いた」

「はい？」

「お腹空いたぁ～！」

　身体を預けそのままグッタリとしなだれる姫様。顎もがっくりと落ち肩に乗る。

「……な、なるほど。もう少し回復したら俺が狩りなり採取してこよう」

　自分の勘違いを悟られるわけにはいかない。なんとか取り繕うが──

「クレス」

「な、なに？」

「やっぱりむっつりスケベね、あなた」

　勘違いだ！とはツッコミできなかった。……気力がないのとは別の理由でだ。



















この世せ界かいで９番ばん目めぐらいな俺おれ、異い世せ界かい人じんの監かん視し役やくに駆かり出だされました３
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